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1956 年 は 日 本 寄生 虫 学会 創立 25 同年 に 当る の で , その 記念 事業 と し て 日 本 に お ける 寄生 虫 の 交 
献 目録 を 作成 する こと が 総会 で 決定 され た 。 も と る も と 文献 目録 の 作成 は , 1937 年 (昭和 12 年 ), 本 
会 創立 10 周年 に 当 つ て その 議 が お こり , 実行 に 着 手 さ れ た の だ が , その うぅ や ち 吸 貝類 た 関す る も の だ 
けが 刊行 され ん た まま に 止 つ た 。 

そこ で , 今回 は 何と か これ を 寄生 貝 全 般 に わた つて 作成 し ょ うと いう ぅ 事 が 相談 され , 総会 の 席 上 
で その 分 担 を 次 の 如く 各 編 集 委 員 に 決定 し , で き 上 つた も の か ら 随 次 寄生 貝 学 雑誌 の 附 冊 又は 附録 
ど し じ し て 発表 し て で て ゆ ど うと いう と と 記 な っ た 。 

1. 寄生 虫 一 般 (寄生 虫 卵 検査 , 手技 等 ) 小 各 義 孝 ( 編 集 主 任 ) 
2. 線 虫 
b) , 東洋 毛 様 線 小林 晴 
赤 木 勝 
d , , 旋 毛 虫 等 宮 崎 一 
e) 状 久米 清治 , 佐々 学 
3. 吸虫 管 小宮 義孝 , 伊藤 二郎 
4. 条 岩田 正俊 , 沢田 
5. 原虫 松 林 久 
で , 今回 の 吸虫 入 文 献 集 が 完了 し た の で , こん ど 附 録 の 形 で 発行 する こと と な つた も の で ある 。 な お 
吸虫 信 六 献 集 の 編集 は 小生 と 伊藤 一 郎 氏 の 共同 分 担 に な っ つて いる が , 事実 は 殆 ん ど 全く 伊藤 氏 の 手 
た に な つた も の で ある 事 を 附 記 し て お ボ おく 。 


1957 年 1 月 15 日 


日 本 寄生 虫 学 文 献 集 編 集 主 任 小 宮 義 孝 


例 


1. 本 文献 集 は , 1940 年 日 本 寄生 虫 学会 発行 の 「 日 本 寄生 虫 学 文 献 集 吸 虫 入 」 の 続 今 と し て , 1938 

年 か ら 1955 年 末 迄 の 日 本 と に お ける 吸虫 類 に 関す る 総 べ て の 業績 を 含む 。 

2. 掲載 様式 は 上 記 前 入 に 略 ぇ 一 致 さ せ た が , 第 一 部 の 著者 名 目録 を , 日 本 住 血 吸 貝 息 附 住 血 吸 虫 

性 皮膚 炎 , 肺 吸虫 肝 吸 肝 一 吸 虫 項目 に 分 け て 検索 の 便 に し た 。 

3. 上 記 五 項目 の 2 以上 た に わた る 業績 は , その 各々 の 項 に 重複 載 録 し , 若干 は 第 二 部 の 索引 で 知る 
こと が 出 き る 様 に し た 。 

4. 探 録 し た 範囲 は , 原則 と し て 日 本 人 に より 日 本 の 学 稚 雑 誌 に 掲載 され た 業績 に 止め た が , 日 本 
人 が 外国 雑誌 に 発表 し た も ゃ の, お よび 外国 人 が 日 本 雑誌 に 発表 し た も の を も 含め た 。 こ の こと は 
すべ て 論文 が 発表 さき れ た 当時 の 国籍 と た も と づく 。 

5. 前段 で 探 録 漏れ の 業績 は 発見 し えた か ぎり 本 穏 に お さめ た 。 

6. 学会 に だ お いて 発表 され た 抄録 は , 文献 来 尾 に (会 ) を も つて 示し た 。 た き ヾ し , 日 本 寄生 貝 学会 記 
事 の み は 全 部 この 記号 を 省略 し た 。 

7. その 他 の 凡例 , 使用 上 の 注意 , 採録 雑誌 略 称 等 は 総 べ て 1940 年 発行 の 前 穏 と 同一 で ある 。 


編集 者 伊 二 識 
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1 部 ・ 日 本 住 血 


第 1 部 著者 名 別 目 録 


A. 日 本 住 血 吸 虫 附 住 血 吸 貝 性 皮膚 炎 


安部 安 和 , 山崎 鹿 

1953 一 日 本 住 血 吸 虫 症 に ける 分 
福岡 医 雑 44(5), 393 一 396 
日 寄 記 21, 133 


信 一 , 補 太 , 浦郷 史 
1951 一 日 本 住 血 吸 虫 症 の 診断 に 関す る 研究 
日 寄 記 20, 28 
青沼 
1941 一 人 扉 に お ける 日 本 住 血 吸虫 病 に 就 て 
病理 31, 602 一 605 


1942 一 久留 米 地 方 人 選 に お ける 日 本 住 血 吸虫 病 の 誠 検 
的 研究 日 医 健保 3283, 1099 一 1100 


有 泉 信 

1955 一 贈 日 本 住 血 吸虫 病 50 例 の 臨床 
脳 と 神経 7(2), 72 一 

浅田 順一 , 金光 虎 雄 , 尾崎 佳 正 , 戸川 血 


1953 一 日 本 佳 血 吸虫 の 予防 及び 治療 に 関す る 研究 
広 医 6(4-5), 312 一 315 


後藤 , 小島 成 
1954 一 県 下 に お ける 所 調 水 田 性 皮 の 研究 (4) 
中 間 宿 主 Segmentina nitidella 卵 の 時 化 に 対す 
る 温度 の 愛 報 5(2), 52 一 53 
後藤 , 栗本 珍 増山 , 小島 成 克 
1954 一 愛知 県 下 に 於 ける いわ ゆる 水田 性 皮膚 炎 に 関す 
る 研究 8) 本 病原 体 に 関す る 調査 成績 附中 間 宿 
主 Segmentina mitidella の 生活 史 
愛 衛 所 報 4(1), 28 一 
後藤 露 作 , 村瀬 か つ 子 , 大 久保 輝夫 , 小島 成 克 
1950 一 功 知 県 下 に 於 ける いわ ゆる 水田 性 皮膚 炎 に 関す 
る 研究 (1) 海部 郡 作 関村 に 於 ける 既往 発生 状況 
調査 愛 衛 所 報 2, 18 一 21 
Gumble, A., Y. Otori, L.S. Ritchie and G. W. 
Hunter III 
1952—Environmental factors influencing shed- 
ding of Schistosona japonicum 
日 寄 記 21, 83 
大 病理 学 教室 
1941 一 日 本 住 血 吸虫 症 (図説 ) 
志 兎 太 
1940a 一 船 の 人 工 飼 育 実験 特 に 其 幼 虫 の 日 本 住 血 吸虫 
中 間 宿 主 宮入 内 に 対す る 衛生 学 的 価値 に っ つい 
て 九 大 医 報 14(4), 218 一 222; (5), 257 
-261 福岡 衛 集 (7, 42 
1940b 一 再び 人 工 養殖 , 源平 幼虫 の 室内 


大 医 12(1), 81 


実験 福岡 衛 集 (7), 98 
臨 研 28(8), 334 一 336 


原 実 
1946 一 日 本 住 血 吸虫 症 


原 実 , 爆 伊藤 許 子 
1943 一 日 本 住 血 吸 虫 に 関す る 実験 的 研究 (2) エ オ ヂ デン 
好 細 胞 就 て 児 49(6), 522 


原 実 , 渡辺 邦子 
1943 一 日 本 住 血 吸虫 に 関す る 実験 的 研究 (1) 家 琵 血液 


沈降 速度 児 雑 49(6), 521 一 522 
橋本 美 , 高野 義 臣 富松 , 中 島 田 , 
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(映画 供覧 ) 寄 雑 (4) , 396 (会 ) 
1952 一 急性 日 本 住 血 吸 虫 症 患児 の 肝 機 能 検査 成績 に 就 
で 日 児 誌 56(10), 614 
岩沢 敬 , 横山 宏 
1954 一 日 本 住 血 吸 虫 症 患 児 に 於 ける 治療 後 の 肝 機 能 障 
和 厨 に つい て 日 児 誌 58(8), 632 
岩科 一 治 , 橋口 裕治 , 津原 順 男 , 福山 静男 , 山崎 


1954 一 佐賀 県 築 後 川 流域 5 町村 に お ける 和牛 の 日 本 住 
血 吸 虫 症 度 並 に 牛 の 腸 膜 内 の 卵 の 形態 
日 獣 15 ( 附 ), 42 (会 ) 
岩田 正俊 
1939 一 宮入 中 の 産地 視察 記 <2) (沼津, 志村 , 佐倉 地 
吉田 祝 記 (論文 296 一 299 
1948 一 湖岸 病 者 に 関す る 調査 
和泉 精 一 
1951—Studies on food habit and inhabitable gro- 
und cf Katayama nosophora’'Robson, the in- 
termediate host for Schistosoma japonicum 
Jap. Med. J. 4(2), 125—130 
日 寄 記 16-18, 10 
財 
1949 一 小児 日 本 住 血 吸 虫 の 集団 治療 (1) 
次 医 雑 12(1-3), 60 
1951 一 日 本 住 血 吸虫 に 対す る アル コー の 作用 
医 研 21(3), 367 一 402 
日 寄 記 16-18, 19 


財 , 磯部 
1948 一 日 本 血 の 統計 的 
久 医 雑 11(10-12), 154 一 158 


1948 一 日 本 血 の 血清 定 反応 に っ いて 
日 寄 記 16-18, 32 


賀 久 財 
1950a 一 日 本 住 血 吸 虫 症 の 血清 並 に 其 応用 
九 同 会 (6), 29 
1950b 一 日 本 住 血 吸虫 症 に 対す る Alcohol 療法 
九 同 会 (6), 29 
加茂 正和 


1954 一 日 本 往 血 吸虫 セル カリ ア の 拡散 因子 
寄 雑 3(4), 282 (会 ) 


正和 
1955 一 日 本 住 血 吸 虫 の 拡散 因子 
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寄 雑 4(2), 33 一 34 (会 ) 


金田 , 平井 義則 
1947 一 県 下 佐 倉地 方 に 於 て 発見 せる 日 本 住 血 吸 虫 病 の 
一 例 の 考察 日 寄 記 16-18, 23 


加納 , 木 俊三 , 大 森 直 
1950 一 芝 知 県 海部 郡 人 開村 に 発生 し た 所 調 水 田 病 
性 雑 60(1), 17 


加藤 明 , 大 塚 
1953 一 日 本 住 血 吸 虫 卵 の 大 脳 皮 質 介 在 に 起因 する ジャ ヤ 
クソ ン 一 例 1(6), 546—549 
加藤 意 
1940 一 日 本 住 血 吸虫 中 間 宿主 宮入 上 中 棲息 と 地質 と の 関 
係 名 古屋 52(3), 327 一 340 


川本 
1952a 一 宮入 (1) 
医 生 22(6), 250 一 253 
1952b 一 宮入 の (2 ) 
医 生 23(3), 76 一 79 
動 3(3-4), 98 (会 ) 
1952c 一 宮入 生物 学 的 研究 <1) 介 型 
医 生 24(4), 117 一 119 
1952d 一 宮入 貝 の 生物 的 研究 (2) 自然 に 於 ける 発育 
医 生 24(6), 251 一 253 
1952e 一 宮入 中 の 生物 学 的 研究 <2) 実験 室内 に 於 ける 
発育 医 生 25(3), 154 一 157 
1953a 一 宮入 中 の 生物 学 的 研究 (4) 温度 の 活動 力 に 及 
ば 影 医 生 26(3), 92 一 93 
1953b 一 宮入 の 性 (2) 
医 生 28(3), 131 一 133 
1953c 一 宮入 上 躍 習 性 の 研究 補 赴 
寄 雑 2(1), 95 (会 ) 
1953d 一 宮入 の 生物 学 的 研究 ( 補 
寄 雑 2(2), 171 (会 ) 
1954a—Oncomelania quadrasi の 介 に つい て 
医 生 30(3), 111 一 114 
寄 雑 2(②, 172 (会 ) 
1954b 一 宮入 中 (日 本 住 血 吸虫 中 間 宿 主 )〕 の 生物 学 的 
研究 第 一 編 中 の 形態 及び 歯 ょ る 種 
別 の 問題 
京 府 医 大 誌 55(6), 865 一 872 
1954c 一 宮入 中 (日 本 住 血 吸 虫 中 間 宿 主 ) の 生物 学 的 
研究 第 二 編 宮入 生態 
京 府 医 大 誌 55(6), 873 一 890 
1954d 一 宮入 中 の 生物 学 的 研究 (5〕 燥 に 対す る 抵抗 
力 医 生 33(2), 56 一 58 


川本 , 岡本 坦 
1954— Oncomelania formosana の 及び 歯 
医 生 32(3), 127 一 130 


菊地 滋 
1941 一 日 本 住 血 吸 虫 病 と 関す る 研究 (1) 細 羊 , 山羊 を 
以 て を る 人 工 感染 試験 。 


日 獣 3(3), 386 


1942a 一 日 本 住 血 吸 虫 病 と 関す る 研究 2) 野兎 の 自然 

感染 と に つい て 応 獣 15(9, 611 一 616 

1942b 一 日 本 住 血 吸 虫 病 に 関す る 実験 的 研究 (2) 野 
兎 の 日 本 住 血 吸 虫 病 感染 

日 獣 4(3), 282 一 284 

1943 一 家 褒 に お ける 日 本 住 血 吸虫 病 と 関す る 治療 研究 


日 5⑭, 417 
1944 一 日 本 住 血 吸虫 病 に 関す る 研究 (8) 礁 病 家 畜 の 治 
療法 1(1), 4 


1945 一 日 本 住 血 吸 虫 病 と 関す る 研究 自然 感染 動物 に 
お ける 染 日 7(1), 19 一 28 
1947 一 日 本 住 血 吸 虫 卵 結 委 に 就 て 
日 9(3-4), 107 
1951a 一 日 本 住 血 吸 虫 病 と 関す る 研究 4) 胎盤 感染 に 
関す る 研究 日 獣 13 (5-6), 263 
1951b 一 山梨 県 の 宮入 由 に つい て 
日 寄 記 20, 29 
1952a 一 日 本 住 血 吸 虫 病 に 関す る 研究 1. 牛馬 に お け 
る 病理 解剖 並 組織 学 的 変化 
日 寄 記 21, 76 一 77 
1952b 一 日 本 住 吸虫 病 関す る 研究 2. 宮入 
息 と 墓 延 の 原因 に つい て 
日 寄 記 21, 129 
1952c 一 日 本 住 血 吸 虫 病 と 関す る 研究 3. 宮入 中 の 棲 
息 と 墓 延 の 要因 に つい て 
日 寄 記 21, 131 
1954 一 日 本 住 血 吸 虫 脳 内 寄生 に 関す る 実験 
寄 雑 3(1), 53 (会 ) 
寄 2(2), 169 (会 ) 


滋 , 左 武 
1942 一 日 本 住 血 吸 虫 病 と 関す る 実験 的 研究 (1) 細 症 山 
羊 を 以 て せる 人 工 感 染 試 験 
応 獣 159), 597 一 610 
日 獣 4(3), 283 
北村 直 次 , 中 田 三郎 , 小柴 公 一 
1955 一 棟 鳥 住 血 吸虫 の 中 間 宿 主 撲 減 に 関す る 研究 
岡山 5, 7 一 8 
小林 治 
1953a 一 日 本 住 血 吸 虫 病 の 予防 , 宮入 中 を 中心 と し て 
最新 寄生 虫 病 学 6, 35 pp. 
1953b 一 宮入 上 貝 の 棲息 状態 の 検討 並 に 其 形 態 学 的 生物 
学 的 実験 研究 科 試 報 28 年 , 347 
小林 治 , 川本 
1951 一 宮入 の 習性 研究 <3) 
日 寄 記 20, 32 一 33 
小林 晴 治 島田 松之助 
1950 一 宮入 躍 習 性 の 研究 


小林 部 夫 
1950 一 宮入 中 の 形態 的 学研 究 (1) 


日 寄 記 19, 34 一 35 


日 寄 記 19, 34 


小林 
1950 一 日 本 住 血 吸虫 病 の 臨床 的 観察 
児 雑 54(2), 84 
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小池 
1950 一 日 本 住 血 吸虫 病 と 肝臓 癌 
医事 (1351), 661 
1952 一 日 本 住 血 吸 虫 病 の 年 令 階 級別 死亡 に 及ぼ ば す 影 響 


日 寄 記 21, 131 
小泉 丹 ; 
1953 一 日 本 住 血 吸虫 卵 の 病害 機転 
科 試 報 (28 年 ) 342 
小宮 


1943 一 海南 線 , 海 抗 線 沿線 二 三 の 地域 に お ける 「 ォ オン 
コメ ラニ = ニア 」 の 日 本 住 血 吸 虫 自然 感染 状態 
日 寄 記 15, 52 
小宮 義孝 石井 幸一 
1954—The shedding aspect of cercariae of Schi- 
stosoma 1aponicum from its snail host, On- 
comelania nosophora, in Japan’ 
Jap. J. Med. Sci. and Biol. 7(1) , 25—38 
日 寄 記 21, 131 
小宮 義孝 , 伊藤 
1952—The morphology of Cercaria sturniae Tana- 
be, 1948 (Cercaria of Gigantobilharzia stur- 
niae Tanabe, (1951), a cause of cercaria 
dermatitis. 
Jap. J. Med. Sci. and Biol. 5(4), 215—220 
1953 一 日 本 住 血 吸虫 卵 の 外界 陣 境 に 対す る 抵 抵 力 
科 試 報 (28 年 ) 。 340 


小宮 義孝 , 伊藤 二郎 , 後藤 窯 作 
1951 一 愛知 県 下 の 所 調 「 水 田 性 皮膚 炎 」 調査 と その 原 
因 と 思 は れる セル カリ ア の 形態 及 び 習 性 
衛 10(1), 32 一 33 


小宮 伊藤 二郎 , 後藤 , 大 久保 輝夫 , 小島 成 克 

1950 一 所 調 水 田 性 皮膚 人 炎 に 関す る 調査 水田 性 皮 冒 炎 

の 原因 に つい て 縮 医 7(19), 10 一 14 

臨 4(3), 293 (会 

1951 一 愛知 県 下 に お ける いわ ゆる 「 水 田 性 皮膚 炎 」 に 
関す る 調査 報告 

愛知 県 パン フレット 


小宮 義孝 岡 一 男 
1953—The behavior of Oncomelania nosophora, the 
first intermediate host of Schistosoma japo- 
nicum in water 
Jap. J. Med. Sci. and Biol. 6(5), 451—462 
1954 一 水中 に お ける ミヤ イリ ガイ (Oncomelania no- 
sophora) の 行動 に つい て ミヤ イリ ガイ の 行 
動 エ 垂直 分 布 小林 祝 記 167 一 i76 
古 守 


1950 一 日 本 住 血 吸 虫 症 と 誤 られ た 若年 胃癌 の 1 例 
東 医 大 8(1), 111 


1946 一 日 本 住 血 吸 虫 病 の 研究 史 
新 1(1), 58 ; (2), 60 


寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 6 巻 ・ 附 録 文献 集 吸 虫 秒 


(12 ) 


小坂 鹿 
1938 一 日 本 住 血 上 吸虫 セ ルカ リア の 生物 学 的 研究 (1) 


ガル カリ ア の 汽 つい て 台 37, 12 
松原 公 助 
1941 一 日 本 住 吸 虫 症 と 九 沖 医 会 42, 253 


松原 公 助 , 藤沢 , 久保 金 安 汎 , 宮崎 義人 , 

中 野 悟 , 長 中 , 大 沢 徹 林 東 鐘 , 秋 本 

1942 一 久留 米 市 附近 筑後 川 流域 に 於 ける 日 本 住 血 吸 虫 
中 間 宿 主 宮入 具 の 棲息 状態 調査 成績 

九 医 専 誌 7(2), 141 一 148 


松原 公 之 助 , 加 來 落 臣 

1941 一 日 本 住 血 吸 虫 症 の 臨床 統計 的 観察 
九 医 専 誌 6(4), 229 一 241 
児 雑 47(8), 979 一 982 


松本 朝 夫 , 植村 三春 , 田 
1941 一 中 支 邦 , 青 浦 県 城 及び 珠 街 関 地 方 に 於 ける オン 
コメ ラニ = ニア , フ ペ ンジ ス の 分 布 状態 並 に 日 本 住 
血 吸 虫 臨床 報告 軍医 (343), 1761 一 1765 
松岡 広 次 
1954 一 寄生 虫 性 疾患 に お ける 白血球 遊走 速度 及び 食 喰 
能 と つい て 第 2 報 家 血 吸 虫 に お ける 
白血球 遊走 速度 及び 食 喰 能 に つい て 
寄 雑 3(1), 38 一 39 (会 ) 
松岡 広 次 , 坂 光 , 西川 博 
1954 一 実験 的 吸虫 症 に お ける 白血球 遊走 速度 及び 墨 粒 
能 つい て 
病理 42, 42 一 43 
松岡 広 次 , 西川 
1955 一 寄生 虫 性 疾患 に 於 ける 白血球 遊走 速度 及び 食 食 
能 と た つい て (第 8 報 家 血 吸 虫 の Sod. 
oxiantimonic gluconate 治療 時 の 白血球 機能 
に つい て 寄 雑 4(2), 47 一 48 (会 ) 
松瀬 幹也 
1953a 一 忌避 剤 に よる 日 本 住 血 吸虫 の 感染 阻止 実験 
寄 雑 2(1), 90 一 91( 会 ) 
日 寄 記 21, 133 
1953b 一 日 本 住 血 吸 虫 症 の 沈降 反応 
寄 雑 2(2), 174 (会 ) 
1954a 一 日 本 住 血 吸 虫 症 の 沈降 反応 (第 2 報 ) 
寄 雑 3(1), 50 
1954b 一 日 本 住 血 吸 虫 症 の 沈降 反応 (第 83, 4 報 ) 
寄 雑 3( 282 (会 ) 
1955a 一 日 本 住 血 吸 虫 の 血液 型 物質 に 関す る 研究 
寄 雑 4(⑫2), 33 (会 ) 
1955b 一 日 本 住 血 吸 虫 症 の 沈降 反応 (5) 
寄 雑 4(4), 399 (会 ) 
松下 文 岡村 一 郎 , 加藤 吉 
1954 一 ャ マンツ ン 住 血 吸 虫 卵 の 形態 学 的 考察 
寄 雑 3(4), 282 (会 ) 
McMullen, D. B., 8. Komiyama, N. Ishii, T. 
Endo-Itabashi and Y. Mitoma 
1951—Results obtained in testing molluscacides in 


M 
M 
Kc 
= 
ws 
: 
] 


第 1 部 ・ 日 本 


field plots containing Oncomelania nosophora 
an intermediate host of Schistosoma japo- 
Am. J. Trop. Med. 31(5), 583—592 
日 寄 記 19, 30 一 31 
日 寄 記 16-18, 19 
McMullen, D. B., S. Komiyama, N. Ishii, T. 
Endo-Itabashi, K. Ozawa, T. Asakawa and Y. 
Mitoma 
1951—The use of molluscacides in the control 
Oncomelania nosophora, an intermediate host 
of Schistosoma japonicum 
Am. J. Trop. Med. 31(5), 593—604 
McMullen, D. B., S8. Komiyama and T. Endo- 
Itabashi 
1951—Observations on the habits, ecology and 
life cycle of Oncomelania nosophora, the 
molluscan intermediate host of Schistosoma 
japonicum in Japan 
Am. J. Hyg. 54(3), 402—415 
McMullen, D. B., T. Endo-Itabashi, S. Seto, 8S. 
Komiyama and P. R. Stone 
1951—Seasonal studies on Schistosoma japonicum 
in the intermediate host Oncomelania no0s0- 
phora Am. J. Hyg. 54(3), 416—430 
三 三 
1949 一 日 本 住 血 吸 虫 病 の スチ ブナ ー ル ハイ ポ の 併用 療 
法 の 試み (予報 ) 
6(12), 628 一 629 
光 野 孝雄 
1955 一 脳 日 本 住 血 吸虫 に つい て 
治療 37(6), 723 


三浦 守 
1952 一 日 本 住 血 吸虫 の 特殊 染色 に つい て 
日 寄 記 21, 133 
1953 一 日 本 住 血 吸 虫 の 組織 化学 的 研究 
寄 2(1), 34 (会 ) 
富川 米 次 
1940 一 日 本 住 血 吸 虫 症 の 化学 療法 
治 処 21(1), 104 一 113 
1945 一 日 本 住 血 吸虫 病 日 臨 3(9), 212 


富川 米 次 , 後藤 敏夫 , 注水 重 矢 
1946 一 アン チ モ ン コロ イド (A.M.C) に 依る 日 本 住 


血 吸虫 症 の 治療 所 見 3(7), 177 
高明 
1949 一 宮入 上 中 日 薬 協会 誌 (1), 8 
1953 一 宮入 上 貝 殺 上 躍 剤 の 研究 科 試 報 28, 348 


1939—Combating schistosomiasis in Japan 
吉田 祝 記 123 一 128 


好 浩 , , 金光 虎 , 赤木 


1953 一 日 本 住 血 吸 虫 病 流行 地 に 於 ける 学齢 児童 の 寄生 


に 及ぼ ばす 影 響 に つい 
広 医 6(4-5), 316 一 319 


1949 一 貝 様 突 起 内 の 日 本 住 血 吸 虫 検出 成績 
日 寄 記 16-18, 33 


水 間 正 科 安川 
1952 一 日 本 住 血 吸虫 病 と 思 は れる 一 例 
医療 , 336 一 338 
森 川井 三朗 , 杉浦 健一 
1952 一 宮入 呼 と に つい て 
日 寄 記 21, 131 
森下 哲夫 
日 本 血 吸虫 病 に つい 
同仁 会 16(1), 
ih 黄浦 江 流 域 日 本 住 血 吸 虫 病 無病 地帯 に 関 


する 研究 同仁 会 16(9), 501 一 514 

森下 哲夫 , 小林 瑞穂 
1954 一 肺 吸虫 , 佳 血 吸 虫 及 横川 吸虫 の 免疫 に 関す る 研 
究 寄 雑 3(1), 115 (会 ) 


寄 雑 2(2), 171 (会 ) 


森田 久男 , 厚 , 中 村 , 
1951 一 日 本 住 血 吸虫 病 患 者 の 肝臓 機能 と に つい て 
消化 49(3-4), 85 


森田 久男 , 斎藤 常治 
1949 一 日 本 住 血 吸 虫 病 の アレ ルギー 性 皮膚 反応 
医 生 14(4), 247 一 249 
森田 久男 , 吉村 博子 


1943 一 日 本 住 血 吸 虫 症 の 血液 像 及び 骨 秀 像 (1) 


森田 久男 , 吉村 博子 , 田辺 節子 
1950 一 日 本 住 血 吸 虫 病 に 関す る 研究 (1 う 本 症 患者 の 
造血 機能 日 内 35(1-12), 44 


森田 建 規 知 , 宮里 早 
1950 一 日 本 住 血 吸 虫 症 の 8 症例 
阪 医 大 11(2), 49 


許 山 整 
1938 一 ジャ クソ ン 症状 を 偶発 せる 日 本 住 血 吸 
病 患 者 の 治験 例 に つい て 


日 医 週 (2149), 440 一 442 


長野 寛治 
1947a 一 日 本 住 血 吸 虫 の 皮膚 感染 防止 用 塗布 剤 の 研究 
日 寄 記 16-18, 7 
1947b 一 麦 間 直播 法 に ょ る 日 本 住 血 吸 虫 症 の 予防 
1948 一 水田 庄 断 法 に ょ る 日 本 住 血 吸 虫 病 の 予防 法 
日 寄 記 16-18, 10 
1949a 一 日 本 住 血 吸虫 予防 法 の 研究 風土 76 
1949b 一 湖岸 病 地 域 見 開 談 
日 寄 記 16-18, 25 


1951 一 桂 田 先生 の 日 本 住 血 史 虫 の 研究 
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医事 (1399), 449 一 450 

1953 一 日 本 住 血 吸 虫 病 の 治療 に 関す る 研究 
科 試 報 (28 年 ), 354 

中 仕 

1952 一 日 本 住 血 吸 虫 病 に 因 る 半身 間 代 性 立 患者 の 1 
治験 例 日 大 医 19(1), 180 
1955 一 特異 症状 を 量 し た る 慢性 日 本 住 血 吸 虫 病 患 者 に 
つい て 日 大 医 22(1), 100 


中 島 幹 男 
1949 一 千葉 県 利根 川沿 岸 並 に 印 播 沼 周 綴 に 於 ける 日 本 
住 血 吸 虫 の 分 布 状況 
日 大 医 8(4), 163 一 164 
1951 一 日 本 住 血 吸 虫 の 脱 磐 感染 に 関す る 動物 試験 例 


衛 9(1), 54 

西川 
1953a 一 日 本 住 血 吸 虫 の 実験 的 研究 I 血液 の 変化 に 
つい て 寄 雑 2(1), 32 一 33 (会 ) 


1953b 一 日 本 住 血 吸虫 症 の 実験 的 研究 2. 肝臓 の 病理 
組織 学 的 変化 特に 糖 原 質 並び と 脂肪 の 消長 に 
つい て 日 寄 記 2(1), 69 
1954 一 日 本 住 血 吸虫 症 の 実験 的 研究 (1 広島 県 片山 地 
区 及び 山梨 県 甲府 地 に ける 宮入 の 状 
熊 , 特に と セル カリ ア の 寄生 率 に つい て 
博愛 医学 7(4), 203 一 212 
1955a 一 日 本 住 血 吸虫 症 の 実験 的 研究 附 Sodium 
oxyantimonic gluconat に 依る 治療 実験 
日 赤 医 学 84), 300 
1955b 一 日 本 住 血 吸 虫 症 の 実験 的 研究 <3) 肝 の 病理 組 
織 化 学 的 所 見 日 赤 医 学 8(6), 
西川 , 細川 修治 
1955 一 日 本 住 血 吸 虫 症 に 関す る 実験 的 研究 (8) 合成 樹 
脂 注入 に よる 肝 の 血管 系 。 特 に 肝 動 脈 及び 肝 静 
脈 の 形態 学 的 研究 . 


1953a 一 隠岐 島 に 産 す る 病原 性 仁 血 吸虫 の 研究 C2) 


際 文献 集 吸 虫 


寄 雑 2(2), 171 (会 ) 
1953b 一 片山 病 皮 膚 炎 の 研究 <1 日 本 住 血 吸 虫 症 墓 延 
地方 に 発生 する 皮膚 炎 の 本 態 に 関す る 文献 的 , 
疫学 的 及び 臨 検 対 
岡山 65(6), 839 一 847 
1953c 一 片山 病 皮 の 研究 (2) 日 本 住 血 吸 虫 症 
地方 に 見 出さ れ た る 鳥 血 吸 虫 並 に 同 
虫 セ ルカ リア に よる 実験 的 皮膚 信 に 就 て 
岡山 65(6), 849 一 858 
1953d 一 片山 病 皮 膚 炎 の 研究 C8) 日 本 住 血 吸 虫 症 墓 延 
地方 に 発生 する 皮膚 炎 の 病理 組織 学 的 研究 
岡山 65(6), 859 一 865 
1953e 一 片山 病 皮 膚 炎 の 研究 (4) 日 本 住 血 吸 虫 セ ルカ 
リア の 起 生 に 関す る 実験 的 研究 
岡山 65(6), 867 一 878 
1953f 一 鳥 吸虫 の 発育 史 に 関す る 研究 特に そ 
の 中 間 宿 主体 内 と お ける 発育 に 就 て 
岡山 65(6), 879 一 888 


小田 丈 , 猪原 理 三郎 
1950 吸虫 セル カリ ア に 起因 する 実験 的 
炎 日 寄 記 19, 33 一 34 


尾形 藤 治 
1949 一 Spelotrema 属 吸 虫 と Schistosoma 属 吸 虫 と 
の 病原 学 的 比較 研究 色 衛 雑 5(8), 459 


岡部 浩 洋 
1938a 一 山梨 県 甲府 盆地 に 於 ける 宮入 の 状態 
に 其 日 本 住 血 吸 虫 感染 率 に 就 て 

九 大 医 報 12(1), 1 一 5 
1938b 一 福岡 , 佐賀 両 下 に 於 ける 宮入 中 状 態 

並 に 其 日 本 住 血 吸虫 感染 率 に 就 て 
九 大 医 報 12(1), 1 一 5 
1939 一 広島 県 片山 地方 に 於 ける 宮入 中 の 棲息 状態 と 日 
本 住 血 吸 虫 感染 率 に 就 て 了 府 マ メタ = シ の 存在 に 


病理 44(1), 187 一 188 就 て 九 大 医 報 13 3) , 1—4 
西尾 友三郎 , 市 達 福岡 39 
を 星 し た 日 の 一 拓 1952 一 宮入 中 の 焼却 小 実験 , 日 本 住 血 吸 虫 症 予 防 法 の 
1955 一 症状 を し た 日 本 吸虫 症 の 一 検 例 研究 CD 
西崎 一 1952a 一 宮入 中 試験 佐 衛 報 3(5), 14 
1938 一 実験 的 日 本 住 血 吸虫 病 家 本 肝 臓 の 氷 酸 化 機転 に 1952b 一 三井 PCP-Na 
っ いて 。 岡山 50(7), 1418 一 1423 1953a 一 洪水 と 日 本 住 血 吸虫 開 
野本 佐 憲 寄 雑 2(2), 174 (会 ) 
1953 一 日 本 住 血 吸 虫 病 性 肝硬変 の 血球 減少 機転 1953b 一 宮入 貝 に 対す る 石灰 窒素 及び PCP-Na の 灯 
科 試 報 (28 年 ), 343 中 効果 科 試 報 (28 年 ) , 348 
小田 1954 一 筑後 川沿 日 本 住 血 吸 虫 症 
1949a 一 日 本 住 血 病 地方 の 皮膚 (カブ プリ) 研 31(5), 430 一 435 
vanen 1955 一 日 本 住 血 吸 虫 流行 地帯 の 患者 に つい て 
日 寄 記 16-18, 31 寄 雑 4(4), 396 (会 ) 
1949b 一 広島 県 の 住 吸虫 皮膚 に つい て 岡部 洋 , 古賀 造 , 江 , 松瀬 
病理 38, 64--65 1953 一 スチ モン に ょ る 日 本 住 血 吸 虫 症 の 集団 治療 (日 
1951 一 日 本 住 押 吸 虫 病 墓 延 地方 の 皮膚 炎 (カブ レ ) の 本 住 血 吸 虫 症 の 治療 に 関す る 研究 1) 
研究 (4 の 日 寄 記 20, 34 一 35 次 医 雑 16(9-12), 1038 一 1042 
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japonica (3). Intradermal and precipitin 
tests for schistosomiasis japonica 
Kurume Med. J. 1(2), 85—89 
1954b 一 筑後 川下 流 々 域 宮入 中 未 分 布地 域 の 日 本 住 血 
吸虫 患者 に つい て , 日 本 住 血 吸 虫 の 予防 に 関 
する 研究 (第 8 報 ) 
多 医 雑 17(9-10), 358 一 360 


岡部 浩 洋 , 洪 江 浩 
1952a 一 宮入 中 の 一 新調 査 法 日 本 住 血 吸 虫 病 の 予防 
に 関す る 研究 (1) 
医 15(1-2), 63 一 69 
1952b 一 日 本 住 血 吸 虫 病 の 予防 と 関す る 研究 <8) 宮入 
内 に 対す る PCP-Na の 殺 上 中 効果 
久 医 雑 15(7-8), 436 一 441 
ペン フ 1-6 
1952c 一 日 本 住 血 吸 虫 病 の 予防 に 関す る 研究 (4) 広島 
県 片山 地方 の 宮入 中 の 日 本 住 血 吸虫 感染 状態 
と ミナ ミヌ メカ エビ に 寄生 する 類 
多 15(9-10), 607 一 611 
1952d 一 日 本 住 血 吸虫 病み 予防 に 関す る 研究 (5) 福岡 
県 下 の 宮 入 貝 分 布 調査 
医 15(11-12), 695 一 707 
する 研究 <6) 宮入 
に 対す る 石灰 の 効果 
次 医 雑 15(11-12), 708 一 712 
岡部 浩 洋 , 洪 江 浩 , 片 
1953 一 佐賀 県 下 の 宮 入 貝 分 布 調査 (日 本 住 語 吸虫 病 の 
予防 に 関す る 研究 7) 
16 (9-12), 1023 一 1034 


岡部 浩 洋 。 山口 富 
1952a 一 日 本 住 吸虫 の 免疫 学 的 研究 C1) 
多 医 雑 15(3-4), 139 一 143 
1952b 一 日 本 住 血 吸 虫 症 の 免疫 学 的 研究 2) 
多 医 雑 15(11-12), 663 一 664 


岡部 洋 山口 , 古賀 
1953 一 筑後 川下 流 流 域 に お ける ネコ の 寄生 映 虫 
16 (5-8), 1018 一 1019 
岡田 
1953 一 宮入 除 に 関す る 生態 学 的 研究 
科 試 報 (28 年 ) , 343 
1950 一 カタ ヤマ ガイ 関す る 生態 学 的 研究 
資源 研 パンフレット 1 一 5 


原 
1954 一 慢性 日 本 住 血 吸 虫 症 に つい て 
寄 雑 3(④ , 282 (会 ) 
1955 一 日 本 住 血 吸 虫 症 の 集団 治療 
寄 雑 4(4), 399 (会 ) 


岡本 坦 
1951 一 日 本 住 血 吸虫 病 予防 撲 江 に 関す る 研究 (1, の 
日 寄 記 20, 31 一 32 
広 衛 研 (1), 46 一 52 


1952 一 日 本 住 血 吸虫 病 予 防 撲 減 に 関す る 研究 (3) 
日 寄 記 21, 85 一 86 
1953 一 日 本 血 病 予防 撲 に 関す る 研究 C4) 
寄 雑 2(1), 35 (会 ) 
1954a いわ め ゆる 病 日 本 吸虫 病 ) 流行 地 の 
地勢 及び 其 歴 史 的 考察 並 に 気候 に つい て 
医 生 30(4), 175 一 178 
1954b 一 片山 地方 に 於 ける 宮入 中 棲息 状況 に つい て 
医 生 30(5), 235 一 238 
1954c 一 片山 地方 に 席 け る 宮入 中 棲息 状況 に つい て 
(2) 宮 入 場所 及び 状況 並 に Cerca- 
ria 寄生 素 医 生 30(5), 238 一 242 
1954d 一 日 本 住 血 吸 虫 病 予 防 撲 減 に 関す る 研究 
広 衛 研 4), 
1951 一 日 本 住 血 吸虫 Cercaria 毒 腺 の 顕微 学 的 研究 
医 生 21(3), 124 一 125 


沖 中 重雄 , 正邦 
1953 一 肝 脳 疾患 を 伴 へ る 日 本 佳 血 吸 虫 症 
診 治 41(5), 331 一 336 


1954 一 家畜 寄生 虫 病 の 免疫 学 的 考察 並び に 免疫 学 的 診 
断 法 の 応用 に つい て 
(127), 57 一 60 


大 村 秀 
1940 一 日 本 住 血 吸 虫 症 の 診断 
治 処 20(2839), 2433 一 2434 
大 越 伸 


1951 一 家畜 の 日 本 住 血 吸 虫 症 に 関す る 知見 
最近 の 獣医 学 , 東大 獣医 教室 編 179 一 186 


大 伸 , 石井 俊 
1952a 一 日 本 住 血 吸虫 症 に 対す る アン チ モ ン 剤 の 解 直 
に つい て 日 寄 記 21, 131 


1952b 一 日 本 住 血 吸虫 症 の 粘膜 反 遍 診断 法 に つい て 
日 寄 記 21, 78 一 79 
大 越 伸 , 石井 俊雄 , 高橋 
1953 一 日 本 住 血 吸虫 症 人 工 感染 家 現 の 治療 試験 
寄 雑 2(1), 91 (会 ) 
石井 俊雄 , 高橋 , 薄井 万 , 井 正信 , 友 
田 
1954 一 門 脈 及び 腸管 組織 内 に 注入 せる 日 本 住 血 吸 虫 氏 
並び に 膝 皮 卵 の 運命 に つい て 
寄 雑 3(1), 51 一 52 (会 ) 
大 越 伸 , 斎藤 高橋 男 , 石井 俊雄 , 中 原 達 夫 , 渡辺 
1952 一 家 褒 の 日 本 住 血 吸虫 症 に 関す る 実験 的 研究 
学 月 (42), 263 
大 越 伸 , 斎藤 潔 , 唐沢 進 , 日 向 美 行 , 花 里 寛 尋 
1950 一 家畜 の 日 本 住 血 吸 虫 症 に 関す る 研究 (2) 着色 病 
日 獣 12(6), 282 一 283 (会 ) 
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越 伸 , 斎藤 唐沢 進 , 中 山 
1951 一 家畜 の 日 本 住 押 吸虫 症 に 関す る 研究 (42 う 牛 及び 
犬 に ける 断 法 
日 13 (5-6), 264 (会 ) 


大 越 伸 , 高橋 剛 男 
1952 一 日 本 仁 血 吸虫 症 に 対す る アン チ モ ン 剤 の 副作用 
発見 に 就 て 日 寄 記 21, 131 
1952 一 山梨 県 下 に と 於 ける 家畜 の 日 本 住 血 吸 虫 感染 状況 
に つい て 日 寄 記 21, 79 


大 越 伸 , 高橋 剛 男 , 石井 俊 引 
1953 一 日 本 住 血 吸虫 感染 和牛 の 治 療 試験 
寄 雑 2(1), 33 一 34 (会 ) 


越 伸 , 高橋 男 , 石井 俊 友田 
1953 一 家 移 に 於 ける 日 本 住 血 吸 虫 症 の 人 工 感染 及び 治 
療 試験 寄 雑 2(2), 169 (会 ) 


大 越 伸 , 高橋 剛 , 石井 俊 唐沢 進 , 美 行 , 早田 
1952 一 日 本 住 血 虫 症 に 関す る 研究 (5 山梨 県 
下 全 有 病 地 に お ける 和牛 の 感染 状況 に つい て 
日 獣 14(6), 350 (会 ) 


大 越 伸 , 高橋 , 石井 俊 薄井 万 , 島袋 , 井上 
幸 利 
1953 一 家電 の 日 本 住 血 吸虫 症 に 関す る 実験 的 研究 
各個 研究 及 助 成 研究 研究 報告 集録 農学 編 203 


大 越 伸 , 唐沢 進 , 旦 向 美 行 , 花 里 寛 雄 , 森川 昭次 
1951 一 家畜 の 日 本 住 血 吸 虫 症 に 関す る 研究 <3) 山梨 県 
下 に 於 ける 昭和 25 年 度 感 染 牛 の 各種 要因 的 観察 
日 獣 13(5-6), 264 (会 ) 
大 伸 , 唐沢 進 , 向 美 行 , 
1950 一 家 乾 の 日 本 住 血 吸 虫 症 に 関す る 研究 C12 山梨 県 


下 に 於 ける 感染 和牛 の 各 種 要因 的 観察 
日 獣 12(6), 281 一 282 (会 ) 


大 平 得 三 
1949 一 日 本 生 血 吸虫 の 中 間 宿 主 の 発見 
医事 (1328), 2053 一 2054 
大 森 太 , 森安 茂樹 


1941 一 日 本 住 血 吸虫 病 (講義 ) 
- 治療 1111), 908 一 910 


大 島 
1954 一 日 本 往 血 吸虫 症 に お ける セル カリ ア を 用 いた 血 
清 反応 の 検 対 寄 雑 3(1), 49 (会 ) 
太田 伸一 , 下村 博之 , 井上 一 三 , 陣 肉 
1955 一 日 本 住 血 吸 虫 幼虫 感染 家 夷 の 型 的 抗体 並び に 血 
久 医 18 (9-10), 710 一 717 
太田 伸一 , 下村 博之 , 井上 一 三 , 陣内 , 田中 
夫 , 重 仁 
1953 一 日 本 住 血 吸 虫 症 患 者 血清 の 型 的 疑 集 素 , 沈降 素 


及び 山羊 球 素 の 観察 


寄生 学 雑誌 ・ 第 ・ 附 文献 集 吸 虫 


(16 ) 


太田 
1955 一 日 本 住 血 吸 虫 病 の 予防 に 関す る 研究 
17(1), 54 
太田 秀 浄 , 佐藤 重 房 


1954 一 宮入 由 の 薬剤 に 対す る 二 三 の 知見 
寄 雑 3(4), 278 (会 ) 
太田 秀 佐藤 重 房 注水 清久 , 中 山 
1955 一 日 本 住 血 吸虫 羅 患 者 の 体位 及び 血液 の 生物 学 的 
性 状 に つい て 寄 雑 4(②, 33 ( 合 ) 
Otori, Y., A. Gumble, L. 8S. Ritchie and G. W. 
Hunter III 
1952—Shedding patterns of the cercariae of S$. 
japonicum 日 寄 記 21, 81 一 83 
Otori, Y., and L. 8S. Ritchie 
1954—Biological studies on Oncomelania nosophora 
persistence of egg-laying following isolation 
from males 寄 雑 3(1), 38 (会 ) 
Otori, Y., L. 8. Ritchie and G. W. Hunter III 
1953—Egg-laying and incubation of Oncomelania 
nosophora 寄 雑 2(1), 86 一 87 (会 ) 
尾崎 
1949 一 日 本 住 血 吸虫 の 研究 公 衛 雑 5(8), 456 
1952 一 日 本 住 血 吸 虫 ( 桂 田 ) の Miracidium の 表皮 
構造 (英文 ) 
Annot. Zool. Jap. 25(1-2), 343 
小沢 
1954a 一 日 本 住 血 吸 虫 症 に 関す る 研究 治療 実験 (1) 
寄 雑 3(1), 39 一 41 (会 ) 
1954b 一 日 本 住 血 吸 虫 病 治療 に 関す る 研究 (1 う ス チ ブ 
ナー ル 1 回 並び 連続 注射 に よる Sb の 運命 に 
っ いて 寄 雑 3(4), 278 (会 ) 
1945c 一 日 本 住 血 吸虫 病 治療 に 関す る 研究 (2) スチ ブ 
ナー ル 1 回 並び に 連続 注射 に と による Sb の 体内 
分 布 に 就 い て 寄 雑 3(4), 278 (会 ) 
1954d 一 日 本 住 吸虫 の 治療 に 関す る 研究 (1) 石 
酸 ア ンチ モン 皆 達 を 用 いる 現 治 療法 施行 持 の 
アン チ モ ン の 運命 及 体内 分 布 に 就 い て 
東北 51(4), 377-384 ; 医療 9, 111 
1955a 一 日 本 住 血 吸虫 症 の 治療 に 関す る 研究 (2) 各種 
強力 療法 施行 時 の 血 中 Sb 濃度 及 血 中 , 臓器 
内 Sb の 分 布 に 就 て 


東北 52(1), 44 一 48 


1955b 一 日 本 住 血 吸 虫 症 の 治療 に 関す る 研究 (3) アン 
チ モ ン 中 並 に に 解 と し て Bal 及 か 
イ ポ を 併用 し た 際 の アン チ モ ン の 動物 血 中 濾 

度 並 に 体内 分 布 に 就 て 
東北 52(1), 49 一 54 
1955c 一 日 本 住 血 吸虫 病 治療 に 関す る 研究 (3) 諸 種 治 
療法 に 於 ける Sb の 運命 並び に 体内 分 布 に 剖 
いて 寄 雑 4(2), 131 一 132 (会 ) 
Ritchie, L. S., G. W. Hunter IIIL, K. Nagano 

and 8S. Lin 


くだ 
. 


第 1 部 ・ 日 本 血 吸 


1952—Studies on schistosomiasis IV. Two oint- 
ments for protection against schistosomia- 
sis japonica 
Military Surgeon 111 (2) , 106—110 
Ritchie, L. S., G. W. Hunter IIL, K. Nagano 
and C. Pan 
1953—The distribution of the snail Oncomelania 
nosophora, intermediate host of Schistosoma 
japonicum, along the Tone River, Japan 
Am. J. Trop. Med. Hyg. 2(5), 915—925 


相 坂田 真 利 
1948 一 日 本 住 吸 虫 子 と 虫垂 炎 
次 医 雑 11(5-6), 90 一 94 
相 
1941 一 日 本 住 血 吸虫 卵 と 虫 様 突 起 炎 
九州 41, 41 
九 医 専 誌 62), 117 一 122 
斎藤 文 
1952 一 日 本 住 血 吸 虫 ケ ルカ リア の 遊走 速度 に 及ぼ す 各 
種 ホ ル モ ン の 影 細 
日 寄 記 21, 133 
斎藤 


1950 一 佐賀 県 三養基 郡 基 山 町 た ける 乳 児 虫 
検査 成績 に 就 い て 佐 信 衛 報 (12), 1 一 8 
斎藤 安部 信 一 
1951 一 宮入 中 の 生態 に 関す る 現地 観察 
佐 公 報 3 年 4 , 5 
久 医 14(3-4), 549 一 555; 
(11-12), 572—574 
日 寄 記 20, 32 


林 満 治 
1955 一 日 本 住 血 吸 虫 九 と よる 組織 病変 の 成立 に 関す る 
研究 慶応 32(11), 459 一 466 
佐々 木南 進 
1942 一 比 筆 審 の 風土 病 「 シ スト ソ ミ アス イス ・ ヤ ポニ = 
カカ 」 日 治 (289), 80 一 81 
佐々 木 考 伯 利 保坂 幸男 
1954 一 グル = ニ ン 酸 アン チ モ ン ソー ダ の 日 本 住 血 吸 虫 に 
対す る 効果 試験 (予報 ) 
寄 雑 31), 39 (会 ) 
佐々 木 鶴田 和子 
1952 一 実験 動物 に と 於 ける Nilodin (1-diethylamino-4- 
methylthioxantone hydrochloride) の 日 本 住 
吸 虫 に する 効果 試験 
日 寄 記 21, 84 一 85 
佐藤 重 房 , 太田 秀光 
1955 一 薬剤 に 対す る 宮入 上 内 の 耐性 に つい て 
寄 雑 4(4), 394 (会 ) 


佐藤 安 太 
1953 一 片山 病 に 関す る 最初 の 臨床 報告 
広 医 6(⑰, 214 


( 


沢田 利 
1953 一 日 本 住 血 吸 虫 病 の 皮 内 反応 
笠 試 報 (28 年 ), 355 
沢田 利 , 原 造 , 岡 高木 香 
1955—Experimental schistosomiasis japonica に 
ける 肝臓 機能 障害 の 細胞 化学 的 研究 
寄 雑 4(②), 34 (会 ) 
沢田 利 鈴木 和 岡 佐野 基 人 
1954—Studies on the diagnosis of schistosomiasis 
japonica 
Gumma J. Med. Sci. 3(1) , 39—47 
沢田 利 鈴木 和 岡 
1953 一 日 本 住 血 吸 虫 の 免疫 学 的 研究 皮 内 反応 に つい 
も 日 寄 記 21, 130 
寄 雑 2(1), 32( 会 ) 
洪 浩 
1952 一 福岡 県 , 佐賀 県 下 に 於 ける 宮入 上 中 分 布 調査 
日 寄 記 21, 133 


重 太 

1943a 一 宿主 組織 内 に 介在 せる 寄生 虫 並 に 卵子 の 石灰 
沈着 に 関す る 実験 的 研究 C1) 日 本 住 策 吸虫 並 に 
肝臓 デス トマ 寄生 家 種々 の に 於 て Vita- 
min D 剤 Vigantol) 各 径 口 投 与 せ る 場合 に 
お ける 母 虫 並 に 卵子 の 石灰 沈着 に 関す る 所 見 
| 実験 27(4), 341 一 355 
1943b 一 寄生 虫 性 肝臓 変化 と 肝臓 発癌 と の 関係 する 一 
実験 的 研究 日 本 住 血 吸 虫 寄生 白 削 の Dime- 
thylaminoazobenzol (Buttergelb) 供与 に ょ よ 

る 早期 発癌 に 関す る 所 見 
実験 27(4), 356 一 365 
1943c 一 宿主 組織 内 に 介在 せる 寄生 虫 並 に 卵子 の 石灰 
沈着 に 関す る 実験 的 研究 2) 日 本 住 血 吸 虫 並 
に 肝臓 デス トマ 寄生 Vitamin D 
(Vigantol) 並 に 乳酸 石灰 を 重 復 径 口 投与 せ 
る 場合 に お ける 母 虫 並 に 卵子 の 石灰 沈着 に 関 
する 所 見 実験 27(5), 478 一 491 


重松 
1950 一 日 本 住 血 吸虫 症 の 小児 発育 に 及ぼ ばす 影響 (1) 
児童 発育 の 概略 雑 13(3-4), 137 
1951 一 日 本 住 血 吸虫 症 の 小児 身体 発育 に 及ぼ ば す 影 響 に 
関す る 研究 
医 14(9-10), 398 一 410 
1952a 一 日 本 住 血 吸 虫 症 の 小児 身体 発育 に 及ぼ す 影 響 
に 関す る 研究 (2) 日 本 住 血 吸 虫 症 尼 患 児童 の 
身体 発育 雑 15(1-2), 43 一 50 
解 剖 26(4), 33 
1952b 一 日 本 住 血 吸虫 症 の 小児 身体 発育 に 及ぼ ばす 影響 
に 関す る 研究 3) 日 本 住 血 吸虫 症 の 小児 身体 
発育 に 及ぼす 影響 
医 15(1-2), 51 一 61 


重松 
1952 一 棟 鳥 住 血 吸虫 症 の 発生 病理 に 関す る 研究 


| 
) 
83 
) 
: 皮 
343 
—48 
—54 
no 


岡山 65(6), 923 一 926 
病理 41, 57 一 58C ) 
1953 一 滋賀 県 に 発生 する 水田 皮膚 の 


研究 岡山 65(6), 889 一 922 
下村 実 
1955 一 日 本 住 血 吸 虫 及 肝 蜂 の 酸 素 清 費 量 に つい て 
寄 雑 4(d), 399 (会 ) 
次 


1950 一 日 本 住 血 吸 虫 卵 に 対す る 集 卵 法 の 比較 検討 
医 生 16(2), 108 一 110 
健 
1952 一 陸 水 の 地球 化学 的 研究 (2) 片山 病 発生 地域 に 
る 水 の 化学 的 成分 化学 73(6), 358 
健 , 明石 務 , 横井 信 
1953 一 片山 病 発生 地域 の 地表 水 の {1 じ 学 的 研究 @ 
岡 9, 43—48 


三朗 
1941a 一 稀有 な る 日 本 持 血 吸虫 の 多発 感染 
東西 学 8(9), 686 
1941b 一 日 本 生 血 吸虫 病 
医事 (967), 1095 一 1097 
に 対す る 簡単 な 内 笠 的 手技 の 提唱 
新 誌 66(12), 25 一 30 
1950aー メリ カ に お ける 住 血 虫 病 学 の 
医 通 5(204), 6 一 7; (205), 6 一 8 : 
(208) , 7—8 
1950b 一 最近 の 日 本 住 血 吸 虫 病 の 化学 療法 
山梨 医 (8), 1 一 7 
日 寄 記 20, 29 
1950c 一 山梨 県 下 に お ける 日 本 住 血 吸虫 病 尼 患 学童 の 
知能 及び 身体 発育 に 関す る 研究 
医 (10), 1 5 
1951 一 日 本 住 血 吸 虫 病 公 衛 10(2), 49 一 53 
新しい 生活 5(10), 6 
1953 一 日 本 住 血 吸 虫 , 中 間 宿 主 宮 入 貞 の 薬品 に 対す る 


1949 一 肝硬変 腹水 症 


抵抗 性 に 就 て 寄 雑 2(2), 169 (会 ) 
1954a 一 日 本 住 血 吸 虫 セ ルカ リア の 殺 減 に つい て 
寄 雑 3(1), 48 一 49 (会 ) 


1954b 一 日 本 住 血 吸 中 虫 の 人 体 異 所 寄生 の 一 例 
寄 雑 3(4), 278 (会 ) 


1955 一 日 本 生 血 吸虫 自然 10(7), 24 一 31 


三郎 , 小野 長 


1952 一 日 本 住 血 吸 虫 病 調 便 検査 法 の 比較 研究 
日 寄 記 21, 77 一 78 


三郎 , 太田 秀 
1954—Sodium Antimony Giuconate に ょ る 日 本 住 
血 吸 虫 病 の 治療 に つい て (1) 
寄 雑 3(⑭), 278 (会 ) 
1955—Trivalent sodium antimonyl gluconate に よ 
る 日 本 住 血 吸 虫 病 の 治療 に つい て (2) 
寄 雑 4(2), 


134—135 (会 ) 
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(18 ) 


杉浦 三郎 , 太田 秀 佐藤 重 房 
1955 一 殺 剤 ペン タク ロルフ フェノール に よる 中 の 
例 寄 4(4), 394 ( 
杉浦 , 太田 秀光 佐藤 重 房 , 注水 
1955 一 富士 川沿 の 日 本 住 血 吸虫 病 有 の 発見 と っ 


いて 寄 雑 4(4), 394 (会 ) 

杉浦 三郎 , 佐々 木 孝 
1950 一 日 本 住 血 吸虫 症 の スチ ププ ナー ル , ハイ ポ 併 用 療 
法 に 関す る 二 三 の 実験 山梨 医 (5), 2 一 4 


三郎 , 佐々 木 小野 保阪 幸男 
1953 一 日 本 住 血 吸虫 卵 の 冒 化 た 関す る 研究 
新 誌 70(10), 565 一 566 
日 寄 記 20, 25 一 26 
1954-—A study of several factors influencing hat- 
ching of Schistosoma japonicum eggs 


J. Parasit. 40(4), 381—386 
小林 祝 記 31 一 40 
1951 一 日 本 住 吸虫 病 と し て の 人 び 牛 比較 
研究 臨 36(12), 709 
日 寄 記 9 


鈴木 源一郎 , 植木 英治 , 光山 邦男 , 伊 福 寛 , 猿渡 純 外 
1954 一 水害 後に 発生 せる 日 本 住 血 吸 虫 症 の 臨 閑 諸 検 査 
医 16(9-12), 1127 
田口 
1951 一 県 下 セ ケ 浜 に 発生 る 所 調 「 水 田 性 皮 上 炎 に つ 
いて 」 宮 衛 研 報 (12), 1 一 12 
高井 新治 
1940 一 関節 を 併発 日 本 住 虫 の 一 例 
九 同 会 (61), 38 


高井 俊夫 , 郭 進 財 
1949 一 日 本 住 血 吸 虫 症 の 集団 治療 成績 
日 寄 記 16-18, 34 
高野 義 臣 
1949 一 筑後 川 流 域 に お ける 日 本 住 血 吸虫 の 研究 
病理 38, 366 一 368 
1952 一 日 本 住 血 吸 虫 症 の 血清 学 的 診断 に 関す る 研究 
(8) 九 歯 6(2), 54 
高野 義 臣 富松 
1950 一 筑後 川 に お ける 日 本 住 吸虫 症 の 比較 
久 医 13(3-4), 137 
1950a 一 佐賀 県 三養基 郡 に お ける 宮入 貝 の 分 布 
佐 報 (4, 1 


1950b 一 過去 3 ヶ年 間 に お ける 筑後 川 流域 の 宮入 中 の 


分 布 変動 に 就 て 病理 39, 266 一 268 
高津 忠夫 
1943 一 井上 シス ト 反 応 を 以 て せる 日 本 住 血 吸 虫 ア レル 


、 

: 

4 

| | 522 


f 究 


レル 


第 1 部 ・ 日 本 住 血 吸 虫 


1951 一 小児 の 日 本 住 血 吸虫 病 .・ 児 臨 4(⑥), 34 
1948— 日 本 住 血 吸虫 症 , 症 , を つた 


冶 の 一 誠 検 例 手術 2(5), 220 一 223 
1951 一 日 本 住 血 吸 虫 病 の 予防 及 治療 に 関す る 総合 研究 
学 月 (21), 126 
浩 
1949 一 湖岸 病 の 研究 日 寄 記 16-18, 19 


1951a—Cercaria segmentinae Tanabe, 1948, a ho- 
monym of Cercaria sturniae 


J. Parasit. 37 (3), 321—322 


1951b 一 血 吸虫 病 に つい て (上 
衛 9(4), 207 一 212 
1953a 一 日 本 住 血 吸 虫 病 墓 延 地方 に お ける 染 糸 工場 ょ 
流 出す る 染色 の 宮入 殺 効 果 に 関す 
る 実験 科 試 報 (28 年 ), 349 
1953b 一 隠岐 発生 し た 住 血 吸 虫 に つい て 
寄 2(1), 94 (会 


浩 , 三原 伸 
1948 一 所 と セル カリ ア 炎 
岡山 60(4), 153 
田部 , 小田 
1949 一 日 本 虫 地方 の 皮膚 炎 (2) 
岡山 61(5), 157 
1951a 一 吸虫 病 の 予防 
日 寄 記 20, 35 
1951b 一 湖 各 病 の 組織 病理 病理 39, 270 一 271 
1951c 一 鳥 血 吸虫 病 の 病理 
病理 40, 39 一 40 


田部 , 小田 , 宇野 
1953 一 隠岐 島 に 発生 する 住 血 吸 虫 皮膚 炎 (2) ) 
寄 雑 2(2), 171 (会 ) 
田部 浩 , 小野 員 , 岩 , 岩崎 義則 
1949 一 湖岸 病 の 予防 に つい て 岡山 61(3), 78 
田中 正 , 渡辺 浩 見 
1955 一 日 本 住 吸 虫 症 の 浸 淫 地 の 人 か ら の 
虫 卵 検出 18(7-8), 26 一 28 


田中 利男 , 新井 照雄 , 佐藤 田嶋 , 横川 
1951 一 日 本 住 血 吸虫 各種 動物 感染 実験 C2) 


日 寄 記 20, 27 
田中 利男 , 新井 , 田嶋 雄 , 伊藤 二郎 , 横川 
1951 一 日 本 住 血 吸虫 症 に 関す る 研究 (1) 日 本 住 血 吸 


虫 の 各種 家 お ける 感染 実験 特に 内 
卵 の 排出 状況 10(2), 77 一 79 
日 寄 記 19, 29 一 30 


田中 利男 , 新井 昭雄, 横川 宗雄 , 伊藤 二郎, 江頭 靖之 , 


1950 一 日 本 住 血 吸 虫 の 各種 家畜 に 於 ける 感染 実験 , 特 
に 内 虫 卵 排 状況 に つい て 
日 12(4), 174 (会 ) 


(19 ) 


田中 利男 , 横川 宗雄 , 佐藤 , 田嶋 
1953 一 日 本 住 血 吸虫 に 関す る 研究 (5) 各種 実験 動物 * 
に 対す る 感染 実験 寄 雑 2(1), 93 一 94( 会 ) 
田中 利男 , 新井 照雄 , 佐藤 玉 , 田島 喜雄 , 横川 宗雄 , 佐 
野 基 人 
1952 一 日 本 住 血 吸 虫 に 関す る 研究 (8 家畜 特に 馬 の 皮 
内 反応 に 就 い て 六 衛 11(1), 32 一 35 


1951 一 日 本 住 血 吸 虫 症 に ょ り 肝 肥大 を 星 せ る 児童 の 香 
色調 に つい て 解剖 26(4), 73 一 74 


1952 一 日 本 住 血 吸虫 病 と 因り 肝 肥 大 を 呈 せる 学童 の 吾 
及び 皮 冒 の 色調 に つい て 
日 医大 19(3), 412 一 418; 19(1), 189 
富松 
1948 一 諸 種 化学 薬品 の 宮入 躍 殺 減 効 力 と っ つい て 
日 寄 記 16-18, 32 
富松 , 浜 ロ 久 明 , 橋本 紀 , 中 村 也 
1952 一 佐賀 県 三 郡 下 に ける 野犬 の 日 本 住 血 吸 
状況 次 医 雑 15(1-2), 35 一 39 
日 寄 記 20, 27 一 28 
富松 毅 , 橋本 紀 三 , 中 村 泰 也 , 石橋 滋 
1950 一 佐賀 県 三養基 郡 下 に お ける 野犬 の 日 本 住 血 吸虫 
の 状況 佐 報 (⑧, 1 3 
1949-- 筑 後 川 流域 に お ける 日 本 住 血 吸虫 の 研究 
1950 一 石灰 窒素 撤 布 の 宮入 上 躍 殺 中 効果 
佐 衛 研 報 (6), 1 
1950 一 日 本 住 血 吸 虫 Cercaria の 活 出 に 関す る 実験 
佐 報 (11), 1 一 4 
病 理 39, 229 一 231 
日 寄 記 20, 26 一 27 
富松 高野 義 
1949 一 筑後 川 流域 の 宮入 上 内 に 寄生 する Cercaria 概観 
病理 38, 365 一 366 


富永 覚 二 
1941 一 日 本 住 面 吸虫 病 患者 の 皮 慮 反応 に 就 て 
日 寄 記 13, 47 
富田 軍 二 
1943 一 中 充 に 於 ける 日 本 住 血 吸 虫 中 間 宿 主 具 Oncome- 
ania の 生態 ) 
動 雑 55(2), 64 
唐沢 進 , 日向 , 中 山 〔 , 弘 
1954 一 山梨 県 に お ける 和牛 の 日 本 住 血 吸虫 病 の 撲 小 成 績 
に つい て 日 獣 16 ( 附 ), 119 一 120C 会 ) 


津田 栄 造 
1952a 一 日 本 住 血 吸虫 中 間 宿 主 宮入 具 の 撲 江 に 関す る 
究 (1) 宮 入内 の 光 と 水 に 関す る 超 向 性 
新 誌 69(1), 45 


) 
66 
載 
09 
34 
68 
54 
137 
「 
522 


1952b- 一 日 本 住 血 吸 虫 中 間 宿 主 宮入 中 の 撲 減 に 関す る 
研究 2) 宮入 温熱 に 対す る 
新 誌 69(1), 46 一 48 
日 寄 記 20, 33 一 34 
1952c 一 日 本 住 血 吸虫 中 間 宿 主 宮入 上 内 の 撲 減 に 関す る 
研究 3) 宮入 薬剤 に 対す る 抵抗 性 と 
と の 関係 新 誌 69(1), 48 一 49 
1952d 一 日 本 住 血 吸 虫 中 間 宿 主 宮入 中 の 撲 減 に 関す る 
研究 (4) 東京 土壌 に お ける 宮入 由 の 棲息 及び 
産卵 能力 新 誌 69(2), 29 一 30 
1952e 一 日 本 住 血 吸虫 中 間 宿 主 宮入 中 の 撲 減 に 関す る 
研究 (5) 東京 土壌 に お ける 宮入 上 中 卵子 及び 稚 
内 の 発育 新 誌 69(2), 30 一 31 
1952f# 一 日 本 住 血 吸 虫 中 間 宿 主 宮入 中 の 撲 減 に 関す る 
研究 (6) 神奈 川 , 埼玉 , 東京 土壌 上 に お ける 
宮入 内 の 産卵 増殖 新 誌 69(3), 27 一 29 
1953 一 日 本 住 血 吸 虫 中 間 宿 主 宮入 中 の 撲 減 に 関す る 研 
究 (の 北海 道 , 岩手 , 東京 土壌 上 に 於 ける 宮入 
中 産卵 増殖 並 に 宮入 中 に 関す る 考察 
新 70(7), 377 


土屋 律 
1951 一 日 本 住 血 吸 虫 卵 寄生 に ょ る 和 事 盲 部 腫瘍 癌 の 1 例 
日 臨 外 誌 13(1), 26 


津原 順 男 , 静男 , 山崎 野 北野 訓 
1953 一 佐賀 県 三菱 基 郡 下 に お ける 和牛 の 日 本 住 血 吸 虫 病 
調査 に と つい て (1) 佐賀 県 三養基 郡 下 に お ける 
和牛 の 日 本 住 吸 虫 病 分 布 状態 
日 獣 師 6, 418 一 419 
家畜 保衛 報 2, 16, 
土屋 忠 出井 北 
1940 一 所 調 片 山 病 の に が 中 間 宿 主 等 の 撲 成 


保 16(8), 410 
上 田 守 長 
1940 一 日 本 住 血 吸 虫 (図説 ) 
臨 2(5), 38 
馬越 正太 
1943 一 日 本 住 血 吸 虫 に 依る 肝硬変 症 
岩手 医 7(1-2), 
牛山 昌三 
1951 一 日 本 住 血 吸 虫 「 セ ルカ リア 」 の 異種 動物 の 体液 
に 対す る 特異 性 に 就 い て 
日 寄 記 20, 26 


1953a 一 日 本 住 血 吸虫 卵 の 病害 機転 
慶応 30(8), 283 一 290 
1953b 一 回 虫 , 釣 虫 , 住 血 吸虫 の 体内 移行 時 に 於 ける 
血液 像 慶応 30(9-10), 325 一 333 
白井 卓 櫻 林 満 治 
1955 一 肺結核 と 誤 られ た 日 本 住 血 吸 虫 症 の 一 例 
; 誌 72(12), 627 一 628 


肉 林 修一 , 中 村 司 朗 , 亡 進 財 
1952 一 日 本 住 血 吸 虫 症 の 集団 治療 に 就 い て 
医 15(5-6), 276 一 277 


( 20 ) 


寄生 学 雑誌 ・ 第 6 ・ 附 録 集 吸 虫 


渡辺 ハナ エ ・ 
1949 一 久留 米 市 小森 野地 の 日 本 住 血 吸 虫 症 発生 状態 
日 寄 記 16-18, 34 


渡辺 邦子 
1950 一 結核 病 型 日 本 住 血 吸虫 症 


同 会 (65), 22 


渡辺 長 枝 , 渡辺 邦子 
1942 一 日 本 住 血 吸 虫 及 び 腸 内 寄生 虫 の 小学 児童 身体 発 ・ 
育 に 及ぼ ばす 影響 
九 医 専 誌 7(4), 305 一 326: 
Williams, J. E., Y. Otori, J. R. C. Fronseca and 
L. Ritchie 
1954—-Molluscocide studies : Laboratory and pre- 
liminary field tests with DN-l against eggs: 
and young of Oncomelania nosophora 


寄 3(1), 47 一 48 (会 


山 
1952 一 日 本 住 血 吸 虫 症 の 免疫 的 研究 ( 続 版 ) 
日 寄 記 21, 133 
1953a 一 日 本 住 血 吸虫 症 の 免疫 診断 
四 国 医 4(⑫), 90 
1953b 一 日 本 住 血 吸虫 の 抗 元 性 に 関す る 一 実験 
寄 雑 2(1), 92 (会 


安田 純夫 , 深野 熊太郎 , 田中 操 
1944 一 牛 の 日 本 住 血 吸虫 病 の 治療 に 関す る 研究 
1(7), 296 


安 岡 一 男 
1952 一 宮入 の 行動 垂直 分 布 . 

日 寄 記 12, 131 
小林 祝 記 167 一 176 
1954 一 ミヤ イリ ガイ の 走 地 性 の 量 的 研究 

寄 雑 3(1), 46 (会 ) 
1955a 一 ミイ イリ ガイ の 人 行動 (2) 走 光 性 に つい て 

寄 雑 4(2), 136 (会 ) 
1955b 一 ミヤ イリ ガイ の 行動 (8) 陰影 反応 

寄 雑 4(4), 394 (会 ) 


横川 
1953 一 日 本 住 血 吸虫 卵 衣 の 構造 


科 試 報 (28 年 ), 341 


横川 宗雄 , 伊藤 二郎, 和泉 精 一 
1950 一 日 本 住 血 吸虫 に 関す る 研究 日 本 住 血 吸 虫 感染 
諸 動 物 に お ける 貝 卵 の 排出 状況 
予 医 1(1), 105 一 114. 
日 寄 記 16-18, 19 


横川 , 伊藤 , 久 津 見 晴 
1949 一 各種 動物 血清 内 に 於 ける 日 本 住 血 吸虫 ケル カリ 
アァ の 態度 日 寄 記 16-18, 25 
横川 , 大 島 , 田中 利男 , 佐藤 田嶋 
1953 一 日 本 住 血 吸虫 に 関す る 研究 (6) 卵 毅 の 構造 
1. 虫 の つい て 寄 2(1), 91 一 92( 会 ) 
横川 宗雄 , 佐野 基 人 , 田中 利男 , 新井 昭雄, 田嶋 高雄 
1951 一 日 本 住 血 吸 虫 に 関す る 研究 2) 日 本 住 血 吸 虫 感 
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第 1 部 ・ 肺 吸虫 


染 馬 及び 牛 こ と お ける 貝 卵 の 葵 便 内 排出 状況 特に 
馬 に 於 て 再 感染 後 の 本 虫 卵 の 閥 便 内 排出 状況 及 
其 の 経過 10(4), 180 一 181 
1953 一 日 本 住 血 吸 虫 に 関す る 研究 Trypan-blue に 依 
る 日 本 住 血 吸 虫 症 の 皮 内 反応 
衛 14(1), 33 一 36 
日 寄 記 21, 129 
米長 栄次 
1942a 一 日 本 住 血 吸虫 の 介在 を 証明 せる 
育 部 腸 重 積 症 の 一 例 
外科 7(8), 606 一 616 
1942b 一 日 本 住 血 吸虫 卵子 介在 と 急性 虫垂 炎 の 関係 に 
お ける 知見 補 ( 独 ) 
病理 32, 538 一 547 


田 
1942 一 広島 県 下 の 片 山 病 (日 本 住 血 吸虫 病 ) に 就 て の 
肉 児 2(12), 1088 一 1093 

重 
1949 一 所 病 臨 研 26(9), 564 一 565 

1940 一 日 本 住 血 吸 虫 病 の 1 例 九州 40, 75 

博子 
1952a 一 日 本 住 血 吸虫 病 に 関す る 研究 (1) 日 本 住 血 吸 

虫 症 患者 の 血液 像 及 骨 


東京 60(1), 38 一 49 

1952b 一 日 本 住 血 吸虫 病 た 関す る 研究 2) 陳 旧 性 日 本 
住 血 吸 虫 病 患者 に お ける 血小板 減少 症 の 成因 

附 , 慢性 有する 諸 疾 に お ける 血小板 


生成 機能 回 液 15(5), 341 一 349 
博子 , 石原 修 
1953 一 日 本 住 血 吸虫 感染 初期 に お ける 造血 能 
に 及ぼす 影 総研 医薬 404 
液 17(2), 129 


1942 一 急性 日 本 住 血 吸 虫 症 の 1 例 
九 医 専 誌 7(3), 231 一 233 
俊一 
1954 一 日 本 住 血 吸 虫 症 と 虫 各 炎 
外科 16(12), 787 一 792 


順 作 
1938 一 地方 病 (日 本 住 血 吸 虫 病 ) 病原 中 の 石灰 死 減 に 
関す る 研究 医事 (828), 2491 一 2494 

文 


1954 一 筑後 川沿 崖 に 於 ける 大 水害 後 の 日 本 住 血 吸 虫 病 
の 調査 寄 雑 3(4), 282 (会 ) 
吉 好夫 
1954—A new diagnosis of schistosomiasis japonica 
by needle biopsy of the liver 
Kurume Med. J. 1(2), 118—128 


(2 ) 


1955—Further ebservations of schistosomiasis ja- 
ponica by needle biopsy of the liver (fresh 

liver slide method) 
Kurume Med. J. 2(1), 63—75 


吉 好夫, 渡辺 浩 見 , 織田 
1955a 一 日 本 住 血 吸 虫 症 に 於 ける 肝 生 検 の 診断 的 価 侍 
寄 雑 4(2), 47 (会 ) 
1955b 一 日 本 住 血 吸虫 症 た 関す る 研究 (2〕 新 検査 法 に 
依る 本 貝 浸 淫 地 に お ける 貝 卵 検査 成績 
医 18(7-8), 33 一 35 


肺 吸 


?o 安 信 雄吉 , 城 鉄 正 , 大 池 義 上勝, 小田 原 替 一 , 栗田 方 子 , 


山岡 都 子 , 細川 修治 , 三浦 義徳 , 宮里 昇 , 山下 貢 司 , 中 

村 文 昭 
1952 一 県 に お ける 吸 虫 の 研究 吉野川 流 
に お ける 分 布 状況 日 寄 記 21, 132 


吉 , 城 鉄 正 , 材木 男 , 山岡 夫 , 細川 和 , 三 


, 宮里 昇 , 山下 司 , 中 村 文 
1952 一 愛媛 県 に お ける 肺 吸虫 の 研究 3) 和 肢 川 流域 に 
お ける 分 布 状況 
日 寄 記 21, 132 


oe , 城 鉄 正 , 小田 原 一 , 山岡 夫 , 細川 修治 , 


三浦 , 宮里 昇 , 山下 司 , 中 村 文 
1952 一 愛媛 県 に お ける 肺 吸 虫 の 研究 (3) 岩松 川 流 城 
に お ける 分 布 状 況 
日 寄 記 21, 132 
安藤 高 
1954 一 都 土 に お ける 地方 病 肺 デス トマ に 就 い て 特に そ 
の 第 一 中 間 宿 主 確定 (1920) 
寄 雑 3(4), 281 一 282 (会 ) 
士 , 安部 安 和 
1955 一 膜 外 に 寄生 せる 肺 吸虫 Paragonimus 
westermanii 外科 17(9), 678 一 680 


** 後藤 正 田中 徳 


1953 一 長崎 県 下 の 肺 Distoma 症 
長崎 28(9), 957 一 963 
1954 一 長崎 県 下 の 肺 Distoma 症 発生 状況 
長崎 29(5), 456 
1955 一 長崎 府下 の 肺 Distoma 義治 療 成績 
長崎 30(11), 
、 江 藤 文 雄 , 井上 晃次 
1953 一 肺 デ スト マ 症 の 経過 中 に 発見 せる 黄 落 
日 内 42(3), 148 
萩本 策 
1953 一 肺 吸虫 虫 斉 蜂 内 容 物 の 化学 的 成分 
寄 雑 2(2), 174 (会 ) 
1954 一 肺 吸 虫 内容 の 化学 的 成分 (2) アミ ノ 
に つい て 寄 雑 3(1), 41 (会 ) 
寄 雑 3(4), 282 (会 ) 


1955a 一 肺 吸虫 容 の 化学 前 成分 8) 脂質 及 


お) 
| 
- 
] 


質 に つい て 寄 雑 4(2), 132 一 133 (会 ) 
1955b 一 肺 吸虫 虫 概 腫 内 容 の 化学 的 成分 C4) 虫 体 に 由 
来 す る 蛋白 質 分 解 酵素 に つい て 
寄 雑 4(2), 133 一 134 (会 ) 
1955c 一 肺 吸虫 に よる 実験 的 感染 つい て 
寄 4(4), 400 (会 ) 
1955d 一 肺 吸虫 虫 腹 内 容 の 蛋白 成分 に と ょ る 生体 反応 
に つい て 寄 雑 4(4), 400 (会 ) 
栄一 
1952 一 脳腫瘍 と 誤 ま られ た 肺 虫 脳 内 寄生 の 一 例 
病理 40, 63 一 64 


1953 ヂ デス トマ 2 5(5), 386 
橋本 典 秋 , 玉置 藤田 幸雄 , 新納 岩倉 利 
1952 一 肺 吸虫 症 の 疫学 的 考察 
日 寄 記 21, 133 
多 , 中 晃子, 大 島 
1954 一 新潟 県 直江 津 市 に 於 ける 肺 吸虫 症 に つい て 
寄 3(4), 278 (会 ) 
本 田 正 , 岡村 一 
1955 一 宮崎 県 下 に 於 ける 肺 吸虫 (2) 
寄 雑 4(4), 400 (会 ) 
忠 夫 
1941 一 脳 に 寄生 する Distoma 症 の 一 例 
児 47(11), 1453 
"ce 細川 修治 
1954 一 高知 県 , 愛媛 県 , 山口 県 産 モ クズ 蟹 内 の 肺 吸虫 
被 に 就 て 小 祝 記 150 一 158 
細川 修治 , 三浦 義徳 
1951 一 肺 スト マ の 研究 1) 


日 寄 記 20, 18 
1952a 一 肺 吸虫 の 研究 <1) 高知 県 の 肺 吸虫 の 分 布 
日 寄 記 21, 60 


1952b 一 肺 吸虫 の 研究 (2) 実験 的 犬 肺 吸虫 症 の 末 村 押 
液 像 に つい て 日 寄 記 21, 60 一 61 
1952c 一 肺 吸虫 の 研究 (8) 実験 的 犬 肺 吸虫 症 の レン ト 
ゲン 学 的 所 見 並 に 組織 学 的 所 見 に つい て 
日 寄 記 21, 61 
1952d 一 肺 吸虫 症 に 関す る 研究 (1) 実験 的 犬 肺 吸虫 症 
の 肺 職 病理 解剖 学 的 変化 と レ 線 像 と の 比較 研 
. 究 病理 41, 55 一 56 
細川 修治 , 三浦 義徳 , 宮里 
1953 一 人 及び 犬 肺 吸虫 症 の 皮膚 反応 と 其 組織 学 的 研究 
病理 41, 29 ;42, 181 
= 細川 修治 , 柴田 定 一 , 小沢 豊 
1948 一 肺 臓 ヂ デス トマ ャ の レン トゲ ン 所 見 
日 寄 記 16-18, 29 
** 細川 修治 , 高橋 一 郎 
1954 一 愛媛 県 下 モ クズ ガ = の 肺 吸 虫 被 概 幼虫 寄生 状況 
に つい て 寄 3(1), 租 (会 ) 


細川 修治 , 内 文 


寄生 学 雑誌 ・ 第 6 巻 ・ 際 文献 集 吸虫 


1955 一 実験 的 肺 吸虫 症 の 研究 (3) 合成 樹脂 注入 に ょ る 
気管 枝 及 び 血 管 の 形態 学 的 研究 
寄 棒 4(2), 32 (会 ) 
細川 修治 , 肉 野 文 宮野 , 山下 司 , 高橋 一 , 
谷 透 
1955 一 山口 県 下 の 人 肺 吸虫 症 に 就 て (12 厚狭 町 に 於 け 
る 人 肺 吸虫 症 寄 雑 4(2), 31 (会 ) 
武夫 , 岩倉 利 明 , 大 坂 
1955 一 宮崎 県 に お ける 肺 吸虫 に つい て (2 う その 感染 
経路 に つい て 医 生 34(2), 81 一 83 
岡 五 
1933 一 京都 附近 に お ける カワ ニ = ナ の 生態 分 布 
ヴィ ナス 4(2), 114 一 118 
? 藤井 考 純 , 石原 周 
1952 一 肺 スト マ と 


臨 5(7, 664—668 
井手 速見 
1940 一 小児 ス トマ 症例 児 46(5), 624- 


1952 一 1951~1952 年 に お ける 肺 吸虫 被 虫 の 
程度 (2) 日 寄 記 21, 62 一 63- 


石垣 征矢 男 , 森下 香代 子 , 勝 


1954 一 肺 ヂ デス トマ の 皮 内 反応 
日 内 42(10), 48 


' 石黒 秀雄 
1942 一 実験 的 肺 吸虫 症 の 研究 日 獣 4(3), 282( 会 ) 


1953 一 実験 的 犬 肺 吸虫 に 関す る 研究 (1) 
寄 21), 36( 会 ) 
日 赤 医 学 8(6), 1955 
1954 一 実験 的 犬 肺 吸 虫 症 に 関す る 研究 (2) 
寄 雑 3(1), 116 (会 ) 
清光 , 松岡 広 次 
1952 一 実験 的 肺 デ スト マ 症 に 関す る 研究 (1 う 血 成分 及 
び 白 血球 遊走 速度 に 及ぼ す 影 響 
日 寄 記 21, 13Z 
1955 一 実験 的 犬 肺 吸虫 症 に 関す る 研究 (<8) 
寄 4(2), 44 一 45 (会 ) 


石崎 秀俊 
1955 一 宇部 附近 スト マ 症 の 臨床 的 
臨 内 児 10(5), 319 一 324.- 


1950 一 大 に お ける 大 平 肺 吸虫 の 一 自然 感染 例 
医 生 17(1), 28 一 31 
日 獣 12(2-3), 121( 会 ) 
日 寄 記 16-18, 31 
1952 一 ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 メタ セル カリ ア の 豚 へ の 
感染 試験 日 寄 記 21, 58: 
1953a—A case of spontaneous infection with 
Paragonimaus iloktsuenensis in a dog 
Bull. Naniwa Univ. B 3, 61—7 和 


; 
伊 
伊 
| 
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1953b—Morphological studies on the egg of lung- 
fluke in the long tissue (spontaneous in- 
fection case) 
Bull. Naniwa Univ. B3, 75—90 
1954 一 肺 吸虫 卵 の 形態 学 的 研究 C2) 三種 肺 吸 虫 卵 の 比 
較 殊 に 子宮 内 つい て 
寄 雑 3(1), 115 (会 ) 
1955 一 満州 に 於 て 犬 か ら 得 られ た 肺 吸虫 CParagoni- 
mus westermanii) の 卵巣 , 皮 球 及 び 卵 附 地 方 
に 於 ける 肺 吸虫 播 布 の 由来 考察 


一 色 誠 四郎 , 富村 保 

1949 一 豚 に 於 ける ウェ ステ ルマン 肺 吸 虫 の 一 自然 感染 
例 , 殊 に 虫 並 に 気管 周囲 腺 の 病理 組 
織 学 的 所 見 日 寄 記 16-18, 18 
1953—Histopathological study on paragonimiasis 
(spontaneous infection with P. westermanii) 

ina swine 
Bull. Naniwa Univ. B 3, 37—60 


1954a 一 豚 肺 吸虫 症 の 病理 組 織 学 的 研究 C2) Paragoni- 
ohirai 自然 感染 
寄 雑 3(1), 42 (会 ) 


日 獣 16, 145 (会 ) 
1954b 一 豚 肺 吸虫 症 の 病理 組織 学 的 研究 (8) Paragoni- 
westermanii の 自然 感染 
寄 雑 3(4), 280 (会 ) 
日 獣 16 ( 附 ), 62 一 63 (会 ) 
1954c 一 豚 肺 吸虫 症 の 病理 組織 学 的 研究 C4) Paragoni- 
mus sp. の 自然 感染 
寄 雑 3(4), 280 (会 ) 
日 獣 16 ( 附 ), 63 一 64 (会 ) 
1955 一 家畜 , 野獣 , 小 実験 動物 に ける 肺 吸虫 の 比 
較 病 理 組織 学 的 研究 , 附 三種 肺 吸虫 卵 の 穫 別 
寄 雑 4(4), 398 (会 ) 


光 , 倉田 義夫 
1954 一 愛媛 県 と お ける 肺 吸 虫 の 研究 <1) 南 宇和 郡 に お 
ける 野犬 の 自然 感染 に つい て 


寄 雑 3(1), 116 一 117 (会 ) 


・ 伊藤 金 加藤 
1941 一 脳 の 肺 ボ デス トマ 症 の 一 滞 検 例 
成 医 60(2), 320 一 331 
伊藤 二郎 
1949 一 肺 吸 虫 卵 発育 状況 並 に 同 ミラ キジ ウム の 諸 性 質 
に 就 い て 日 寄 記 16-18, 27 
” 伊藤 淳一 , 浅利 譲 , 平野 多 闘 , 中 川 晃子 
1955 一 新潟 県 に と お ける 肺 吸虫 症 の 流行 状況 
寄 雑 4(4), 394 (会 ) 
岩倉 利明 
1953 一 宮崎 県 一 ツ 瀬 川 流域 に 於 ける 肺 吸虫 症 分 布 調 査 
医 生 27(4), 161 一 163 
** 岩田 昌一 , 広橋 誠 元 
1942 一 人 肺 「 デ スト マ 」 症 の 治療 に 関す る 小 所 見 


第 部 ・ 肺 


( 23 ) 


日 寄 記 14, 73 
岩崎 基 
1954 一 肺 スト マ 症 の 
1955 一 肺 吸虫 症 の 臨床 


医療 8, 61 


臨 内 児 10(4), 207 一 218 
1941a 一 肺 デ スト マ 症 に 併発 し た 両側 性 臓 胸 の 一 例 
兵 庫 7(1), 62 一 63 
神 戸 (⑥,63 
グレ ン ッ ツン .15(3) , 387 一 39I 
断 し 得 た る 脳 肺 デス トマ 症 の 一 例 
実 消 16(10), 967 一 972 
神戸 7, 165 
1942 一 肺 デス トマ 病 に 対し Emetin Sulfonamid 
併用 に 依る 治療 経験 治 経 6(6), 430 
伊崎 富 行 
1940 一 肺 デス トマ 記 
脇坂 堅治 , 金 座 
1939 一 肺 ボ デス トマ 病 の 治療 に 関す る 臨床 的 研究 
人 38(7), 1132 


1941b 一 臨床 的 に 診 


医 展 273, 16 一 17 


次 


1952 一 肺結核 と 合併 せる 肺 デ スト マ 症 の 2 例 
医療 6(6), 39 一 41 


* 亀井 県 三 
1940 一 島根 県 の 肺 デ スト マ 実 医 26(8), 1065 
英明 


1947 一 全身 的 に 広範 な る 臓 瘍 形成 を 呈し た る 肺 吸虫 症 
の 一 誠 検 例 日 寄 記 16-18, 22 


栄治 , 利根 幸三 , 秋 
1954 一 肺 ヂ デス トマ 性 臓 胸 の 一 例 
臣 


31(11) , 102—103 


1941 一 東洋 に お ける 病 
同仁 会 15(8), 673 一 674. 
四 今野 浩輔 , 横山 近 , 牛島 百合 子 
1943 一 肺 Distoma 症 の 治療 的 経験 
長崎 21(12), 1264 


1952 一 肺 Distoma 症 の 治療 (1) 
放射 12(4), 12: 


加藤 多 右 衛門 , 大 石 純 一 
1954 一 大 平 肺 吸虫 の 犬 に お ける 自然 感染 の 1 例 
(144), 1016 一 1017 


桂 田 富 士 
1941 一 肺 デ スト マ 
医事 (967), 1054 一 1058. 
ヽ 河野 義夫 
1941 一 肺 Distoma 病 二 例 
海 医 30(12), 87&: 


河 
1942 一 興味 あり し 肺 デ ス トマ 症 の 治験 例 


片山 利 , 百瀬 達夫 , 下 登 
| 


°? 勝 
1939a 一 新竹 州 下 小 公 学 校 児童 の 肺 ヂ デス トマ 患 状況 
台 学 術 , 56 
日 27(8), 532 一 538 


1939b 一 新竹 州 下 の 肺 ボ デス トマ 症 に 関す る 研究 (1) 小 
校 児 の 肺 デス トマ 症 に 就 て 
台 落 38(2), 277 一 289 
1939c 一 新竹 州 下 の 肺 デ スト マ 症 に 関す る 研究 (2) 新 
竹 州 下 住 民 の 肺 デ スト マ 法 
台湾 38(10), 1445 一 1451 
1940 一 新竹 州 下 の 肺 ヂ デス トマ 症 に 関す る 研究 3) 新竹 
川下 童 教育 所 児童 に 於 ける 肺 デス トマ 
台 39(2), 227 一 236 
1943a 一 新竹 州 下 の 肺 デ スト マ 症 に 関す る 研究 (4 カ 2 前 
報 調査 漏れ 公 学 校 児 童 及 一 般 住 民 の 調査 成績 
補遺 台 42(1 附 ), 29 一 
1943b 一 新竹 州 下 の 肺 デ スト マ 症 に 関す る 研究 (5) 肺 
ヂ ス トマ の 分 布 と 其 者 た る 淡水 の 関 
係 台 六 42(1 附録 ), 49 一 
木場 一 夫 
1939 一 肺 臓 ヂ チ ス トマ の 第 二 中 間 宿 主 
吉田 祝 記 277 
小林 晴 治 
1942 一 肺 Distoma の 種別 及 発 育 に 関す る 或 疑 義 ( 
説 ) 朝鮮 ( 臨 2(2) , 3 一 14 
小林 晴 治 櫻井 
1952 一 カワ = ナ の 研究 (1) 衛 動 
へ 小林 
1942 一 肺 ボ デス トマ 症 の 一 治験 例 
治療 12(3), 245 一 247 


3(3,4), 97 


小泉 全 
1955 一 肺 吸虫 患 動物 の 病変 臓器 に お ける 細菌 学 的 検 
査 細菌 10(11), 969 一 971 
小宮 義孝 伊藤 二郎 
1950—Contribution to the morphology of Parago- 
nimus westermanii 
Jap. Med. Jour. 3(5), 309—314 
4(3), 291 
日 寄 記 19, 67 
1953a 一 肺 吸虫 症 患 者 の お ょ び か ら の 卵 検 
出 上 頂 度 に つい て 
公 14(6), 86 一 89 
日 寄 記 21, 57 一 58 
e01953b—The recovering of Paragonimus eggs from 
stools of paragonimiasis patients by 
AMS III centrifuging technique 
Jap. J. Med. Sci. and Biol. 6(2), 207—212 


99 小宮 義孝 横川 宗 七 條 小 次 西宮 広 , , 
己 


‘1952a—Studies on paragonimiasis in Shizuoka 


( 24 ) 


寄生 学 雑誌 ・ 第 6 巻 ・ 際 文献 集 吸 虫 


Prefecture (1). An epidemiologic survey 

of Paragonimus westermanii along the 

banks of the Kano River. 

Jap. J. Med. Sci. and Biol. 5(5), 341—350 
9%01952b—Studies on paragonimiasis in Shizuoka 

Prefecture (2). Studies on the treatment 

of paragonimiasis. 

Jap. J. Med. Sci. and Biol. 5(6), 433—446 


永昌 
1939 一 肺 デ スト マ に 因 す る 左 腸 骨 穴 部 皮下 結節 の 一 治 
小山 


1939 一 肺 ヂ デス トマ に 因 る 脳 丈 化 の 一 例 
成 医 58(11), 1731 一 1735 


黒田 徳 米 
1929 一 日 本 産 カ ワ = ナ 類 に つい て 
ヴィ ナス 105), 179 一 198 
楠 正和 


1949 一 肺 デ スト マ 症 の 塩酸 ェ = メチ ン , スル ファ チ ァ ド 
ー ル 併用 療法 及び と の 共に 見 られ る 産 秘 数 の 消 
長 と 卵 の 変型 に つい て 
日 寄 記 16-18, 34 
万 納 寺 徳 真 
1952a 一 大 平 肺 吸虫 に 関す る 研究 補遺 (<1) 大 平 肺 吸 由 
と 小型 大 平 肺 吸虫 の 第 二 中 間 宿 主 に 関す る 研究 
医 研 22(9, 1183 一 1190 
日 寄 記 20, 17 
日 寄 記 16-18, 34 
1952b 一 大 平 肺 吸 虫 に 関す る 研究 補遺 て 2) 大 平 肺 吸虫 
の 終 宿 主 に 関す る 研究 
医 研 22(9), 1191 一 1196 
1952c 一 大 平 肺 吸虫 に 関す る 研究 補 遣 3) 大 平 肺 吸虫 
の 免疫 学 的 研究 
医 研 22(9), 1197 一 1224 
日 寄 記 20, 17 一 18 
万 納 寺 徳 , 相 
1952 一 イタ チ に 於 ける 大 平 肺 吸虫 の 感染 実験 
日 寄 記 21, 59 一 60 
松本 普 三 , 石垣 征矢 男 
1953 一 肺 ヂ デス トマ の アレ ルギー 
松瀬 幹也 
1954 一 長崎 県 北松浦 郡 産 「 カ =」 の 被 の 
調査 に つい て 多 医 雑 17(1-2), 38 一 39 
松岡 広 次 
1953 一 寄生 虫 性 疾患 に お ける 白血球 遊走 速度 及び 食 食 
能 た に つい て (1 犬 肺 吸虫 症 に お ける 白血球 遊走 
速度 及び 食 食 能 に つい て 
寄 雑 2(1), 69 一 70 (会 ) 
松岡 広 清光 , 西川 美 博 
1954 一 実験 的 吸虫 症 に 於 ける 白血球 遊走 速度 及び 時 粒 
食 喰 性 病理 42, 42 一 43 


米長 利己 


寄 雑 2(1), 37( 会 ) 


19 


19 


19 


19 
19 


19 


19 


19 


19 


19 


19 


実 医 28( 
1¢ 
15 
光 
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1951a 一 大 平 肺 吸虫 幼 虫 の 生物 学 的 研究 
医 研 21(4), 509 一 516 
1951b 一 大 平 肺 吸虫 の 寄生 に ょ る 終 宿 主 の 病変 に 関す 
る 実験 的 研究 

医 研 21(12), 1496 一 1518 

1951c 一 大 平 肺 吸虫 才 素 に 依る ネズ ミ の 病変 

日 寄 記 

1951d 一 大 平 肺 吸虫 と に よる 実験 的 研究 
日 寄 記 20, 15 一 16 


20, 15 


操 坦 道 
1942 一 時 デス トマ 及 肺 デス トマ 
診療 経 6(11), 741 一 747 
? 光 野 
1952 一 肺 吸虫 の 脳 内 寄生 に つい て 
治療 34(4), 359 一 365 
' 盛 浦 守 , 梶原 誠一 , 村上 和 元 , 中 島 典 雄 
1953 一 熊本 県 河川 の モク タク ズ 解 に 於 ける 肺 吸虫 仔 虫 寄生 
状況 熊本 27(7-8), 353 
% 三 浦 徳 
1952a 一 肺 吸 虫 の 研究 (1) 高知 県 下野 犬 に け る 肺 吸 
虫 症 に 就 い て 阪 医 大 12(4), 144 一 151 
高 研 報 第 1 
1952b 一 肺 臓 ヂ デス トマ 阪 医 大 12(4), 157 
1952c 一 肺 吸虫 の 研究 <2) 高知 県 下 の 主 要 河 川 の を モク 
ズ 角 に 於 ける メタ ケル カリ ア に 就 て 
高 研 報 第 2 1 7 
1952d 一 肺 吸虫 の 研究 (8) 肺 吸虫 の 高知 県 下 に 於 ける 
分 布 に 就 て 高 研 報 第 3 1ー7 
1952e 一 肺 吸虫 の 研究 (4) 肺 区 虫 症 の 皮膚 反応 に つい 
て その 一 皮膚 反応 の 診断 価値 に つい て 
高 研 報 第 4 1 14 
1952f 一 肺 吸虫 の 研究 (5) 肺 吸虫 症 の 皮膚 反応 に つい 
て その 二 実 験 的 犬 肺 吸虫 症 に つい て 
高 研 報 第 5 1ー4 
1952g 一 肺 吸虫 の 研究 (6) 実験 的 犬 肺 吸虫 症 の 末 構 右 
液 像 に つい て 高 衛 研 報 第 6 四 , 1 一 10 
1952h 一 肺 吸虫 の 研究 (の 実験 的 犬 肺 吸虫 征 に つい て 
高 研 報 第 7 1 ユー10 
1952i 一 肺 吸虫 の 研究 8) 実験 的 犬 肺 吸虫 症 の 肺 肛 の 
「 レ 」 線 像 に つい て 
高 研 報 第 8 , 1 11 
1952j 一 肺 吸虫 の 研究 9) 実験 的 犬 肺 吸虫 症 の 組織 学 
的 所 見 並 に 「 レ 」 線 像 と の 比較 に つい て 
高 研 報 第 9 ユー7 
"宮川 三男 , 中 瀬 勝 , 田中 佑 
1955 一 肺 吸虫 の エメ チン , サル ファ 誕 治療 に 関す る 実 
験 的 研究 (1) 寄 雑 “4(2), 45 一 46 (会 ) 


三男 , 田中 中 瀬 勝 
1953a 一 肺 吸虫 症 の 研究 , 現在 迄 の 寄生 虫 学 的 検査 成 
績 四国 医 4(6),. 307 一 308 
1953b 一 余 等 の 見 出し た る 鵜 肺 吸虫 及び Macrorchis 
spinulosus 四国 医 4(6), 308 
1954a 一 肺 吸虫 の 研究 四国 産 蟹 に 見 出し た 四 既 知 種 


と 三 未 知 種 に つい て 寄 雑 3(1), 29( 人 会) 
1954b 一 肺 吸虫 症 の 研究 , 蟹 に 寄生 する 被 枝 幼虫 
日 内 43(1), 57 
1955a 一 肺 吸虫 症 に 関す る 寄生 虫 学 的 研究 <1) 四国 産 
サワ ガニ = に 寄生 する 被 
医 生 35(1), 25 一 28 
1955b 一 肺 吸虫 症 に 関す る 寄生 虫 学 的 研究 <2) 四国 産 
サワ ガニ = に 寄生 する 新 被 
医 生 36(1), 14 一 17 
1955c 一 肺 吸虫 症 の 治療 学 的 研究 (1) エメ チン の イヌ 
有職 器 内 貯蔵 濃度 医 生 36(6), 221 一 224 
1955d 一 肺 吸虫 症 の 治療 学 的 研究 (2) エメ チン サル フ 
ァ 剤 療法 の 治療 効果 . 
医 生 37(5), 25 一 27 
1955e 一 徳島 県 下 モ クズ ガ = の ウ ウ 肺 吸 虫 保 有 率 
日 内 4311), 913 


鹿 助 
1916 一 今日 迄 と 知ら れ た る 肺 デ スト マ 第 二 中 間 宿 キー 
覧 実 医 2(21-22) 


1939a 一 肺 デ スト マ ャ の し 線 診断 の 可能 性 
放射 7(1-2), 127 一 128 
1939b 一 肺 デ スト マ の し 線 診 断 知 見 補遺 特に 其 の To- 
mogramm 放射 7(4), 307 一 316 
1951 一 高知 県 下 肺 デス トマ の 検診 報告 
四国 医 2(2), 96 一 97 
1952 一 肺 デス トマ 症 の 診断 
日 臣 結 11(5), 315 一 318 


09 三宅 片山 利 百瀬 達夫 , 天 夫 


1953 一 実験 的 肺 ヂ デス トマ 症 の X 線 解 痢 学 的 研究 (5) 
断層 撮 影 に つい て 放射 13(6), 19 


1954 一 肺 デ スト マ 症 の 鑑別 と 治療 
診療 実 5(12), 740 一 747 


三喜 , 百瀬 達夫 , 天 夫 


1954a 一 実験 的 トマ 症 の 線 解剖 学 的 研究 

実験 的 肺結核 症 と の 鑑別 

" 放射 14(3), 26 一 33 

1954b 一 肺 ヂ デス トマ 症 の 文 線 解 剖 学 的 研究 (6) 特に 人 
体 症 例 及び その 誠 検 に つい て 

放射 14(6), 16 一 23 


1952 一 実験 的 デス トマ 症 の レ 線 学 的 研究 (4 
造影 剤 及び Vinyl 樹脂 に こ に ょ る 研究 
放射 12(7), 30 一 40 


百瀬 達夫 , 尾 池 代 司 
1952a 一 実験 的 肺 デ スト マ 症 の 文 線 解 剖 学 的 研究 (1,2) 
放射 12(3), 23 一 24 
1952b 一 実験 的 肺 デ スト マ 症 の 文 線 解剖 学 的 研究 (3) 
肺 地 ス トマ 症 特 有 の X 線 所 見 
放射 12(7), 26 一 30 
1953 一 実験 的 肺 臓 ヂ デス トマ 症 の 文 線 解 剖 学 的 研究 (4) 


(25 ) 


"5 三宅 百瀬 達夫 
) 
) 


放射 12(12), 5 一 6 


1951 一 肺 プ デス トマ 症 の 集団 検診 (1) , (2) 
四国 医 2(5), 233 一 238 ; 2(6) 
1953 一 実験 的 肺 臓 ヂ チ ス トマ 症 の XX 線 解剖 学 的 研究 C1 
放射 12(12), 3 一 4 


富永 男 
1938 一 朝鮮 カ ハ = ナ 類 満 医 29(5) 


1939aー ベ ミン ケイ ガニ = に 見 出さ れ た る 一 種 の 被 埋 幼 虫 
福 岡 32(3), 393 一 398 
日 寄 記 11, 51 一 52 
1939b 一 肺 臓 ヂ デス トマ の 一 新種 に つい て 
福岡 32(6), 1083 一 1092 
1939c 一 新しき 肺 肛 ヂ デス トマ Paragonimus ohirai n. 
sp. 大 平 肺 吸虫 ( 新 称 ) に つい て 
福岡 32(7), 1247 一 1252 
1940—Paragonimus ohirai Miyazaki, 1939 (大 平 肺 
吸虫 ) の 動物 実験 成績 
福岡 33(3), 336 一 344 
1942 一 楊 子 江 河 口 な る 緊 沙 に 分 布 す る 肺 吸虫 に つい て 
会 16(4), 137 一 144 
日 寄 記 14, 76 
福 岡 36(10), 1042 
1943a—Paragonimus found in Woosung, at the 
mouth of Yangtze River, Central China. 
Huk. A. Med. 36(10), 96—102 
1943b 一 大 平 肺 吸虫 の 卵巣 に つい て , 特に ウェ ステ ル 
マン 肺 吸虫 と の 比較 
福岡 3611), 1150 一 1154 
1944a 一 大 平 肺 の 皮 つい て ウェ ステ ル 
マン 肺 吸虫 と の 比較 
福岡 37(3), 195 一 202 
1944b 一 大 平 肺 吸虫 の 分 布 に つい て (1) 
医 生 6(1), 23 一 26 
日 寄 記 15, 48 
1944c 一 我国 に 分 布 す る 肺 吸虫 の 第 8 種 
医 生 6(4), 197 一 201 
1944dー ウ ェ ス テル マン 肺 吸 虫 第 二 中 間 宿 主 に 関す る 
訂正 医 生 6(5), 317 一 319 
1945a 一 我国 に 分 布 す る 肺 吸虫 の 第 三種 小型 大 平 肺 吸 
虫 鹿 医 専 1, 19 一 25 
1945bー ウ ェ ス テル マン 肺 吸虫 第 二 中 間 宿 主 に 関す る 
既 説 の 訂正 鹿 医 専 1, 27 一 31 
1946 一 肺 吸 虫 と 関す る 研究 (12) 大 平 肺 吸虫 と ウェ ス 
テル マン 肺 吸虫 と の に お ける 発育 比較 
鹿 医 専 2, 17 一 21 
生 9(4), 221 一 222 


1947a 一 肺 吸 虫 に 関す る 研究 (13) 日 本 産 肺 吸虫 被 桂 
幼虫 三種 の 区 別 点 

医 生 10(4), 223 一 225 

つい て 鹿 医 専 3, 5 一 8 

(8 ) 


寄生 学 雑誌 ・ 穫 ・ 文献 集 吸 虫 


1947c 一 大 阪 府 種 島 村 の 肺 吸虫 に 就 て 


日 寄 記 16-18, 7 
1949aー ア メリ カ の 肺 吸虫 と 日 本 産 と は 成虫 で 区 別 出 
来る か ? 肺 吸虫 の 研究 C15) 
医 生 15(6), 336 一 339 
日 寄 記 16-18, 18 
1949b 一 肺 吸虫 の 研究 雑 5(8), 455 
1949c 一 日 本 産 肺 吸虫 の 卵 た 依る 鑑別 法 
日 寄 記 16-18, 18 
1950 一 肺 吸 虫 医 通 5(204), 5 一 6 
新 誌 67(5), 21 一 23 
日 寄 記 19, 14 一 18 (特別 講演 》 
1952 一 一 新種 大 平 吸 虫 の 発見 
医事 (1448), 357 一 359 
1953a 一 肺 吸 虫 卵 の 冒 化 状況 (て セー ハ ) 
寄 雑 2(2), 174 (会 ) 
1953b 一 大 平 肺 吸虫 終末 宿主 の 追加 
寄 雑 2(2), 174 (会 ) 
1954a 一 佐賀 県 の イタ チ か ら 得 た 肺 吸虫 (お そら く ケ 
リコ ッ ト 肺 吸虫 ) 寄 雑 3(1), 28 一 29( 会 ) 
1954b 一 肺 吸虫 症 臨 研 31(5), 423 一 430 
1955aー ケ リコ ッ ト 肺 吸虫 成虫 の 形態 学 的 特徴 と くに 
Paragonimus rudis と の 異同 問題 ( 肺 吸 虫 36) 
医 生 37(1), 11 一 15 
1955b 一 九州 の イタ チ か ら 発 見 され た ケリ コッ ト 肺 吸 


虫 ( 肺 吸虫 37) 医 生 37(2), 1 一 74 
1955c 一 九州 で みつ けた ケリ コッ ト 和 肺 吸虫 と アメ リカ 
産 と の 比較 寄 雑 4(4), 399 (会 ) 

宮崎 一 郎 , 池田 温 


1952 一 肺 吸虫 の 研究 (19) 大 平 肺 吸虫 の 自然 終 宿 主 に 
つて 医 生 22(5), 213 一 215 


宮崎 一 郎 , 石井 洋一 


1952 一 大 平 肺 吸虫 を イフ ノシ シ に 感染 させ た 実験 
日 寄 記 21, 133 


崎 一 , 石井 洋一 , 菊地 正 


1954 一 大 平 肺 吸虫 の 新しい 終 宿 主 ( 肺 吸虫 33) 
寄 雑 2(3-4), 


崎 一 , 万 納 寺 徳 


1950 一 肺 吸虫 の 研究 (16) 大 平 肺 吸虫 第 2 中 間 宿 主 の 


追加 医 生 16(3), 184 一 186. 
宮崎 一 , 万 納 寺 徳 貞 , 有田 道夫 


1951 一 肺 吸虫 の 研究 (18) 大 平 肺 吸虫 と 小型 大 平 肺 吸 
虫 の 分 布 調査 (2 ) 
医 生 20(3), 121 一 12$ 


宮崎 一 , 梅谷 , 有田 道夫 


1951 一 肺 吸 虫 の 研究 C1 の 九州 の イタ チ か ら 得 た 肺 吸 
虫 の 種類 医 生 18(2), 106 一 107 


"百瀬 達夫 


1953 一 肺 デ スト マ 症 の 治療 に 関す る 研究 C1) 
四国 医 4(6), 247 一 25 る 


1947b 一 肺 吸虫 の 研究 <14〉 小型 大 平 肺 吸虫 の 卵巣 に 百瀬 達 夫 , 天 包 一夫 


1954 一 肺 吸 虫 症 の 文 線 診断 に 関す る 知見 。 人 体 誠 検 礎 


中 
1950— 


広 人 
1954— 


成 
1939— 


| | 
1952- 
1953a 
1953b 
1954- 
1953- 
= 
1941- 
1942— 
1951— 
中 島 典 
1953-- 


第 1 部 ・ 肺 吸虫 


31(3), 128 


を 得 て 


医 生 


滞 夫 , 代 優 , 平井 正雄 , 富永 
1952 一 肺 Distoma 症 の 集団 検診 C8) 
放射 12(3), 83 
夫 , 池 代 司 
1953a 一 実験 的 肺 肛 デス トマ の 解剖 学 的 研究 (2) 
放射 12(12), 4 一 5 
1953b 一 肺 ヂ デス トマ 上 症 の 集団 検診 8) 
四国 医 4, 


本 敏夫 
1940 一 長野 県 下 に 発生 せる 肺 デ スト マ 症 の 一 例 
長崎 18(12), 2631 一 2632 


孝 
1948 一 肺 Distoma 症 の 長崎 県 下 に お ける 分 布 状 況 と 
其 治療 に 関す る 小 知見 
長崎 23(3), 135 一 136 


哲夫 , 小林 瑞穂 
1954 一 肺 吸虫 , 住 血 吸 虫 及び 横川 吸虫 の 免疫 に 関す る 
研究 寄 雑 3(1), 115 (会 ) 


1954 一 豚 肺 吸 虫 症 の 病理 組織 学 的 研究 (3) Paragoni- 
mus westermanii の 自然 感染 
日 獣 16 ( 附 ), 62 一 63 (会 ) 
1953 一 肺 吸虫 脳 内 異 所 寄生 の 一 誠 検 例 
新潟 67(7), 627 一 629 


夫 , 内 普 夫 
1953 一 肺 吸虫 症 に 続発 し た 気 等 支 扶 張 症 の 一 治療 例 
臨 外 8(7), 358 一 359 
1941 一 肺 ヂ デス トマ 虫 に よる 療 一 例 
台 落 40(2), 416; (10) , 1993 一 1997 
1942 一 肺 ヂ デス トマ Paragonimus westermanii Kerbert 
の 構造 に つい て 
台湾 
1951 一 大 平 肺 吸虫 Paragonimus ohirai (Miyazaki 
1939) の 自然 界 に 於 ける 終 宿主 
鹿児島 24(4-5), 
中 島 典 雄 , 鶴田 , 荒木 外地 
1953- 一 熊本 県 モク ズ ガ = 寄生 肺 吸虫 メタ セル カリ ア の 
季節 的 観察 寄 雑 2(2), 174 (会 ) 
中 川 
1950 一 肺 ヂ デス トマ 中 間 宿 主 発見 の いき きつ 
予 医 1②), 


1012—1045 


43—44 


31—34 
広 信 
1954 一 誤診 され た 肺 ヂ デス トマ 症 の 2 例 に っ いて 

日 臨 結 13(8), 579 一 582 


原則 
1939 一 プル フ オ ン ア ミド 剤 と 塩酸 = メチ ン の 併用 に よ 
る 肺 デ スト マ 症 の 治 


に っ 


臨 児 13(11), 953 一 956: 


児 雑 45(6), 904 
西村 信 一 
1952 一 長崎 県 下 の 肺 吸虫 症 特に 夫 高 来 郡 北 有 馬 村 及 加 
津 佐 附近 の 中 間 宿 主 佐 信 衛 報 4(②), 
' 野々 村 太 
1941 一 肺 デス トマ 脳 寄 生 の 一 例 ( に 中 Eo-- 
sin 性 白血球 の 出現 ) 
岡山 52(9), 2368 ; 53( 臨 1 ) , 54 一 68 
* 布 上 正則 
1930 一 肺 吸 虫 症 の 皮膚 反応 
三郎, 太田 邦夫 , 中 田 
1942 一 脳 肺 吸虫 症 の 一 例 
池 代 司 
1651 一 那賀 川上 流 に お 


6(3), 513: 
臨 30(1), 93 一 


ける 肺 デ スト マ 検 診 成績 
四国 2(4), 
池 司 , 代 
1951 一 那賀 川上 流 に お ける 肺 Distoma の 検診 成績 
四国 医 2(4), 


尾 池 司 , 田 幸 雄 , 白川 
1951 一 肺 ボ デス トマ の 集団 検診 (2 ) 
四国 医 2(6), 304 一 306. 
岡部 浩 洋 
吸虫 類 被 に つい 
福岡 35(4), 309 一 319* 


岡 
1954 一 奥 丹 後 地方 に ける 肺 チ スト マ 


京都 5(8), 248 一 


岡村 一 , 橋本 典 秋 , 
・1952 一 宮崎 県 下 の 肺 吸虫 江 厚 感染 地帯 (予報 1) 


医 生 23(3), 79 一 81 
? 岡村 一 , 三浦 守 
? 1953a 一 肺 吸虫 の 疫学 考察 
科 試 報 (28 年 ), 137 
1953b 一 熊本 県 産 淡水 蟹 に 於 ける 肺 吸 虫 Metacercaria 
科 試 報 (28 年 ), 138 


岡村 一 中 島 典 雄 , 三浦 守 
1953 一 熊本 県 産 カ = の 肺 吸虫 仔 虫 寄生 率 


寄 雑 2(1), 89 一 90 (会 ) 
岡崎 
1948 一 脳症 状 を 以 て 発見 され た 肺 デ スト マ の 一 例 
臣 31), 


小野 典 西井 長 武 , 西村 猛 , 保 忠 三 
1955 一 中 枢 神経 喘 虫 類 症 ( 肺 吸虫 症 ?) に お ける Die- 
thyl carbamylmethyl piperazine dihydrogen. 
citrate に よ る 治療 試験 
寄 4(2), 46 (会) 
'e 小野 豊 , 
1954 一 家 弟 寄生 虫 病 の 免疫 学 的 考 窟 並 に 免疫 学 的 診断 
法 の 応用 に つい て (127), 57 一 


| 
] 
| 
(27 ) 


扇田 和 年 
1951 一 8 種 の 肺 吸虫 卵 の 発育 並 に ミ 
の 比較 
1954 一 大 平 肺 吸虫 の 第 一 中 間 宿 主 に 関す る 研究 ( 肺 吸 


ラチ ジウ ム 諸 性 質 
日 寄 記 20, 16 


虫 34) 医 研 24(1), 148 
1952 一 芝浦 層 場 に て 検出 せる 肺 吸虫 
(91), 644 
大 島 答 夫 


1953a 一 肺 吸虫 の 生物 学 的 研究 (1) 体外 飼育 実験 に つ 
いて 寄 雑 2(1), 35 一 36 (会 ) 
1953b 一 肺 吸虫 メタ セル カリ ア 脱 電機 転 の 再 検討 
寄 雑 2(2), 169 (会 ) 
1955a 一 肺 吸 虫 の 生物 学 的 研究 (2) 肺 吸虫 効 虫 の 体外 
飼育 につい て 寄 雑 4(2), 45 (会 ) 
1955b 一 肺 吸虫 セ ル カリ ア の 脱 転 Crowding 
effect に つい て 寄 雑 4(4), 394 (会 ) 
、 大 友 
1942 一 肺 Distoma 症 の 二 例 
海 医 会 31(9), 786 
Ritchie, L. S., G. W. Hunter III, C. Pan and M. 
Yokogawa 
1951—Skin-tests for paragonimiasis with antigen 
from adult worms of Paragonimus wester- 
mani, J. Parasit. 37 (suppl.), 28 


1939 一 肺 二 口 虫 の 脳 転移 を 起 さ し 興味 ある 一 例 
朝鮮 29(9), 1873 一 1883 
徳 
1939 一 肺 デ スト マ (Paragonimaus westermani) 正常 卵 
子 の 大 き 及 び 形 態 
台 落 38(12), 1701 一 1705 
Act. Jap. Med. Trop. 1(2), 202 
ゃ 1942 一 肺 ヂ デス トマ 症 の プロ ント ジル 及び 塩酸 エメ チン 


併用 療法 に ょ る 和 病 の 病理 組織 学 的 変化 
に 虫 体 の 変化 に 就 て の 知見 補遺 


台 41(12), 1436 一 1439 


、 - 佐 伯 重 雄 , 松尾 栄一 
1954 一 肺 吸虫 ( 脳 内 ) 寄生 の 誠 例 
四国 医 5(3), 177 一 180 
ee 
1943a 一 台中 地方 の 肺 ヂ デス トマ 症 に 就 て (1) 最近 10 ヶ ケ 
年 間 に 於 ける 本 者 の 臨 的 統計 的 観察 
台 六 42(7), 860 一 866 
1943b 一 台中 地方 の 肺 チ スト マ 症 に 就 て (23) 台中 州 下 
の 各 河 川 よ 採集 せる 淡水 の デス トマ 
検査 成績 台湾 42(8), 966 一 970 
齋藤 美 知 , 大 石 純一 
1951 一 大 平 肺 吸虫 の 豚 と お ける 自然 感染 例 
医 生 18(3), 142 一 145 


酒井 潔 , 鐘 有 成 
1943 一 脳 肺 ヂ デス トマ 症 ? の 一 例 


(28 ) 


寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 6 巻 ・ 集 吸 


台湾 42(3), 333 一 33 


99 
1955 一 肺結核 と 鑑別 を 要する 肺 デ スト マ 症 の 胸部 
所 見 日 医大 22(1), 1 
鈴木 光 七 
1954 一 小児 肺 ヂ ボス トマ 症 の 胸部 文 線 所 見 と つい 
日 児 


佐々 , 高木 八 
1951 一 肺 デ スト マ 治療 
9 佐藤 
1951 一 肺 ヂ デス トマ 症 に 関す る 二 三 の 臨床 的 観察 
台湾 39(3), 395 4 
$° 稔 , 山崎 義 節 , 小笠 二郎 , 高森 時 , 藤本 久 
, 長岡 正和 , 西 保 進 
1951 一 高知 県 山間 奥地 に 
スト マ 症 の 集団 検診 
\ 馬 達雄 
1952 一 四 塩 化 エ ェ チ レン に ょ よる 肺 吸虫 症 の 治験 例 


医療 


33(7), p20 一 62 


ふけ ろ 地 方 病 研究 C1) 
四国 医 2(1), 4 芳夫 
1949— 


柴田 
1952 一 肺 デ スト マ 症 の 診断 放 和 岐 12(2), 硬 1952 一 
"* 柴田 定 一 , 山路 邦夫 


1953 一 肺 吸虫 症 の レン トゲ ン 症 候 学 的 研究 


柴田 定 一 山 医 。 田 中 成一 1942— 


1954 一 肺 吸虫 の レン トゲ ン 学 的 研究 C3) 
放射 14(5), 
1952 一 肺 吸虫 の レン トゲ ン 候 学 的 研究 (2) ( 
県 の 調査 成績 ) 日 寄 記 21, 1 
重 見 正大 | 
1953 一 モク ズ ガ = か ら 見 た 九州 に お ける ウェ ステ ル 
ン 肺 吸虫 分 布 寄 雑 2(2), 174 (会 ) 


1955 一 2 種 肺 吸虫 の 比較 
寄 雑 4( , 400 ( 


水文 
1955 一 脳腫瘍 と 診断 半 られ た 肺 吸 虫 脳 内 寄生 の 一 前 
例 新 誌 72(9), 474 一 
1950 一 肺 デ スト マ 症 の 2 例 
鹿児島 23(④, 1 


白川 

1953 一 肺 吸虫 と 関す る 研究 (1) 四国 に お ける 有 凡 
被 虫 の 分 布 に 就 い て 

四国 医 


4(5), 197— 


外山 寛 樹 , 西田 
1955 一 鳥取 県 に 於 ける 肺 吸虫 (1 う 西伯 町 に お ける i 
査 寄 4⑭ , 396 (会) 


鈴木 
1942 し て 手術 を 施せ る Paragonimus 
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部 ・ 肺 吸虫 


腫 の 一 例 
道 三 太田 文 , 富岡 男 
1940 一 通化 省 党 江 県 産 の 犬 及 猫 の 肺 デ スト マ 症 の 誠 検 


外科 誌 42(10), 1684 一 1685 


例 臨床 大 陸 2(11 ) , 1278 


1941 一 眼 険 肺 Distoma 病 の 一 例 
36(11), 1519 


原 弘 人 
1954a 一 日 本 産 ワ カ = ナ 類 の 研究 (1) 較 川 の カワ = ナ 
類 の 外部 形態 医 生 31(6), 332 一 336 
1954b 一 日 本 産 カ ワ = ナ 類 の 研究 (3) 鴨川 の カワ = ナ 
類 の 歯 舌 医 生 32(1), 22 一 26 
1954c 一 日 本 産 カ ワ = ナ 類 の 研究 (3), 京都 市 近郊 の 
カワ = ナ 類 の 分 布 と 外部 形態 
医 生 33(4), 159 一 164 


芳夫 


1949 一 肺 ヂ デス トマ の 脳 室 寄生 例 
岡 山 61(3), 79 
臨 内 児 7(6), 273 一 274, 1952 


長田 信 
1952 一 エメ チン と サル ファ ゾー ル の 併用 に ょ っ つて 


全治 し た 肺 臓 ヂ ボス トマ 病 の 1 例 
日 寄 記 21, 62 


( 


- 


1942 一 伊豆 温泉 地帯 を 流 る > 狩野 川 産 「 モ クジ マガ =」』」 
を 中 間 宿 主 と す る 肺 臓 「 デ ヂ デス トマ 」 
日 寄 記 14, 74 一 76 
1943 一 伊豆 狩野 川 産 「 モ クジ ン ツガ =」 を 中 間 宿 主 と す る 
肺 臓 ヂ デス トマ の 研究 2) 
日 寄 記 15, 50 一 51 
ー 
1954 一 県 下 モ クン 」 の 肺 吸虫 被 寄生 状 
況 に つい て 寄 雑 3(4), 31 一 35 
1955a 一 愛媛 県 及び 山口 県 下 「 モ クタ ツガ =」 の 肺 吸 虫 
被 寄生 状況 と つい て 
寄 雑 4(⑫2), 44 
1955b 一 愛媛 県 下 「 も くず 」 の 肺 吸 虫 被 寄生 
状況 に 就 い て ②⑫) 
寄 雑 4(4), 343 一 347 
1955c 一 犬 肺 吸虫 症 の 肝 脈 管 系 の 形態 学 的 研究 (予報 ) 
合成 樹脂 鋳型 標本 に ょ る 研究 
寄 雑 4(4), 397 (会 ) 
睦 年 , 松枝 秀 
1953 一 肺 ヂ デス トマ の 脳 寄生 
岡山 65(6), 709 一 715 


太郎 , 高村 明 


会 ) 


1942 一 長崎 県 南高来 郡 に 於 ける 肺 肛 ヂ チ ス トマ 症例 特 
に 其 治 療 に 就 て 長崎 20(2), 305 一 315 


八 


1942 一 肝臓 に 依る 肺 肛 デス トマ の 発育 
日 医大 13(12), 953 


( 29 ) 


日 寄 記 15, 53 一 54 
田辺 
1948 一 新 淀川 の クロ ベン ケイ に 寄生 する 肺 吸 虫 被 電 幼 
日 寄 記 16-18, 
1950 一 立体 横型 に よる 日 本 産 肺 吸虫 の 構造 に 関す る 研 
究 (1) 大 平 吸 虫 と Westerman 肺 吸虫 と の 卵 
巣 の 比較 日 寄 記 16-18, 
福 岡 41(3), 181 一 185. 
1950b 一 立体 横型 に よる 日 本 産 肺 吸虫 の 構造 に 関す る 
研究 <2) 大 平 肺 吸虫 と Westerman 肺 吸虫 
と の 全体 標本 に ょ る 比較 (3) 小型 大 平 肺 吸虫 
の 巣 に つい て 
福岡 41(11), 828 一 
田中 守 , 田 藤 志 行 
1941 一 ズル フォ ン ア ミド 誕 並 に 塩酸 エメ チン 併用 療法 
を 用 ひし 肺 デ スト マ 症 の 経験 例 
治療 誌 11(9), 714 一 717 


田中 
1941 一 長崎 市 在住 者 と 見 た る 肺 デ スト マ 症 の 一 例 
長崎 19(12), 2428: 


* 田中 忠 


1941 一 肺 吸虫 の 異 所 的 寄生 症 の 一 前 検 例 
病理 31, 599 一 600> 


田中 徳 
1954 一 第 二 中 間 宿 主 よ り 見 た 長崎 県 下 Westermann 


肺 吸虫 分 布 長崎 29(7), 583 
寄 雑 3(1), 28( 会 ) 

1955 一 長崎 県 の 肺 吸虫 分 布 (3) 
寄 . 4⑫②) , 140 (会 ) 


田中 徳 瀬 井 義 釘 田 芳文 


1954 一 長崎 市 内 野犬 の 肺 吸 虫 症 自 然 感 染 例 に つい て 
寄 雑 3(4), 282 (会 ) 
長崎 30(11), 1955 
戸田 
1941 一 虫垂 炎 , 肺 デ スト マ , 腸チフス の 体験 
医事 (979), 2331 一 2332: 


富村 保 , 山本 博 元 
1953 一 ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 スタ セル カリ ア の 大 黒 午 
へ の 感染 試験 (予報 ) 
寄 雑 2(2 , 173 (会 ) 


“富永 覚 仁 


1939a 一 肺 臓 「 デ スト マ 」 病 患 者 の 皮膚 反応 に つい て 
日 寄 記 11, 56- 
1939b 一 肺 臓 ヂ デス トマ 病 の 「 レ ント ゲン 」 所 見 に 就 て 
日 記 11, 

1940a 一 再び 肺 「 デ スト マ 」 病 患者 の 皮膚 反応 に つい 


で 日 寄 記 12, 53 
大 阪 専 7(2), 225- 
1940b 一 肺 「 デ スト マ ! 病 患 者 の 葵 便 中 本 虫 卵子 の 検 
出 率 に つい て 日 寄 記 12, 54 


1941 一 肺 デ スト マ に 因 す る 特異 な る 助 膜 炎 の 一 例 
大 阪 専 8(4), 343 一 35.- 
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寄生 学 雑誌 ・ 第 ・ 


942a 一 肺 臓 ヂ デス トマ 卵子 の 測定 数 値 に 就 て 

大 阪 専 9(2), 151 一 152 

1942b 一 肺 ヂ デス トマ 患 者 の 路 及び 中 卵子 の 
検出 関係 に 就 て 


大 阪 専 9(2), 153 一 157 
1942c 一 吸虫 症 患者 に お ける 免疫 学 的 反応 の 診断 的 応 
用 価値 に 関す る 実験 的 研究 (<1) 肺 肛 ヂ デス トマ 
症 患 者 の 皮膚 反応 (仮称 PG 反応 ) 
大 阪 専 9(3), 237 一 396 
1952 一 寄生 症状 の 先行 し た 肺 デス トマ 症 の 一 
例 児 診 15(11), 753 一 757 
"富田 
1955a 一 大 平 吸虫 の 虫 出来 方 
寄 雑 4(4), 399 (会 ) 
1955b 一 大 平 肺 吸虫 に 依る ネズ ミ の 病理 細 織 学 的 変化 
特に 肝 糖 原 の 消長 に 就 て 
寄 . 4(4), 400 (会 


豊 
1943 一 無数 の 腹壁 成 を 起 せ る 肺 デス トマ 症 の 一 
例 
医 累 週報 (436), 1278 ; (437), 1313 一 1314 
、 海 輪 十 二 
1939 一 秋田 の 肺 ヂ デス トマ 治療 誌 9(10), 1187 
内 野 
1954a 一 山口 県 産 ツ = の 虫 包 の 寄生 状況 
に 就 い て (1) 寄 雑 3(4), 21 一 23 


日 寄 記 21, 58 一 59 
治 薬 (528), 8 
1954b 一 実験 的 肺 吸虫 症 の 研究 (1) 合成 樹脂 注入 に ょ 
る 気管 枝 及 び 血 管 の 形態 学 的 研究 
病理 42, 170 一 171 
"脇坂 堅治 , 金 産 
1939 一 肺 ヂ デス トマ 病 の 治療 に 関す る 臨床 的 研究 
日 寄 記 11, 54 一 56 


う 脇 谷 隆 夫 , 大 和田 功 
1953 一 の 肺 ス トマ 症 に 関す る 研究 特に 犬 の 自 
感染 例 雑 266 
左 仲 ・ 

1943—On the morphology of the larval forms of 
Paragonimus westermanii, with special refe- 

rence to their excretory system  ・ 
Jap. J. Zool., 10(3), 461—467 


山本 修 太 
1937 一 犬 肺 症 の 誠 例 
応 獣 10(7), 508 
横川 
1949 一 肺 吸虫 ケル カリ ア の 生物 学 的 研究 
日 寄 記 16-18, I8 
1950 一 肺 デ スト マ の 幼虫 の 第 二 中 間 宿 主 内 に お ける 発 
育 状 況 に 就 て 日 寄 記 19, 28 一 29 
1951a 一 肺 吸虫 CParagonimus westermani) 虫 の 生 


( 30 ) 


態 特 に 第 二 中 間 宿 主 へ の 移行 経路 に 関す る f 
1951b 一 肺 吸虫 (Paragonimus westermanii) の 
態 特 に 第 二 中 間 宿 主 へ の 移行 経路 に 関す 23 
究 臨 36(3), 253 
1951c 一 肺 吸虫 幼虫 の 生態 8) 肺 吸虫 成就 Cercaria 
の 第 二 中 間 宿 主 へ の 移行 経 臨 及び 基体 内 kk 
ける 発育 36(8), 413 一 
1951d 一 肺 吸虫 (Paragonimus westermanni) 
態 , 特に 第 二 中 間 宿 主 へ の 移行 経路 に 関す % 
研究 34(5), 59 
主として . 本 の 感染 経路 
我が国 に お ける 分 布 状況 
11(5), 19-% 
1952b 一 肺 吸虫 流行 地 に お ける アメ リカ ザリガニ = の 栓 
査 成績 と っ つい て (1) 
医 生 25(6), 305 一 307 
1952c—Studies on the biological aspects of the 
larval stages of Paragonimus westermanii, 
intermediate hosts (1) 
Jap. J. Med. Sci. and Biol. 5(4): 221—2 
1952d—Studies on the biological aspects of the 
larval stages of Paragonimus westermanii, 
especially invasion of the second inter. 
mediate hosts. (II). 
Jap. J. Med. Sci. and Biol. 5(6), 501—516 
1953a—Studies on the biological aspects of the 
larval stages of Paragonimus westermanii, 
especially the invasion to the second in 
termediate hosts (III) 
Jap. J. Med. Sci. and Biol. 6(2), 107—118 
1953bー モ クズ 角 (Eriocheir japonicus) 体 
る 肺 吸 虫 Cercaria (Paragonimus wester- 
mmani) の 被 機転 の 観察 
医 生 26(2), 78 一 8l 
・1955a 一 北米 産 肺 吸虫 Paragonimus kellicotti に 関 す 
る 研究 特に 閥 便 内 虫 卵 排出 状況 た つい て 
寄 雑 4(1), 57-63 
1955b 一 肺 吸虫 の “rapid flocculation test ” 
寄 4(4), 394 


1955c 一 肺 吸虫 自然 10(5), 22 一 90 
91955d 一 P.G. の 製法 医事 11(5), 72- 
宗雄 , 伊藤 二郎 


1949 一 河 貝 子 内 に ある 肺 吸虫 ケル カリ ア と 他 笑 ケル 天 
リア と の 関係 及び 同 ケ ルカ リア の 遊 出 に 関す る 
研究 日 寄 記 16-18, 8 


横川 宗雄 , 大 島 智 夫 
一 静岡 県 下 肺 流行 地 に 於 ける 7 アメ リカ ザ リ 
の 感染 状況 C2) 
医 生 27(2), 65 一 68 
日 寄 記 21, 129 
1954 一 和 肺 吸 虫 症 の 皮 内 反応 と に つい て (1) 貝 体 抽出 挫 
元 と 代謝 産物 抗 元 と の 比較 
寄 雑 3(4), 278 (会 ) 


00 
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第 1 部 ・ 肺 


% 病 川 宗雄 , 大 島 智 夫 , 木 畑 美 知 江 
1955 一 肺 吸虫 Paragonimus westermanii の 生体 外 飼 
育て 1D 脱 (excysted metacercaria) の 
in vitro 世 お ける 生存 期間 に つい て 


寄 雑 4(4), 388 一 393 ; 394 (会 ) 


, 大 島 , 勝 呂 
1955a 一 肺 吸虫 症 皮 内 反応 に 関す る 研究 1) 抗原 の 検 
討 寄 雑 4(2), 32 一 33 (会 ) 
1955b 一 肺 吸虫 症 の 皮 内 反応 た 関す る 研究 (1) 
寄 雑 4(3), 276 一 281 ; 4(2), 43 
1955c 一 肺 吸虫 症 の 皮 内 反応 に 関す る 研究 (2) 
寄 雑 4(3), 282 一 289 
川 , 大 島 , 須川 豊 , 平野 多 , 中 川 晃子 
1955 一 新潟 県 下 の 肺 吸虫 症 , 肺 吸虫 症 の 皮 内 及 応 の え 
クリ ョ リー= ニ = ング テス ト に つい て 
医事 (1634), 19 一 23 
定 
一 肺 ス トマ と 台湾 (図説 ) 
医事 (905), 254 一 255 
1949 一 肺 史 虫 中 間 宿 主 の 発見 と 肥大 吸虫 発育 史 の 究明 
医事 (1332), 2281 一 2282 
1951 一 肺 吸 虫 及び 肺 吸虫 症 に 関す る 最近 の 知見 
最新 寄生 虫 病 学 


1939 一 肺 デ スト マ 病 の 治療 関す る 研究 (1 う 肺 チ ス 
トマ 寄生 犬 の 実験 的 治療 法 並 に 基 効 果 に つい て 
台湾 38(, 552 一 565 
Act. Jap. 1 
1940 一 肺 デ スト マ 病 の 治療 法 に つ 
27(2), 187—190 
1941 一 「 プ ロン ト ジ ル 」] 及 塩 酸 「 ェ メチ ン 」 併用 療法 
を 施せ る 肺 「 デ スト マ 」 寄生 犬 の 肺 病 包 部 の 病 
理 組織 学 的 変化 及 虫 体 の 変化 に 就 て 
日 寄 記 13, 49 一 50 
台 落 40(1), 152 一 154 
Act. Jap. Med. Trop. 2(1), 23 


1940 一 肺 ボ デス トマ 病 の 治療 に 関す る 研究 (2 う ) ブロ ン 
ト ジ ル 及び 塩酸 エメ チン 併用 に 依る 肺 デ スト マ 
症 の 治療 成績 並 に 治療 径 過 中 に 於 ける 虫 卵 の 変 
型 に 就 い て 台湾 39(2), 164 一 181 


1951 一 肺 吸虫 の 研究 1) 徳島 県 及び 愛媛 県 下 に 於 け 
る 解 の 肺 吸虫 Metacercaria の 寄生 状況 及び 
Westerman 肺 明 虫 症 の Allergie 性 皮膚 反応 
四国 医 2②), 96 

、 青田 幸雄 , 藤田 裕 , 小山 幸男 , 村井 知也 , 藤戸 考 純 
1955 一 兵庫 県 但馬 地方 の 肺 吸虫 (ウェ ステ ルマン 肺 吸 

虫 と 大 平 肺 吸虫 の 分 布 に 就 て) 

寄 去 4(3), 262 一 267 ; 4(2) , 30 (会 ) 

吉 真 , 谷村 忠 保 , 布施 信長 , 方 誠一 , 佐野 実 
1931 一 的 に 発生 せる 肺 スト マ に 因 る 皮 に 


就 て 
吉井 武 
1948 一 アメ ー バ 赤 リア 肺 デス トマ 
鹿児島 21(6), 7 


日 新 20(7), 1122 一 1135 


ヽ 湯本 義 香 , 康 
1943 一 肺 ボ デス トマ の 病理 学 知見 補 特 虫 の 大 
移行 に 因 る 諸 の 虫 卵 栓 つい て 
台湾 42(1), 87 
城 正 
1953 一 境 賀 川 流域 に お ける 肺 吸虫 の 研究 
寄 2(2), 174 (人 


C 肝 
浅田 順一 
1940a 一 天 省 鉄 鉄 村 地 方 に お ける 肝臓 デス 
トマ の 墓 延 状態 に 就 て 
満 医 33(4), 856 
1940b 一 満州 に お ける 肝臓 デス トマ に 就 て (1) 特 こと 


ける 本 吸虫 の 状 
大 陸 4(6), 932—956 


浅田 順一 , 
1950 一 広島 県 下 に 於 
関す る 研究 
馬場 達人 
1942 一 肝臓 「 デ スト マ 」 の 糸 粒 体 並 変 粒 体 に 関す る 研 
完 日 寄 記 14, 7 
1943a 一 肝臓 ヂ デス トマ の 糸 粒 体 , 変 粒 体 並 に Golgi 内 
網 装置 に 関す る 研究 (1) 正常 肝 職 ヂ ボス トマ の 
体 変 粒 体 に 関す る 研究 
実験 27(9), 865 一 890 
1943b 一 肝臓 ヂ デス トマ の 糸 粒 体 , 変 粒 体 並 に Golgi 内 
網 装置 に 関す る 研究 <2) 肝臓 チ デス トマ 感染 家 
雨 の 吐 酒 石 単独 治療 時 に 於 ける 肝臓 ヂ デス トマ 
の 粒 体 に 変 粒 体 に 及ぼ ばす 影 
実験 27(10), 989 一 1004 
トマ の 粒 体 , 変 粒 体 に Golgi 内 
装置 に 関す る 研究 8) 吐 酒 石 並 に ズル フォ 
ミド 剤 併用 治療 時 に お ける 肝 ヂ スト マ の 糸 
A に 変 粒 体 の 変化 
実験 27(11), 1084 一 1098 
1943d 一 肝臓 デス トマ の 糸 粒 体 , 変 粒 体 並 に Golgi 内 
網 装置 に 関す る 研究 , (4) 幼 成 老 各 期 正 常 肝 
臓 プ デス トマ の Golgi 内 網 装 置 に 関す る 研究 
実験 27(12), 1142 一 1154 
1944 一 肝臓 ヂ デス トマ の 糸 粒 体 , 変 粒 体 並 に Golgi 内 綱 
装置 に 関す る 研究 (5) 吐 酒 石 並 に ズル フォ アミ 
ド 剤 併用 治療 時 に お ける 肝臓 ヂ デス トマ の Golgi 
内 網 装置 に 及ぼ す 影 導 


ける 肝臓 デス トマ の 地理 的 分 布 応 
日 寄 記 19, 28 


実験 28(1), 33 一 41 


江 ロ 秀雄 , 大 東 康幸 
1953 一 肝 吸 虫 所 等 に お ける 管 系 統 の 立体 病理 学 的 研究 


寄 2②2), 171 (会 ) 
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1941 一 肝臓 ヂ デス トマ 症 を 合併 せる 小児 亜 急 性 洲 巴 性 白 


病 の 一 検 例 児 雑 47(6), 796 
長谷 川 錦 三郎 
1953 ヂ デス トマ 2 5(5), 386 
平木 , 岡本 正 


1953 一 肝臓 ヂ デス トマ 症 に 対す る 再 認 識 
治療 35(11), 1132 


二郎 
1941 一 肝臓 と 寄生 虫 と の 関係 『 _「 ヴ ィ タ ミン 」 と 肝 
臓 「 デ スト マ 」 日 寄 記 13, 66 


1942 一 Vitamin C と 肝臓 デス トマ の 発育 
日 医大 13(12), 952 一 953 


健二郎 
1955 一 秋田 県 に お ける 肝 吸 虫 の 疫学 
日 農 医 4(1), 23 (会 
細川 修治 


1943 一 実験 的 肝臓 ヂ デス トマ 症 に お ける 画 堅 形態 学 的 化 
学 的 変化 (1) 画 臣 変化 に っ いて 
日 寄 記 15, 113 
大 阪 専 10(5), 521 一 531 
1947a 一 実験 的 肝臓 チ デス トマ 症 に お ける 一 堅 形態 学 的 
化学 的 変化 (8) 画 覧 Adrenalin 量 の 変化 
博愛 医学 1(4), 175 一 180 
1947b 一 実験 的 肝臓 Distoma 症 に 於 ける 副腎 形態 学 
的 化学 的 変化 <4) 内 粒 
博愛 医学 1(4), 181 一 183 
1947c 一 実験 的 肝臓 Distoma 症 に 於 ける 一 覧 形態 学 
的 化学 的 変化 5) 甲状腺 製剤 投与 に 因 る 副腎 
Adrenalin 量 の 変化 


博愛 医学 1(4), 184 一 188 


1955 一 岡山 県 の 肝臓 デス トマ と 作 州 熱 
治 薬 (527), 19 


正二 
1936 一 肝臓 デス トマ 保存 法 , 染色 法 
埼玉 26, 231 
井出 
1935a 一 肝臓 去 ス トマ の 第 二 中 間 宿 主として ワカ サギ 
(Hypomedus blhdus (Pallas)) を 追加 す 
細菌 (470), 253 一 256 
1935b 一 肝臓 ヂ デス トマ の 第 二 中 間 宿 主として 更に = 
イィ CHemibarbus barbus (Temminck and Sch- 
legel) ) を 追加 す 
細菌 (475), 700 一 701 
早苗 
1939 一 肝臓 トマ を せる 胆石 の 一 例 
外 宝 16(5), 897 
元 博 
1951 一 1951 年 度 に お ける 肝 虫 被 幼虫 の 程度 
臨 36(12), 708 


成一 
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( 32 ) 


1949 一 岡山 県 児島 落 沿 崖 に お ける マメ タ = シ の 分 布 に 
A 日 寄 記 16-18, 31 
1953a 一 岡山 県 下 吸 虫 類 中 間 宿 主 の 研究 (1) マメ タ 
ニ = シ の 発育 と 水質 岡山 65(1), 37 一 39 
1953b 一 岡山 県 下 吸 虫 類 中 間 宿 主 の 研究 (2) マメ タ 
ニ = シ に 寄生 する Cercaria (1) 
岡山 65(1), 40 一 41 
1953c 一 岡山 県 下 吸 虫 類 中 間 宿 主 の 研究 (8) マメ タ 
= シ に 寄生 する Cercaria (2) 
岡山 65(1), 41 一 43 
1953d 一 間 山 県 下 吸 虫 類 中 間 宿 主 の 研究 (4) マメ タ 
= シ に 寄生 する 吸虫 類 Cercaria の 季節 的 消 
長 岡山 65(1), 43 一 45 
1953e 一 岡山 県 下 吸 虫 類 中 間 宿 主 の 研究 (5) 児島 湾 
に お ける マメ タニ = シ の 
岡山 65(1), 45 一 49 
井上 将 , 矢田 
1954 一 肝 デ スト マ 卵 保有 者 に つい て 
消化 51(5), 185 
磯田 政 
1952-- 肝 臓 ヂ デス チマ 症 CClonorchiasis) に 関 する 実 
験 的 研究 (1) 第 二 中 間 宿 主 イ シモ r= コ (Ps- 
eudorasbora barva) の 体内 に お ける 被 Cer 
caria の 分 布 に 家 試験 
日 獣 14(2), 105 一 114 
政 恵 , 小野 
1950 一 肝臓 Distoma 症 に 関す る 実験 的 研究 (1) 
日 獣 12(6), 283 一 284 


1951 一 肝臓 ヂ デス トマ 濃厚 流行 地 に お ける 同 虫 被 
幼虫 の 寄生 る 濃度 に つい て 
日 寄 記 20, 19 
金光 虎 , 大 田 垣 博 , 戸川 
1953 一 広島 県 下 に お ける 肝 職 Distoma 特に 備 南 地方 
に お ける 本 吸虫 の 墓 延 状態 
広 医 6(4-5), 260 一 269 


加藤 
1940 一 2 新 「 ア ンチ モン 」 製剤 の 肝臓 「 デ スト マ 症 」 
に 対す る 治療 的 効果 に 関す る 実験 的 研究 
岡山 52(1), 51 一 65 
加藤 俊一 
1955 一 木曽 長良 川 に ける 住民 の 肝 デス トマ 感染 
濃度 の 調査 報告 寄 雑 4⑫), 29 (会 ) 
桂 田 富士 
1940 一 デス トマ 病 の 予後 ヒ に つい て 
医事 (914), 1023 一 i024 
1941 一 肺 ・ 肝 デス トマ 
医事 (967), 1054 一 1058 
川名 浩 
1936—Study on Clonorchis sinensis in the District 
of Shanghai 3, Dogs, cats and rats as re- 
servoir hosts of Clonorchis 
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J. Shanghai Sci. Ins. Sect. 4, 2, 75—84 
上 上 海 5, 45 一 57 


衣笠 勝 
1939 一 肝臓 ヂ デス トマ 症 clonorchiasis sineusis の 「 フ 
ァ ヂ ン 」] Fuadin 治験 例 
台 落 38(2), 290 一 294 


小林 英 一 , 湯本 義 香 
1938 一 羅 常 肝臓 ヂ デス トマ Clonorchis sinensis に 就 て 
台 落 37(9), 1474 一 1481 


小林 晴 治 
1950 一 日 本 に 於 て 肝臓 Distoma が 発見 され た の は 何 
年 か 予防 1(1), 70 一 75 
小林 
1942 一 実験 的 家 琵 肝 Distoma 症 の 肝 機 能 検 査 
軍医 (369), 
光 藤 春光 
1940 一 マメ タニ = シ の 発生 岡山 52(?7, 1718 
小泉 丹 
1945 一 肝臓 ヂ デス トマ 日 3(9) , 224 
小宮 義孝 


1936a—Study on Clonorchis sinensis in the district 
of Shanghai (2) On the habit of eating 
fresh water fish among the Japanese in 
Shanghai 
J. Shanghai Sci. Inst. Sect. 4, 2, 61—73 
1936b 一 上 海 在住 日 本 人 間 に 於 ける 淡水 魚 噂 好 に つい 
て て (上海 地 方 に お ける 肝 吸 虫 に 関す る 研究 第 
三 報 ) 上 海 5, 31 一 43 
1951 一 横川 吸虫 及 肝 吸虫 の 第 一 中 間 宿 主 の 発見 
医事 (1409), 1125 一 1126 


1955 一 肝 史 貝 自然 10(3), 26 一 33 


小宮 著 , 川名 浩 
1635 一 保 虫 宿主 と し て の 犬 , 猫 , 汚 に 就 て (上海 地 方 
に 於 ける 肝 吸 虫 に 関す る 研究 第 二 報 ) 
日 寄 記 7, 
1936a—Study on Clonorchis sinensis in the district 
of Shanghai (4) The second intermediate 
hosts of Clonorchis 
J. Shanghai Sci. Inst. Sect. 4,2,155—167 
1956b 一 肝 吸 虫 の 第 2 中 間 宿 主 に つい て (上 海 地方 に 
於 ける 肝 吸 虫 に 関す る 研究 (第 4 報 ) 
上 海 5, 205 一 219 


1935a—Study on Clonorchis sinensis in the district 
of Shanghai (1} Epidemiology of human 
clonorchiasis 
J. Shanghai Sci. Inst. Sect. 4, 1, 271—-292 
1935b 一 肝 吸 虫 の 人 体感 染 状 態 に 就 て 上海 地方 に 於 
ける 肝 吸 虫 に 関す る 研究 第 一 報 ) 
上 上 海 
小宮 近藤 末 男 
1949 一 肝 吸 虫 終 宿 主として の 家 及 び 第 二 中 間 宿 主 と 


生 科 11), 31 一 33 
日 寄 記 16-18, 23 
1951—Anas domestica as a definitive host and 
Ophicephalus argus as a second intermediate 
host of Clonorchis sinensis 
J. Med. J. 4(3) , 157—161 


小宮 佐藤 菊 男 
1955 一 宮城 県 に お ける 肝 吸 虫 感染 
17(1), 50 一 53 
1940a—Study on Clionorchis sinensis in the district 
of Shanghai (5) The cercaria and meta- 
cercaria of Clonorchis sinensis with special 
references to their excretory system 
J. Shanghai Sci. Inst. Sect. 4, 5, 91—106 
1940b 一 肝 吸 虫 の Cercaria 及び Metacercaria 特に 
その 洪 統 て (上 海 地方 に 於 ける 肝 
虫 に 関す る 研究 第 5 報 ) 
上 海 9, 223 一 238 
日 寄 記 12, 43 
1940c—Study on Clonorchis sinensis in the district 
of Shanghai (6) The life cycle of Exorchis 
oviformis, with special reference of the 
similarity of its larval forms to that of 
Clonorchis sinensis 
J. Shanghai Sci. Inst. Sect. 4,5,109—123 
1940d—Exorchis oviformis の 発育 圏 並 に Clonorchis 
sinensis と の 異同 に つい て (上海 地 方 に 於 け 
る 肝 吸 虫 に 関す る 研究 第 6 報 ) 
上 海 9, 239 一 249 
日 寄 記 12, 44 
1953—The development of the exzretory system 
of Clonorchis sinensis in its definitive host 
Jap. J. Med. Sci. and Biol. 6(6) , 571—576 
日 寄 記 16-18, 25, 1949 
小宮 高野 均 , 小倉 由紀 子 
1950 一 群馬 県 邑楽 地方 の 肝 吸 虫 
衛 8(4), 26 一 27 
日 寄 記 16-18, 27; 19, 28 
43), 288, 1951 
松林 久吉 
1949 一 肝臓 ヂ デス トマ 感染 経路 の 研究 
医事 (1313), 1239 一 1240 
松尾 栄一 , 河野 
1952 一 肝 症 と 黄 
四国 医 3(5), 239 一 240 
馬 一 , 古谷 純一 
1947 一 臨床 上 診断 が 困難 で あつ た 肝臓 Distoma を 件 
ふ 原発 性 の 一 例 
日 内 36(1-2), 22 
操 
1942 一 肝 デ スト マ 及 び 肺 デス トマ 
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診療 経 6(11), 741 一 746 


富川 米 次 , 注水 重 矢 
1941 一 肝臓 デス トマ の 一 新 殺 虫 法 た つい て (予報 ) 
治 処 22(6), 7. 一 736 
1942 一 実験 的 肝臓 チ ス gr iio 療法 に つい て 
治 処 23(1), 12 一 17 
日 寄 記 14, 80 一 84 


基 男 
1939 一 奉天 附近 に お ける 肝 ヂ デス トマ の 第 二 中 間 宿 主 に 
つい て 満 医 31(3), 565 一 568 
宮田 治夫 


1948 一 化 膜 性 を 起 し 死亡 し た 肝臓 ヂ デス トマ 
診 治 36(9), 194 一 195 


宮崎 一 郎 , 磯部 光 
1951a 一 九州 の 猫 に お ける 宮 口 虫 と 肝 吸 虫 の 自然 感染 
医 生 18(5), 252 一 254 
1951b 一 九州 の 犬 に お ける 吾 口 虫 と 肝 吸 虫 の 自然 感染 
医 生 20(4), 177 一 179 


宮崎 一 , 正 島 
1942 一 可 湖 の 肝 吸 虫 に 関す る 調査 
同仁 会 16(10), 565 一 568 


三好 
1948 一 片山 地方 に お ける 淡水 産 魚類 を 中 間 宿 主 と す 
吸虫 被 幼虫 の 研究 
医 5(11), 474 一 476 
衛 雑 5, 473 
日 寄 記 16-18, 7 
1954 一 宮城 県 郡 豊里 地方 に お ける 肝 ヂ デス トマ 
臨 称 的 観察 東北 49(3), 251 一 254 


森下 
1954 一 日 本 に 誠 け る 肝 吸 虫 の 研究 
新 誌 71(6), 345 一 347 


村上 栄 , 成一 
1949 一 岡山 県 下 肝臓 ヂ デス トマ 流行 地帯 に お ける マメ タ 
ニ = シン の 発育 と それ に 寄生 する セル カリ ア 並 に 水 
質 検 査 成績 記 16-18, 18 


村瀬 か つ 子 
1950 一 愛知 県 海部 郡 に 於 ける 淡水 魚 を 中 間 宿 主 と す る 
寄生 吸虫 の 各種 Metacercaria 特に 肝 吸 虫 の 
調査 成績 愛 術 所 報 (2), 15 一 17 
武藤 三 五 
1938 一 台湾 に お ける 肝臓 デス トマ の 一 新 第 二 中 間 宿 主 
カイ ワン シ Caltericuls kneri (Kreyenberg) 
つい て 台 37(10), 1537 一 1539 
長野 寛治 
1934 一 1929 年 以来 5 ヶ年 間 に わ た る 寄生 性 去勢 法 に ょ 
る 「 マ メタ = シ 」 の 験 成績 
日 寄 記 6, 36 
1938 一 家 鴨 を 使っ て 肝臓 ヂ デス トマ を 撲 減 


東亜 衛 15(5), 17 
1951 一 肝 吸 虫 症 の 予防 と 治療 
最新 寄生 病 学 第 4 分 
1952 一 岡山 と お ける 肝 吸 虫 の 今 苦 
日 寄 記 21, 131 
1953 一 水棲 の 卵生 巻 貞 を 中 間 宿 主 と す る ヂ ス トマ 類 の 


撲 法 寄 2(1), 29 (会 ) 
富 動 , 昌 
1940 一 肝臓 ヂ デス トマ に よる 細菌 性 肝 右 一 治験 
例 実 臨 17(5), 508 一 517 
中 村 
1939a 一 眼 精 疲労 を 主 徴 と する 肝臓 デス トマ 症 の 一 治 
験 例 臨 日 7(8), 928 一 929 
1939b 一 肝臓 ヂ デス トマ に ょ る 有 眼 症 状 
医 展 (241), 14 一 15 


1941 一 寄生 虫 集団 検査 の 際 発 見 せ ら る る 肝臓 ヂ デス トマ 
陽性 者 と 其 臨 意義 に つい て 
医 界 週報 (332), 9 一 13 
中 村 達 之 助 
1953 一 肝 吸 躍 保有 者 の 駆虫 の 一 例 
日 医大 20(10), 878 一 881 


長 本 
1955 一 遠賀 川沿 崖 の 肝 吸 虫 に 就 い て 。 
寄 4(4), 399 (会 


西岡 利 元 , 大 日 方 一 政 
1945- 臓 Distoma の 変化 
病理 34(1-2), 31 


西崎 武 妥 一 
1940 一 実験 的 肝臓 ヂ デス トマ 病 家 宮 尿 中 アミ ノ 酸 の 態度 
に 就 て 岡山 52(1), 17 一 24 
岡部 洋 
1938a 一 福岡 県 産 マ メタ = シ に 就 て 
ヴィ ナス 8(2), 97 一 102 
1938b 一 福岡 県 下 の 肝臓 ヂ デス トマ 第 二 中 間 宿 主 に 就 て 
福岡 31(7, 1217 一 1229 
1939 一 北 満 農業 移民 地 に 於 ける 淡水 魚 を 中 間 宿 主 と す 
る 吸虫 類 に 就 て 
福岡 32(2), 289 一 296 
1940 一 福岡 県 下 に 於 ける 淡水 産 魚類 を 中 間 宿 主 と す る 
吸虫 類 の 被 虫 総覧 
福岡 33(3), 309 一 335 
1942 一 北 婦 の 肝臓 ヂ ボス トマ に 就 て 
同仁 会 16(5), 219 一 225 
満 医 39(4), 682 1943 
1944 一 北京 地方 の 肝 
同仁 会 18(7), 17 一 20 
1950 一 福岡 県 下 の 淡 水 魚 と 人 体 寄 生 虫 
久 医 雑 13(5-6), 232 
岡部 洋 , 山口 富雄 , 古賀 
1953 一 筑後 川下 流 々 域 に お ける ネコ の 寄生 映 虫 
久 医 雑 16(5-8), 1018 一 1019 


小野 豊 , 藤谷 敏明 
( 34 ) 
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1954 一 家畜 寄生 虫 病 の 免疫 学 的 考察 並び に 免疫 学 的 診 
断 法 の 応用 た につい て 
(127), 57 一 60 
小野 豊 , 磯田 政 
1952 一 肝 吸 虫 症 の 治療 に 関す る 研究 
学 月 (42), 271 
1954 一 肝 と 肝臓 デス トマ 症 と の 家 感染 に お ける 
比較 研究 寄 雑 3(1), 29 一 30 (会 ) 
日 獣 13(5-6), 346 一 347 (会 ) 
岡本 正 , 山本 伸郎 , 富永 弘 
1955 一 肝臓 デス トマ 症 と 肝 機 能 
消 3(5), 290 一 293 


申 
1939 一 腸 状 を せ し デス トマ 症 の 一 例 
外科 誌 40(6), 1339 


大 島 訪 造 , 古橋 久 助 
1939 一 濃 尾 平野 に お ける 肝臓 ヂ デス トマ の 分 布 状態 
内 科 14(10), 533 一 541 
尾崎 佳 正 
1949 一 肝臓 Distoma (Clonorchis sinensis) の 排 洪 系 
の 研究 
尾崎 佳 正 , 尾崎 弘行 
1955 一 肝臓 ヂ デス トマ の 神経 系 に つい て 
寄 雑 4(②2 , 29 一 30 (会 ) 
相 石原 朝 次 , 実 川 渉 , 田部 正孝 , 佐藤 進 , 柳 
希 与 志 
1952 一 千葉 県 下 肝 吸 虫 症 に 関す る 調査 (2) 
虫 症 の 疫学 
坂本 吉郎 , 堀内 
1952 一 能代 地方 を 中 心 と せる 肝 吸 虫 症 の 浸 淫 C1) 山 
本 郡 内 村 の 肝 吸 虫 症 の 浸 淫 に 関し て 及び 其 第 
中 間 宿 主 の 発見 秋田 厚生 0 9 


県 下 肝 吸 
日 寄 記 21, 63 一 64 


芝 昇 
1934 一 朝鮮 及び 満州 産 マ スタ = シ 属 に つい て 


ヴィ ナス 4(4-5), 247 一 257 


1943a 一 宿主 組織 内 に 介在 せる 寄生 虫 並 に 卵子 の 石灰 
に する 実験 的 研究 (1) 日 本 住 血 虫 並 
スト マ 寄生 種々 の 量 に 於 て ビ 
ミン D 剤 (ヴィ ガン トー ル ) を 各 経 口 投与 

る 場合 に お ける 虫 並 こ 卵子 の 石灰 沈着 に 
. 関す る 所 見 実験 27(4), 341 一 355 
1943b 一 宿主 組織 内 に 介在 せる 寄生 虫 並 に 卵子 の 石灰 
沈着 に 関す る 実験 的 研究 <2) 日 本 住 血 吸 虫 並 
に 肝臓 デス トマ 寄生 家 ビタ ミン D 剤 ( ビ 
ガン トー ルル) 並 に 乳酸 石灰 を 重複 経口 投与 せ 

る 場合 と お ける 母 虫 並 に 卵子 の 石灰 沈着 に 


する 所 見 実験 27(5), 478 一 491 
白井 光 
1940 一 肝臓 ヂ デス トマ 病 の 化学 療法 
治 処 21(240), 99 一 103 
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(35 ) 


白 原 康隆 , 李 応 例 
1942 一 肝臓 Distoma 症 を 
白血病 の 一 誠 例 
弘人 
1952aーー マ メタ = シ の 研究 (1) 日 本 産 マ スタ = シ の 
種別 に つい て 衛 動 3(3, 4), 97 
1952b 一 日 本 産 マ メタ = シ の 種別 と に っ つい て (1!) 螺 肛 
医 生 25(2), 96 一 99 
1952c 一 日 本 産 マ メタ = シ の 種別 に っ いて (2② 膳 乳 と 
南口 の 角度 医 生 25(4), 205 一 208 
1952d 一 日 本 産 マ メタ = シン の 種別 に つい て (3) 
定 医 生 25(6), 278 一 280 
1953a 一 日 本 産 マ メタ = シ の 種別 に つい て (②" 
寄 雑 2(1), 118 一 119 
1953b 一 日 本 産 マ メタ = シ の 種別 に っ つい て (4 宮城 県 
産 マ メタ = シ 医 生 26(4), 137 一 140 
1958c 一 日 本 産 マ メタ = シ の 種別 に つい て (5⑤) 骨 の 角 
鹿 医 生 27(5), 189 一 193 
1953d 一 日 本 産 マ メタ = シ の 種別 に つい て (⑯) 螺 項 よ 
り の 角度 増加 と 螺 層 の 幅 の 増加 と の 関係 に つ 
いて 医 生 28(3), 104 一 108 
1953e 一 日 本 産 マ メタ = シ の 種別 に つい て ⑰) 歯 舌 
医 生 28(6), 248 一 251 
1953f 一 日 本 産 マ メタ = シ の 種別 に つい て (8 九州 導 
マメ タニ = ニシ 医 生 29(3), 105 一 108 
1953g 一 久留 米 産 ヒメ マル マメ タニ = シ の 研究 
医 生 29(5), 190 一 193 
1953h 一 日 本 産 マ メタ = シ の 種別 に つい て (9 遠賀 産 
マメ タニ = ニシ 医 生 29(6), 259 一 262 
1954a 一 日 本 産 マ メタ = ニ = シ の 種別 に つい て (10)〕 久留 
米 産 マメ タニ = シ 医 生 30(2), 79 一 83 
1954b 一 日 本 産 マ メタ = シ の 種別 に つい て (11) 秋田 , 
岡山 産 マ メタ = シ の 歯 舌 
医 生 30(5), 199 一 202 
1954c 一 日 本 産 マ メタ = シン の 種別 と に つい て (12 胡 
医 生 31(1), 30 一 34 
1954d 一 日 本 産 マ メタ = シ の 種別 と に っ つい て (13) 日 本 
メタ = シ の 外部 形態 
医 生 31(4), 202 一 205 
1954e 一 日 本 産 マ メタ = シ の 種別 に つい て (14 京都 
産 マ メタ = シ 医 生 32(6), 284 一 288 
1954f 一 日 本 産 マ メタ = シ の 種別 に つい て (15) 芦屋 
産 マ メタ ニシ の 外部 形態 
医 生 32(2), 51 一 55 
1954g 一 日 本 産 マ メタ = シ の 種別 に つい て (16) 芦屋 
産 マ メタ = の 
医 生 33(3), 110 一 114 
1954h 一 日 本 産 マ メタ = シ の 分 類 学 的 研究 
京 府 医 大 誌 56(3), 512 一 560 
195 入 一 実験 室内 に お ける マメ タニ = シ の 発育 観察 
医 生 33(6), 265 一 269 


合併 せる 小児 性 
乳児 31(1), 61 一 69 


杉原 弘人 , 佐藤 淳 夫 
1955a 一 木曽 長良 , 畠 輩 川 の 下流 流域 に お ける 肝臓 チ 
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スト マ 第 一 中 間 宿 主 で マメ タニ = シ の 研究 (1) マ 
メタ = ニシ の 検索 と 外部 形態 の 没 定 
医 生 34(2), 67 一 72 
曽 長 良 , 押 輩 川 の 下流 流域 に お ける 肝臓 ヂ 
スト マ 第 一 中 間 宿 主 マ メタ = シ の 研究 (2) マ 
メタ = = シ の 歯 の 測定 
医 生 34(4), 143 一 148 


艇 原 弘人 , 佐藤 淳 夫 , 松尾 喜久 男 
1955 一 愛知 , 岐阜 , 三重 県 下 ( 濃 尾 平野 ) 【 
メタ = シ に つい て 


1955b— 


と ける マ 


寄 雑 4(2), 134 (会 ) 
鈴木 了 
1955 一 宮城 県 に お ける 肝 吸 虫 の 分 布 
寄 雑 4(4), 355 一 358 
鈴木 司 , 佐藤 
1955 一 猫 に お ける 肝臓 ヂ デス トマ 貝 卵 保有 状況 に つい て 
第 3 報 一 第 11 報 宮 衛 研 報 23,24, 26, 27, 28, 29, 


高山 八 
1941 一 肝臓 と 寄生 虫 と の 関係 (1 閉 と ょ る 肝 
臓 デ スト マ の 発育 日 寄 記 13, 65 一 66 
1942 一 肝臓 閉 許 と ょ る 肝臓 「 ヂ デス トマ 」 の 発育 (続報 ) 
日 寄 記 14, 86 一 87 
武田 , 西村 敏 , 横田 弘之 , 森岡 藤田 美智 子 
1951 一 岡山 県 上 郡 三 幡 村 に お ける 肝臓 デス トマ 
状況 岡山 衛 研 1, 58 
田北 周平 
1942 一 肝臓 デス トマ 患者 の 例 及び 該 寄生 虫 に 
ょ る 肝臓 並 に 肺 肛 瘍 症例 
満 医 37(3) , 879 
田北 周平 , 河島 実 , 小 井 俊夫 
1943 一 肝臓 デス トマ に 依る 肝臓 及び 肺 の 2 
例 日 臨 外 誌 。7(8), 401 一 408 


田辺 操 
1942 一 国 に て 人 体 に 発見 きれ た 所 肝 
(Opisthorchis felineus) に 就 て 
日 寄 記 14, 
日 医 健保 (3254), 2515 一 2516 


徳富 二 
1953 肝臓 トマ 寄生 に 因 る 肝 の 症例 
外科 誌 53(3), 185 
富井 . 徳 
1942 一 肝臓 Distoma に ょ る 胆 裏 炎 並 に 其 手 術 治験 例 
外 宝 19(5), 907 一 908 


富永 覚 
1942a 一 岡 県 下 に お ける 寄生 調査 特に 肝臓 
Clonerchis sinensis の 状 況 に 就 て 
大 阪 専 9(4), 463 一 476 
1942b 一 肝臓 「 デ スト マ 」 症 患 者 の 皮膚 反応 に 就 て 
日 寄 記 14, 85 


1939 一 肝臓 ヂ デス トマ 症 に 併発 せ ee る 肝臓 冶 の 一 


例 大 57 


渡辺 末次 , 堀井 正雄 
1950—# 生魚 類 モ ロコ ) に お ける 肝臓 
Distoma 及 横 川 吸虫 被 雷 幼 虫 の 寄生 状況 に つっ 
いて 1(3), 206 一 207 
山田 , 浅井 謙三 , 内 山幸 三郎 , 今川 他 6 氏 
1939 一 濃 尾 平野 に お ける 肝臓 ヂ デス トマ の 分 布 状態 調査 
補 遣 (庄内 川 流域 を 中 心 と せる 調査 成績 ) 
内 外 14(10), 542 一 551 
山形 敬一 , 前 川 康治 , 小野 常 次 , 村川 也 
1953 一 伊豆 沼 周 辺 に 於 ける 肝 ヂ スト マ の 研究 (8) 伊豆 
沼 棲 息 魚 類 の メタ セル カリ ア 寄 生 に 就 て 
消化 50(12), 30 
山形 , 川 康治 , 小野 常治 , 坂本 竹 肉 正 也 
1952a 一 肝 Distoma 症 に 関す る 研究 (<1) 栗原 郡 伊豆 
沼 周 辺 に ける 状況 
消化 49(12), 26 
1952b 一 肝臓 ヂ デス トマ 症 に 関す る 研究 <2) 肝臓 デス ト 
マ 症 の 観察 
臨 5(12), 1068 一 
消化 49(12), 26 一 27 


山 左 仲 , 臣 一 , 木村 道 也 
1955 一 岡山 県 下 マ メタ = シ の 分 布 及び 犬 猫 に 於 ける 肝 


吸虫 の 寄生 状況 寄 雑 4(2), 28 一 29 (会 ) 
山村 
1940-- 肝 臓 ヂ デス トマ る 胆 の 一 例 
臨 外 誌 4(5), 294 
科 誌 42(4), 649 一 660 
岡 山 529), 2107 
実 川 渉 
1951 一 千葉 県 下 肝 吸虫 症 に 関す る 調査 (1) 


日 寄 記 20, 104 
1953 一 利根 川下 流 地方 に 於 ける 肝 吸 虫 症 の 疫学 的 研究 
千葉 29(1), 25 一 3t 


D 
安藤 鉄 一 . 
1953 一 肝 研究 今後 の 方 向 (110) , 418 


1953 一 肝 蜂 症 の 皮 内 反応 に 関す る 研究 (1) 和牛 ( 層 
和牛 〕 に つい て (②" 小 動物 に つい て 
寄 2(2), 173 
1954a 一 肝 蜂 メタ セル カリ ア の 生態 に 関す る 研究 特に 
実験 室内 に お ける 採集 法 
日 獣 15 ( 附 ), 40 (会 ) 
1954b 一 肝 蜂 の 免疫 学 的 研究 <2) 実験 的 肝 蜂 症 に お け 
寄 3(1), 119 一 120 (会 ) 
1955a 一 Fasciloa 属 吸 虫 の 中 間 宿主 に 関す る 研究 (12 
日 本 産 サ カマ キ ガ イ を 用 いて の 実験 成績 
寄 4(2), 27 一 28 (会 
1955b 一 豚 に ける 肝 例 


(36 ) 


: 
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寄 雑 4(4), 396 (会 ) 
, 杉本 正勝 , 滝口 頼 三 
1950 一 牛 肝 蜂 症 の アレ ルギー 反応 に よる 診断 法 
日 12(2-3), 121 (会 ) 
1954 一 ヒメ モノ アラ ガイ (Lymnaea ollula) の 習性 
(1) う ヒメ モノ アラ ガイ の 行動 
寄 雑 3(4), 280 (会 ) 
日 16( 附 ), 143 一 144 (会 
, 植村 嘉昭 , 辻村 剛司 
1955 一 ヒメ モノ アウ ガイ (Lymnaea oliula) の 習性 
(2) 温 感性 寄 棒 4(2), 135 一 136 (会 ) 
江崎 安 一 , 川田 兄 
1954a 一 肝 蜂 の 中 間 宿 主 ヒ メモ ノア ラガ イ の 生態 に 関 
する 研究 (<1) 人工 養 殖 に 就 て の 観察 
日 獣 15 ( 附 う , 165 (会 ) 
1954b 一 肝 蜂 の 中間 宿主 ヒメ モノ アラ ガイ と 其 卵 塊 に 
対す る Molluscacide の 作用 
日 7(6), 282 


保坂 安 太 
1950 一 肝 擬 虫 卵 の 簡易 検出 法 
日 獣 協 3(12), 401 
1952a 一 肝 蜂 の 動物 体外 飼育 試験 
日 獣 14(6), 347 一 348 (会 ) 
1952b 一 寄生 特に 肝 の 物質 
日 獣 5(10), 315 
1954 一 肝 蜂 の 物質 代 講 
日 15 ( 附 ), 229 231 (会 
保坂 安 太 萩谷 
1952 一 肝 代 産物 に 関す る 研究 <1) 肝 飼養 液 中 
の 揮発 性 脂肪 酸 に つい て 
日 評 14(6), 455 一 456 (会 ) 
藤本 注 , 佐々 木 実 三 , 今田 忠信 
1948 一 肝 蜂 症 の 疫学 統計 成績 に つい て 
日 獣 10(3-4), 127 (会 ) 
島 利 保坂 幸男 , 佐々 木 
1954 一 肝 蜂 の 検査 法 に つい て 
寄 雑 3(1), 42 一 43 (会 ) 
磯田 政 恵 
1953 一 肝 蜂 の 被 細 Cercaria の 抵抗 力 に 関す る 研究 
各個 研究 及 助 成 研究 報告 集録 農学 編 312 
1954 一 肝 蜂 感染 動物 の 病理 学 的 研究 (1) 人工 感 染 肝 
の 病理 学 的 所 見 
日 獣 16, 144 一 145 (会 ) 
板垣 四郎 , 板垣 博 
1955—Anatomical and ecological studies on Lym- 
naea olllula Gould 1859, as the snail inter- 
mediate host of the liver fluke, including 
the relation to the prevalence of fascioliasis 
Sci. Rep. Azabu Vet. Coll. 2, 1—16 


板垣 四 谷 ロ 守男 
1953 パラ ヘ へ キサン に よる 家畜 肝 の 治療 実験 


(103), 55 一 69 


井上 康 , 野 阪 大 
1950 一 家 に つい て 
日 獣 12(2-3), 121 (会 ) 
岩科 一 治 , 橋口 裕 治 
1953 一 肝 蜂 症 の 皮 内 反応 と Gross 反応 の 比較 
家畜 保衛 報 1, 9 
1954 一 和牛 肝 蜂 症 の Gross 反応 に よる 診断 に 関す る 研 
究 (8) 治療 経過 に 伴 ふ Gross 反応 の 消長 
家畜 保衛 報 2, 11 
日 獣 15( 附 ), 41 一 42 (会 ) 
水曜 会 (③ , 20 
田 之 介 , 渡辺 昇 
1955 一 ヒメ モッ メア ラガ イ の 発育 史 に 関す る 観察 
日 獣 師 8(3), 135 
水曜 会 3(11), 105, 1954 
甲斐 省 三 , 中 根 激 夫 
1951 一 牛 肝 蜂 症 の 予防 並 に 治療 に つい て 
日 4(12), 412 
唐沢 進 , 向 行 , 渡辺 勿 , 名 取 邦 
1954 一 山梨 県 下 に お ける 肝 到 中 章 宿 主 特 に ヒメ モノ ア 
ラガ イ の 棲息 状況 調査 に つい て 
日 獣 16 ( 附 う , 120 (会 ) 
川名 浩 
1939 一 肝 蜂 の 排 洪 管 系 統 発 達 に 関す る 研究 附 , 路 
那 に お ける 肝 の 第 一 中 間 宿 主 に つい て 
日 寄 記 11, 47 一 48 
川田 史郎 , 江崎 安 一 
1954 一 ヒメ モノ アラ ガイ と 其 卵 塊 に 対す る Mollsuca- 
cide の 作用 日 15 ( 附 ), 165 一 166 (会 
北沢 部 政 久 , 岡田 
1954 一 松山 地方 の 和牛 肝 蜂 症 に つい て の 実態 調査 
日 15 ( 附 , 39 一 40 (会 ) 


小林 瑞穂 
1953 一 岐阜 県 下 の 淡水 産 魚類 の え メタ セル カリ ア に つい 
を 寄 26 一 27 (会 ) 
日 寄 記 21, 131 
小松 広 


1943 一 済 洲 島 に お ける 細 羊 の 肝 蜂 症 の 発生 例 に つい て 
応 獣 16(8), 495 


小峰 仙一 , 臼井 和哉 , 渡辺 昇 蔵 , 三浦 孝紀 
1955 一 牛 肝 虫 と 清 反応 及び 血清 総 白 , 同 
分 慎 比 の 関係 に つい て 
日 8(1), 11 一 13 
小峰 仙一 , 渡辺 昇 蔵 , 杉浦 孝紀 
1954 一 和牛 の 肝 症 の 診断 に 関す る 研究 一 区 便 検査 と グ 
ロス 反応 コバ ルト 反応 アル ミ ン , グロ 
リ ン 比 と の 関係 に つい て 
日 7 (8, ), 25-—26 
小宮 義孝 河口 忠雄 
1954 一 肝 (Fasciola hepatica) の 人体 異 所 寄生 の 一 
例 外科 領 2(11), 734 一 737 


(37 ) 
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寄 雑 3(1), 119 (会 ) 
黒川 和 雄 , 磯田 政 恵 , 小野 豊 
1953 一 牛 特に 役 牛 に ける 肝 症 の 臨床 的 観察 
新 1, 49 
前 田 省 三 , 上 別府 玉 
1953 一 牛 肝 蜂 症 に 於 ける 血清 コバ ルト 反応 に つい て 
(107), 256 一 258 
1954 一 肝 牛 に ける 全 及び 比重 
家畜 保衛 報 2, 12 
1954 一 肝 此 ア レル ゲン の 精製 及び 結 品 化 


日 農 化 28(5), 365 一 368 


万 司 
1954 一 新潟 県 下 の と 殺 牛 に つい て 実施 し た 和牛 肝 蜂 症 診 
断 法 の 比較 に と つい て 
日 獣 16( 附 ), 103 (会 ) 
つた 牛 肝 駆虫 と その 後 体重 に 
及ば ほす 影響 に て 日 16( 附 123 (会 ) 
長野 寛治 
1954 一 肝 蜂 症 の 一 対策 と し て の 養 鯉 
寄 3( ), 278 (会 ) 
西野 敏雄 , 藤川 高 範 , 石丸 義 美 , 中 尾 留 夫 
1953 一 冬期 五島 地方 に 発生 する 和牛 の 有 蜂 寄生 に よる 起 
| 立 不 能 症 日 獣 師 6, 439 一 441 
岡 , 熊谷 陵 
1952 一 肝 の 駆虫 成績 と つい て 
日 獣 師 5(5), 156 
小野 豊 
1954 一 肝 蜂 感染 予防 の 研究 2) 各種 外 約 条件 及び 薬剤 
の メタ セル カリ ア に 対す る 効果 
日 7(4), 153 
小野 豊 , 藤 敏明 
1954 一 穴 畜 寄生 虫 病 の 免疫 学 的 考察 並 に 免疫 学 的 診断 


法 の 応用 に つい て 獣 畜 (127), 57 一 60 
小野 豊 , 磯田 政 恵 


1951a 一 肝 蜂 症 に 関す る 研究 (1) 肝 蜂 Fasciola hepa- 
ica の 発育 史 に 関す る 研究 特に 卵 よ り 被 愛 
Cercaria に 至る 発育 の 観察 
日 獣 13(2), 87 一 93 
1951b 一 肝 の Cercaria は 被 何 日 程 で 宿主 に 感 
染 が 可能 な る か 日 獣 13(5-6), 347 (会 ) 
1951c 一 肝 症 の 内 反応 に 関す る 研究 
日 寄 記 21, 130 
1951d 一 牛 の 肝 蜂 症 の 肝臓 の 病理 解剖 学 的 研究 
60I 
1952a 一 肝 被 Cercaria の 抵抗 力 
日 獣 14(6), 456 (会 ) 
1952b 一 肝 蜂 症 に 関す る 研究 (3) メス メタ セル カリ ア に 信 『 
る 家 感染 試験 日 獣 14 3) , 
1952c 一 肝 此 症 の 病理 発生 学 月 (10), 488 
1952d 一 弟 牛 肝 蜂 症 の 診断 に 関す る 研究 , 特に 皮 内 反 
応 の 診断 的 価値 日 獣 畜 大 紀 1, 21 
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( 38 ) 


1952e 一 肝 症 の 治療 に 関す る 研究 (1) 実験 的 家 可 肝 
上 軽 症 に 対す る ア ンチ モン 剤 の 治療 試験 
日 5(2), 44 


1954a 一 肝 肝臓 ヂ デス トマ の 家 感染 に お ける 比較 


研究 (2) 寄 雑 3(1), 29 一 30 
日 獣 13 (5-6) , 346 一 347 (会 ) 
1954b 一 群馬 県 に ける 肝 中 主として の ヒメ モ 


ノア ラガ イ に 関す る 研究 
日 15( 附 。 (会 
寄 雑 2(2), 169 (会 ) 


日 獣 師 6(3), 87 一 90, 1953 
小野 豊 磯田 政 , 藤 敏明 , 木村 重 
1952a 一 弟 牛 肝 帳 症 の 診断 に 関す る 研究 特に 皮 内 及 


応 の 診断 的 価値 に っ つい て (1) 基礎 成績 
日 獣 14(6), 348 一 349 C- 
1952b 一 肝 症 の 診断 に 関す る 研究 特に 皮 円 反 
応 の 診断 的 価値 に つい て (2) 群馬 県 下 に お け 
る 集団 検診 成績 日 獣 14(6), 349 一 350( 会 ) 
小野 豊 , 磯田 政 恵 , 黒川 和 雑 

1952 一 の 肝 症 の 治療 (駆虫 ) に 
ヘ へ クレ ン の 効果 に つい て 
(94), 763 


関す る 研究 <2) 


小野 豊 , 磯田 政 恵 , 敷 内 潮 
1953 一 時 感染 予防 の 研究 (1) 各種 農薬 の 殺 に 
a 日 獣 師 6(10), 353 一 355 


大 越 伸 , 板垣 
1953- 山間 に ける 肝 の つい て 
寄 2(2), 169 CA) 
1955 一 本 邦 産 モノ アラ ガイ 8 に つい て 
寄 雑 4(2), 27 (会 ) 


1950 一 北海 道 日 高三 石 町 の 小 部 5 洛 ! こと 発生 し た 肝 蜂 症 及 
び 其 中 間 宿 主 ヒ メモ ノア ラガ イ の 棲息 
207 ; (156), 379 


佐野 基 人 , 沢田 利 上 真 
1954 一 肝 蜂 虫 体 成分 と に よ る アレ ルギー 性 反応 に 関す る 
研究 日 衛 9(2), 129 


沢田 利 頁 , 佐野 基 人 
1954a 一 肝 蜂 症 の 皮 内 反応 プ ド テイ ン 抗原 
日 衛 9(2), 129 
1954b-- 肝 症 の 皮 内 反応 ポリ サッ カリ ー ド の 抗原 
日 衛 9(2), 129 


下村 実 
1955 一 日 本 住 血 吸 虫 及 時 四 の 酸素 消費 量 に 就 て 
寄 4(4), 399 (会 ) 
1954 一 三重 県 に お ける 肝 昨 症 の 分 布 調査 成績 に つい て 
日 獣 7(8), 
艇 浦 孝紀 , 藤尾 成徳 
1954- 人 工 染 山 肝 症 の 肝臓 病変 に つい て 
日 獣 16 ( 附 ), 103 一 104 (会 ) 


孝紀, 渡辺 昇 , 佐々 木 , 土屋 正之 , 本 間 
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1953 一 ヘキサ クロール エタ ン 製 剤 の 毒性 減弱 に 関す る 
研究 (<1) に ける 和牛 肝 駆虫 試験 
獣 (123), 1086 一 1089 
日 師 7(8, 臨 ), 26 


庄村 , 二宮 正明 , 斎藤 , 岩沢 英男 
1954 一 香川 県 下 に 於 ける 牛 肝 蜂 症 の 調査 
日 獣 15 ( 附 ), 38 一 39 (会 ) 
庄村 , 二 正明 , 斎藤 , 岩沢 英男 , 岡田 弘 
1953a 一 香川 県 下 に お ける 和牛 肝 蜂 症 に つい て 
(114), 612 一 614 
1953b 一 香川 県 下 ほ た お ける 牛 肝 帳 症 に つい て (2 和牛 肝 
の 被害 調査 と ペ キサ クロ ロニ エタ ン の 


成績 と つい て 獣 吉 (118), 846 一 849 
1940 一 モノ アラ ガ ヒ 類 の 分 布 に お ける 編 国 と 大 陸 と の 
関係 植 動 8(6), 1071 
千葉 孝 


1948 一 肝 是 の 病理 組織 学 的 研究 
病理 37, 131 一 132 
1954 一 症 の 病理 学 的 研究 (1) 主として 膝 管 の 病 
変 を 中 心 と し て 日 獣 16( 附 う , 61 一 62( 会 ) 
上 野 計 , 祝 所 金 松 , 尾形 藤 治 
1953 一 集団 的 に 発生 し た 海 の 肝 に つい て 
寄 雑 2(1), 118 (会 ) 
渡辺 昇 
1954a 一 肝 蜂 症 の 診断 予防 防 記 に 関す る 研究 
日 獣 15 ( 附 ), 226 一 229 (会 ) 
1954b 一 わが 国 に お ける Fasciola 属 の 種類 に つい て 
日 獣 師 7(3), 124 


渡辺 昇 , 岩田 介 
1955a 一 新潟 県 下 に 於 ける ヒメ モノ アラ ガイ の 肝 感 
染 に 関す る 研究 
水曜 会 4⑫), 13, 1950 
日 獣 師 8(6), 290 一 294 


1955b 一 本 邦 に 於 ける 肝 蜂 の 形態 学 的 研究 1) 虫 卵 , ・ 


皮 体 理 水曜 会 4(4), 31 
渡辺 昇 , 岩田 介 , 佐々 木 , 土屋 正之 , 本 間 
宏 
1954 一 佐渡 に お ける 肝 昨 中 間 宿 主として の ヒメ モノ ア 
ラガ イ に 関す る 観察 
、 日 喜 16 ( 附 ), 120 一 121 (会 ) 
渡辺 昇 , 永山 文昭 , 岩田 之 介 
1953 一 肝 簡易 検出 法 
日 獣 師 6(5), 176 一 177 
渡辺 昇 , 杉浦 桐 沢 純 , 野 ロ ー 他 
1953 一 山羊 肝 里 症 の 人 工 感 染 と へ クレ ン に ょ る 治療 試 
験 新 臨 1, 45 


渡辺 昇 , 杉浦 , 上 條 正治 , 塩入 
1954ー へ キサ クロ ー ル エタ ン 製 剤 の 書 性 減弱 と 関す る 
研究 (2) 長野 に お ける 細山 羊 の 駆虫 試験 
日 獣 7(8, 臨 ), 27 


(128), 113 


山下 次 郎 , 永田 俊郎 , 渡辺 正雄 
1955 一 北海 道 に 於 ける 家 多 寄 生 虫 病 流行 状況 実態 調査 
(4) 和牛 及び 細 の 肝 蜂 調査 成績 
寄 雑 4②, 42 一 43 (会 ) 
北大 農 紀 2(3), 151 一 157 


安川 正敏 
1952 一 肝 蜂 駆虫 の 薬理 的 研究 
日 師 5(12), 399 


1952 一 肝 蜂 ミラ キ ヂ ウム の 各種 温度 に お ける 生存 時 間 
日 寄 記 21, 129 
1953—Ecology of the miracidium (1) On the per- 
pendicular distribution and rheotaxis of the 
miracidium of Fasciola hepatica in water. 
Jap. J. Med. Sci. and Biol. 6(1), 1—10 
日 寄 記 21, 68 1952 
1954—Ecology of the miracidium (2) On the 
behavior to light of the miracidium of Fas- 
ciola hepatica 
Jap. J. Med. Sci. and Biol. 7(2), 181—192 
寄 雑 2(1), 37 一 38 (会 ) 1953 
1954 一 ミラ キジ ウム の 生態 に 関す る 研究 (3) 肝 此 ミ 
ラキ ジウ ム の 走 光 性 補遺 
寄 雑 3(1), 118 一 119 (会 ) 
横川 宗雄 
1947 一 肝 蜂 の 家族 的 感染 例 報 告 、 
日 寄 記 16-18, 22 
吉田 孝 , 渡辺 昇 . 
1954 一 細山 羊 の 肝 蜂 症 の 診断 に 関す る 研究 
日 獣 師 7(8), 25; 7(2), 64 一 67 


政 市 
1955 一 中 国 の 東北 地方 に お ける 肝 蜂 症 の 疫学 的 研究 
寄 4②2), 42 (会 ) 


阿部 高知 
1941a RRhodeus lanceolata に 寄生 する 類 被 
虫 の 研究 (1 う Rho. lan. に 寄生 する 吸虫 類 
被 概 幼虫 の 季節 的 消長 に つい て 
岡山 53(5), 956 一 1038 
lanceolata に 寄生 す る 類 被 
虫 の 研究 (2 ) Rho. lanc. に 寄生 する 吸虫 類 
被 虫 の 種類 並 に 其 部 位 別 寄生 
岡山 53(6), 1206 一 1219 


赤木 孝 
1954 一 岡山 地方 の 半 産 魚 類 に お ける 類 被 
虫 の 種類 こつ いて 寄 雑 3(1), 45 (会 ) 
赤木 , 戸川 
1953 一 有害 媒 形 吸虫 の 人 体感 染 と に お ける 虫 所 見 
寄 雑 2(1), 29 (会 ) 
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安藤 
1938 一 本 邦 並 に 満 鮮 に お ける Echinostoma 科 ( 団 口 
科 ) 日 新 27 (12), 1717 一 1746 
1939a 一 本 邦 並 に 満 鮮 に お ける Echinostoma 科 ( 球 
吸虫 
日 新 28(1), 1 一 45 ; (2), 173 一 189 ; 
(3), 293—312 ; (4), 447—454 ; 
(5), 585—604 
1939b 一 本 邦人 に 依り な され た る 薩 品 吸虫 科 に 関す る 
従来 の 研究 概要 吉田 祝 記 78 一 84 


有岡 三浦 守 


1955 一 横川 吸虫 の 組織 化学 的 研究 
寄 雑 4(4), 400 (会 


有田 道夫 , 相 
1951 一 イタ チ に る 1 種 の メタ セル カリ ア に つい 
で 日 寄 記 20, 40 一 41 


浅田 順一 
1939 一 ェ キ ノ ス ト マ 科 吸 虫 の 一 新種 並 に 其 発育 史 に 
する 研究 吉田 祝 記 39 一 69 
1940 一 満 洲 産 「 ザ リガ =」 を 中 間 宿 主 と す る 一 新 被 概 
幼虫 及 其 の 発育 史 日 寄 記 12, 50 一 53 
浅田 順一 , 金光 虎 雄 
1952 一 Micsophallus minus の 発育 史 に 関す る 研究 
日 寄 記 21, 71 


浅田 順一 , 房子 , 越 枝 
1952 一 異形 吸虫 類 の 人 体 寄生 に お ける 一 新 駆虫 法 に つ 
いて 日 容 記 21, 67 一 68 
1954 一 異形 吸虫 の 人 体感 染 に お ける カマ ラ 駆 虫 法 の 応 
用 価値 に つい て 寄 雑 3(1), 117 (会 ) 
東 
1954 一 肝 到 の 免疫 学 的 研究 (2 う , 実験 的 肝 蜂 症 に お 
ける 抗 元 (2,3 の 虫 ) の 皮 内 反応 に つい 
寄 3(1), 119 一 120 (会 


朴 (Park, James TT.) 
1938a—A rat trematode, Echinostoma hortense 
Asada, from Korea 
Keijo J. Med. 9(4), 283—286 
1938b—An amphibian trematode, Polystoma inte- 
gerrimum (Fl16lich, 1791), from Uchikongo, 


Korea Keijo J. Med. 9(4), 287—289 
1938c—A new fish trematode with single testis 
from Korea 


Keijo J. Med. 9(4), 290—298 


1938d 一 或 る 吸虫 類 の 雌性 生 殆 器 の 進化 に つい て 
日 寄 記 10, 75 


E 1939a—Trematodes from mammalia and aves 


dae: Plagiorchoides rhinolophi n. sp. and 
Plagiorchis orientalis n. sp. from Tyosen 


1939b—Fish trematodes from Tyosen (2). Some 
new digenetic trermatode parasites from 
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marine fishes 
Keijo J. Med. 10(1), 7—18 
. 1939c—Trematodes of mammals and aves from 
Tyosen (3). A new trematode of the fa- 
mily Plagiorchidae Ward, 1917, Plagiorchis 
magnacotylus sp. nov. 
Keijo J. Med. 10(2), 43—45 
1939d—A new amphibian trematode, Mesocoelium 
minutum sp. nov. (Dicrocoeliidae), from 
Japan Keijo J.Med. 10(2), 46—51 
1939e—Trematodes of fishes from Tyosen (3). 
Some new trematodes of the family Al- 
locreadiidae Stossich, 1904 and the genus 
Macrolecithus Hasegawa and Ozaki, 1926 
Keijo J. Med. 10(2), 52—62 
1939f —Trematodes of fishes from Tyosen (4). 
A new digenetic trematode parasite, Bu- 
cephalopsis cybii sp. nov. (Bucephalidae 
Poche, 1907) 
Keijo J. Med. 10(2), 63—65 
1940—Trematode parasites of reptilia from Tyo- 
sen (1l). Three new digenetic trematodes, 
Encyclometra koreana sp. nov., Neomicroderma 
elongaia gen. nov. sp. nov. (Plagiorchidae) 
and Proalarioides kobayashii sp. nov. (Stri- 
geidae) 
Keizyo J. Med. 10(3), 113—123 


伊達 富久 
1943— Plecoglossus altivelis (に お ける Metagonimus 
虫 の 季節 的 消長 附 其 他 の 吸虫 類 被 
岡山 55(11), 1460 一 1571 ; 53(3) , 648, 1941 
日 寄 記 12, 46 一 47, 1940 
1949 一 熊本 県 下 に お ける ニ 二 三 吸虫 の Cercaria の 分 布 
病理 38(1-6), 364 


平沢 一 三 , 浅田 順一 
1927—Lepoderma muris の 発育 史 に 関す る 研究 , 特に 
本 吸虫 の 第 一 及び 第 二 中 間 宿 主 並 に 基 の 終 宿主 
に 就 て 新 誌 (2614), 507 一 516 


保科 利 一 , 荻野 
1952—Studien tber Gymnophalloides tokiensis Fuji- 
ta, 1925. 1. Uber die Einwirkung der Lar- 
valen Trematoda auf die chemische Kom- 
ponente und das Wachstum von Ostrea gi- 
gas Thumberg 
J. Tokyo Univ. Fisheries, 38 (3), 335—350 


(2). Two new trematodes of Plagiorchi- 


1941 一 「 シ チラ ウネ ジン ツ ミ 」 より 得 た る Neodiplosto- 
4m の 一 種 に 就 て 日 寄 記 13, 61 一 63 


(Korea) Keijo J. Med. 10(1), 1—6 店 井 玉 夫 , 尾形 藤 治 


1938 一 熱 河 省 産 寄生 吸虫 類 
満蒙 5 部 1 区 1 編 1 力 1ー26 
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1939a—On three species of trematodes from riae 
Ocadia sinensis (Gray) Jap. J. Med. Sci. and Biol. 6(5), 487—492 
吉田 祝 記 187 一 202 岩田 正俊 
1939b 一 満 洲 産 の 一 新 1940 一 シヤ ハイ ( 赤 と タイ ワン ミゾ マメ タニ ニシ の 
動 灯 51(2), 98 一 99 産地 視察 記 関 医 12(35), 19 一 20 
井田 正二 1949 一 ヒラ マキ モドキ に 寄生 せる Cercaria 
1933 一 予 の 発見 せる Metagonimus の 一 種 米子 1(2), 86 
埼玉 28, 122 松之助 
竹 巨 成一 1935 一 メタ ゴマ = ム ス 属 吸虫 の 一 新種 並 其 の 発育 宏 に 関 
1950 一 岡山 産 “カワ = ナ "” に 寄生 する 吸虫 類 セ ルカ リ する 研究 新 誌 (2929), 1224 一 1236 
ァ に つい て 日 寄 記 19, 25 一 26 
1953 一 岡山 県 下 吸 虫 類 中 間 宿 主 の 研究 (1, 2, 3, 4, 5) 1939a 一 横川 吸虫 の 免疫 学 的 研究 
岡山 65(1), 37 一 49 日 寄 記 11, 53 一 54 
i 1939b 一 横川 吸虫 の 免疫 学 的 研究 
1953—A differential staining for living and dead 医 研 13(3), 593 一 636 
larval trematodes 1939c 一 マウ ス 及 家 鶏 幼 雛 体 内 に お ける 横川 吸虫 の 発 
Jap. J. Med. Sci. and Biol. 6(5), 481—486 育 医 研 13(3), 637 一 655 


日 寄 記 21, 64, 1952 1939d 一 横川 吸虫 の 免疫 学 的 研究 (続報 ) 
伊藤 二 酸 医 研 13(7), 1713 一 1796 
1949a— に セル カリ ア の 一 新種 Cer- 十 田 本 
1942 一 朝鮮 産 の 吸虫 に 関す る 研究 C1) Loxogenes 
の 医 生 14(3), 176 一 178 liberum Seno KY Pleurogenes japonicus Ya- 


日 寄 記 16-18, 10 maguti 朝 博 9, 36 
1949b 一 カプ レ を 起す と 思 は れる Cercaria scripta 金光 虎 尋 
Faust, 1924 に つい て 1953 一 福山 地方 に お ける 半 戯 水産 魚類 を 中 間 宿 主 と す 
日 寄 記 16-18, 18 る 類 の 研究 , 特に と ヘ へ テロ フィ エス 属 


広 医 6(4-5), 270 一 283 


1952a—Redescription of Cercaria nipponensis Faust, 
日 寄 記 21, 66 一 67 


1924, a xiphidiocercaria in snail host Semz- 


sulcospira spp. in Japan 金光 虎 雄 , 赤木 大 田 垣 博 房 
Jap. J. Med. Sci. and Biol. 5(1), 13—20 1953 一 半 戯 水産 魚類 を 第 2 中 間 宿 主 と す る Metagoni- 
日 寄 記 20, 102 mus 属 吸 虫 に 関す る 研究 附 鱗 を 中 間 宿 主 と す 
1952b—A description of two xiphidiocercariae, る Heterophyes continus に つい て 
Cercaria okabei Ito, 1949, and Cercaria 広 医 6(4-5), 296 一 304 
of Maritrema caridinae (Cercaria takahashii 金光 虎 雄 , 浅田 順一 , 房子 
Yokogawa et Ito, 1949), parasitic in Ka- 1953 一 Microphallus minus Ochi 1928 の 第 一 中 間 宿 主 
tayama nosophora in Japan (Trematoda) に 関す る 実験 的 研究 並 に 同 吸 虫 の 第 二 中 間 宿 主 
1952c—Redescription of Cercaria yoshidae Cort et serrifer Stimpson と の 関係 
Nichols, 1920, a cystophorous cercaria in 広 医 6(4-5), 284 一 294 
the snail, Semisulcospira spp. in Jal 
1952 一 愛媛 県 豊川 流域 の 横川 吸虫 に つい て (4) 
日 寄 記 21, 132 
日 寄 記 20, 104 n 


1953a—Redescription of Cercaria incerta Faust, 木下 武男 , 坂本 武司 , 本 倉 潔 , 久米 田 克 哉 
1949 一 岡山 県 高屋 地方 に お ける Echinostoma 科 吸 虫 


1924, a cotylomicrocercous cercaria in 


snail host Semisulcospira spp. in Japan と 基 分 布 岡山 61(5), 150 一 151 

(Trematoda) 小林 晴 

Jap. J. Med. Sci. and Biol. 6(3), 289—293 1927 一 内 部 寄生 吸虫 類 通説 朝 博 ⑤), 

日 審 記 21, 129 1950 一 人 体 寄生 虫 第 一 中 間 宿 主 ( 巻 員 )〉 の 種別 

1953b—Two cystophorous cercariae, C. introverta 新 誌 67(3), 20 一 21 

Faust, 1924, and C. longicerca n. sp. from 日 容 記 16-18, 31 

fresh water snail, Semisulcospira spp. in 1951 一 五島 清太郎 の 外部 寄生 吸虫 類 に 関す る 業績 と 吾 

Japan, with a list of cystophorous cerca- 国 の 寄生 虫 学 会 
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医事 (1421), 1992 一 1993 

小林 英 一 
1940 一 海南 島 に お ける 中 虫 類 の 研究 (1〕 異型 吸虫 科 
の 二 新 種 台 落 39(6), 876 


1941 一 海南 島 に お ける 吸虫 類 の 研究 (1) 海南 島 に お 
ける 異型 吸虫 科 の 第 二 中 間 宿 主 の 決定 
日 寄 記 13, 51 
1942a—Studies on trematoda in Hainan Island 
(1). Determination of the second inter- 
mediate hosts of trematodes and trema- 
todes found in the intestinal tract of dogs 
by experimental feeding with fish in Hai- 
nan Island 
Jap. J. Med. Sci. 5. 6(3) , 181—185 
日 客 記 13, 51 一 54 
台 落 40(12), 2294 一 2299, 1941 
1942b—Studies on trematoda in Hainan Island 
(2). Trematoda found in the intestinal 
tracts of dogs by experimental feeding 
with certain fresh and brackish water fish 
Jap. J. Med. Sci. 5. 6(3), 187—227 
1942c—Studies on the flukes in Hainan Island 
(3). On the flukes belonging to the fa- 
mily Echinostomidae Odhner, 1910, Epi- 
sthochasmus caninum Verma, 1935 
Act. Nip. Med. Trop. 4(1-2), 97—105 
小林 久雄 , 尾崎 正忠 
1945 一 トノ サマ ガエル の 吸虫 Halipegus japonicus 
Yamaguti の 寄生 率 に つい て 
動 雑 63(3, 4), 88 
小林 
1953 一 岐阜 県 下 の 淡 水産 魚類 の え メタ セル カリ ア に つい 
で 寄 雑 2①1), 26 一 27 (会 ) 
日 寄 記 21, 132 
古賀 元 晃 
1939 一 九州 筑後 川 に 於 ける メタ ゴム ス の 第 二 中 間 宿 主 
に 就 て 九 大 医 報 13(2), 141 一 145 
福岡 衛 集 (6), 37 
1947 一 中 静 那 に お ける 「 メ タゴ = ム ス 」 履 吸虫 の 第 二 
中 間 宿 主 、 日 16-18, 7 


古賀 造 
1952a 一 吸虫 科 の 発育 に 関す る 研究 Echki- 
nochasmus milvi Yamaguti の 発育 実 
次 医 雑 15(7-8), 393 一 403 
日 寄 記 20, 107 
1952b 一 吸虫 科 の 発育 に 関す る 研究 (2 Mic- 
ropar?phium に 属す る 一 新 虫 の 発育 
15 (11-12), 680 一 692 
日 寄 記 21, 70 一 71 
久 医 雑 15(3-4), 234 
1952c 一 「 ェ ッ 」 に 寄生 する 吸虫 類 被 
日 寄 記 21, 133 
1953 一 Acanthatrium に 属す る 一 新 吸虫 の 発育 に 


( 42 ) 


て 医 16(1 一 4), 791 一 798 
寄 雑 2(1), 27( 会 ) ; 2(2) , 174( 会 ) 
1954—The life history of a new trematode en- 
cysted in the nymphs of stone flies 
Kurume Med. J. 1(1), 19—26 


小宮 義孝 


1938—Die Entwicklung des Exkretionssystem ei- 
niger Trematodenlarven aus Alster und 
Elbe, nebst Bemerkungen uber ihren Ent- 
wicklungszyklus 
Z. Parasit. 10(3), 340—385 
1939 一 吸虫 排 系 の 発達 に 関す る 二 三 の 知見 
日 寄 記 11, 49 一 50 
1940—New species name Cercaria altenwerdi 
J. Shanghai Sci. Inst. Sect. 4, 5, 107 
1941a—Cercaria shanghaiensis, n. sp. and its life 
cycle, with special reference to its excre- 
tory system (Cercariae from Chinese 
fresh water 1) 
J. Shanghai Sci. Inst. 1(2), 109—120 
1941b—Cercaria shanghaiensis ?n. sp. と その 生活 
史 , 特に その 排 洪 系 続 に 就 て 
上 海 11(2), 131 一 138 
194lc—A new cystophorous cercaria, Cercaria 
yokotei, and its excretory system (Cerca- 
riae from Chinese fresh water 2\ 
J. Shanghai Sci. Inst. 1(2),* 121—127 
1941d 一 Cystophorous cercaria の 一 新種 Cercaria 
yokotei n. sp. と その 排 系 
上 海 12(1), 9 一 14 
194le—A new ‘' Zygocercaria ’’, Cercaria radiata, 
and its excretory system (Cercariae from 
Chinese fresh water 3) 
J. Shanghai Sci. Inst. 1(3), 229—232Z 
1941f 群体 Cercaria の 一 新種 Cercaria radiata 
その 排 江 系統 上 海 12(1), 15 一 19 
1943a—Cephalogonimus japonicus Ogata from Amy- 
da sinensis in China and its excretory sys- 
tem 
J. Shanghai Sci. Inst. 2(4), 107—109 
1943b—A new metacercaria, Bucephalopsis clara, 
and the excretory system of Bucephalidae 
J. Shanghai Sci. Inst. 2(4), 111—114 
1943c 一 中 国 淡水 産 Metacercaria に 関す る 研究 (4) 
漢口 地方 に お ける 淡水 魚類 に 寄生 せる Meta- 
cercaria に つい て 
上 海 14(2), 118 一 122 
1945 一 無 鍋 地 方 淡水 急 に 寄生 せる Metacercaria に 就 
て 上 海 15(1), 
1948—Cercaria echinolophocauda n. sp. と その 排 港 
系 統 5(11), 33 一 34 
1949a 一 Cercaria corforma n. sp. と その 第 二 中 間 宿 
主 内 に お ける 発育 
日 寄 記 16-18, 19 
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1949b 一 埼 北 地方 に お ける タナ ゴ の 所 調 黒 班 病 と つい 
て (メタ ゴマ = ム ス に 関す る 研究 No. 1) 
日 寄 記 16-18, 25 
1949c 一 -Asymphylodora sp. に 発育 する と 思 は れる 
Cercariaeum 三種 
日 寄 記 16-18, 27 
1949d—Metacercaria hasegawai C nom. nov. と そ 
の 排 洪 医 6(8), 8 一 10 
1951a 一 横川 吸虫 及 肝 吸虫 の 第 一 中 間 宿 主 発見 
医事 (1409), 1125 一 1126 
1951lb—On the metacercaria from the body ca- 
vity of Ephemera sp. naiads, presumably 
a larval form of Prosthogonimus sp. 
Jap. Med. J. 4(2), 131—137 
日 寄 記 16 一 18, 24 
1951c—The cercaria of Echinochasmas perfoliatus 
Ratz and its excretory system 
Jap. Med. J. 4(4), 239—244 
1949— Echinochasmus perfoliatus Ratz と その 排 洪 系 
統 新 誌 66(3), 8 一 10 
1951ld—Cercaria misa n. sp., its excretory system 
and second intermediate host 
Jap. Med. J. 4(4), 245—256 
1948 一 Cercaria misa n. sp. と その 排 洪 系 続 並 に 第 二 
中 間 宿 主 5(13), 572 一 575 
1951le—Cercaria echinolophocauda n. sp. and its 
excretory system 
Jap. Med. J. 4(4), 257—261 
. 19524a—On two new species of echinostomatid 
larvae from fresh-water fishes 
Jap. J. Med. Sci. and Biol. 5(5), 293—298 
1952b—Two new species of Gymnocephalous cer- 
cariae and their excretory system 
Jap. J. Med. Sci. and Biol. 5(6), 455—460 


小宮 義孝, 村瀬 か つ 子 
1944a 一 人 工 胃 液 消化 法 に よる 各種 Metacercaria の 
魚体 より の 収納 度 に 就 て 
上 海 14(5), 351 一 355 
1944b 一 魚体 内 に お ける 各種 Metacercaria の 分 布 に 
就 て 上 海 14(6), 419 一 434 
1951—Efficacy of digestion method for collecting 
metacercariae from the fish body 
Jap. Med. J. 4(1), 43—48 
1952—On the distribution of various metacer- 
cariae of trematodes within the fish body 
Jap. J. Med. Sci. and Biol. 5(5), 277—292 


1940a—Study on Clonorchis sinensis in the district 
of Shanghai (6). The life cycle of Exor- 
chis oviformis, with special reference of the 
similarity of its larval forms to that of 
Clonorchis sinensis 
J. Shanghai Sci. Inst. Sect. 4,5,109—123 

1940b Exorchis _oviformis の 発育 Clonor- 


( 43 ) 


chis sinensis と の 異同 に 就 て (て 上海 地 方 に 於 
ける 肝 吸 虫 に 関す る 研究 第 6 報 ) 
上 海 9, 239 一 249 
日 記 12, 44 
1941a—Metacercariae from Chinese Pseudorasbora 
parva Temminck and Schlegel with special 
reference to their excretory system (Me- 
tacercaria from Chinese fresh water 1) 
J. Shanghai Sci. Inst. 1(1), 69—106. 
1941b 一 中 国 に 於 け る 淡水 魚 Pseudorasbora parva 
Temninck & Schlegel に 寄生 せる Metacer- 
caria 特に その 排 就 て 1 
上 海 11(1), 1 一 34 
日 寄 記 11, 48, 1939 ; 14, 87, 1942 
1942 一 Echinostoma 型 Cercaria の 1 新種 と その 
Metacercaria に 就 い て (中 国 淡水 産 Cercaria. 
No. 4) 上 海 12(3), 183 一 193. 
日 寄 記 13, 54, 1944 
1943 一 中 国 淡 水産 Metacercaria に 関す る 研究 (2 ) 
上 海 附 近 に お ける Macrobranchium nipponensis 
(de Haan) に 寄生 せる Metacercaria と その 


排 系統 海 13(1), 45 一 62 
日 寄 記 13, 55, 1941 

高 長 
1939 一 石川 県 大 聖 寺川 産 鍼 を 中 間 宿 主 と す る 大 卵 型 横 
川 吸虫 に 就 て 新 誌 (3127), 26: 


1940 一 田 螺 を 中 間 宿 主 と す る 吸虫 類 の 研究 特に 静岡 
県 産 田 上 認め られ る 一 新 被 
日 医大 11(12), 1780 
1941 一 広島 県 賀茂 郡 三 津川 に お ける 淡水 産 魚類 を 中 間 
宿主 と する 吸虫 類 の 検索 
日 医大 12(4), 345 一 351 
久保 道夫 , 牧野 正 
1941 一 吸虫 類 第 二 中 間 宿 主として の 北 満 に お ける 淡水 
魚 満 医 34(3), 395 一 400 
日 寄 記 13, 56 一 58 
久保 隆 
1950 一 大 阪 府 下 神 崎 川上 流産 魚類 に お ける 吸虫 類 被 埋 
幼虫 の 感染 率 に つい て 
日 新 37(9), 404 一 406 
日 寄 記 16-18, 28 
黒川 文 
1935— マ メタ ニン Bulimus (Parafossarulus) striatus 
(Pilsbry) を 中 間 宿 主 と す る 吸虫 類 の 研究 特 
に 基 れ に 認め られ た る 類 被 虫 に 就 て 
誌 (2937), 1795 一 1800 
1939a—Metagonimus 属 吸 虫 の 研究 殊 に 桂 田 Meta- 
gonimus Izumi (1935) の 第 一 中 間 宿 主 の 決定 
並 に 発 育 つい て 
誌 (3161), 2877 一 2885 
1939b—Stamnosoma 属 吸 虫 の 研究 特に Stamnosoma 
mycticoracis Izumi (1935) の 第 一 中 間 宿 主 の 決 
定 並 に 発育 つい て 
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新 誌 (3166), 3153 一 3161 


正 策 
1938 一 第 一 及び 第 二 中 間 宿 主 に 
季節 的 消長 に 就 て 岡山 
1940 一 高橋 吸虫 並 に 横川 吸虫 の Miracidium の 発育 


お ける 発育 期 吸 虫 類 の 
50(2) , 327—437 


に つい て 岡山 

佐 二 郎 
1939 一 吸虫 類 CTrematoda) の 染色 体 特 に 性 梁 色 体 
の 問題 吉田 祝 記 1042 一 1048 


1939 一 半 戯 水産 魚類 を 中 間 宿 主 と す る 吸虫 類 の 研究 
特に ワカ サギ ( に 於 て 認め た る 一 種 の 被 
幼虫 新 誌 (3135), 1376 一 1379 
1940 一 大 阪 府 下 淀 川 の 淡水 産 魚 類 に お ける 吸虫 類 被 埋 
幼虫 中 央 9(12), 1258 一 1266 


林 久 吉 
1939—Opisthorchis tenuicollis (0O. felineus) の 人 体感 
染 例 慶応 19(10), 1101 一 1104 


松田 
1939 一 川 魚 と 横川 吸虫 症 医 展 


松永 照 太 
1940 一 九州 地方 に お ける Metagonimus 貝 寄生 病 
実 医 26(9), 1187 一 1188 


52 (9) , 2293 一 2310 


(242) , 10—11 


三角 謙 男 
1941 一 海軍 水雷 学校 に お ける 熊本 県 人 の 横川 吸虫 検査 
成績 海 医 会 30(2), 132 
三浦 守 , 岡村 一 郎 , 村上 和 充 
1952 一 吸虫 Cercaria 毒 腺 に 関す る 研究 
病理 40, 156 一 157 (会 〕 


' 富 川 三男 , 稔 
1955 一 徳島 県 
つい て 
三 男 , 田中 人 中 瀬 勝 
1954a 一 吉野 川 河口 に 見 出さ れ た Microphalloides japo- 


下 に お ける 淡水 産 河 具 子 寄 生 の セル カリ 
寄 雑 4(4), 396 (会 ) 


niCUS 医 生 31(3), 
1954b 黒 弁 及び 赤 手 見 出し た Levinseniella 
属 被 医 生 31(5), 260 一 263 


1955a 一 肺 吸虫 症 に 関す る 寄生 虫 学 的 研究 <1) 四国 
産 サ ワ ガ = に 寄生 する 新 被 
医 生 35(1), 25 一 28 


寄 雑 4(4), 396 (会 ) 

1955b 一 肺 中 虫 症 に 関す る 寄生 虫 学 的 研究 (2 〕 四国 
産 サ ワ ガ に 生 する 新 被 

医 生 36(1), 14 一 17 


三男 , 中 人 中 瀬 勝 , 原 房江 
1954 一 那賀 川 産 出し た る 


四国 医 5(1), 
富田 
1940a 一 吸虫 類 の 只 形 二 例 植 動 8(6), 1059 
1940b 一 大 に 発見 せる Plagiorchiidae 科 吸 虫 Plagior- 


chis mauris (Tanabe) 並 に Opisthioglyphe 


(44 ) 


生 学 雑 ・ 筑 6 文献 集 吸 


canis n. sp. に 就 て ; 
動 雑 52(10), 367 一 371 
1944—Metagonimus 属 吸 虫 に つい て の 分 類 学 的 考察 
動 雑 56(1, 2, 3), 16 一 19 
日 寄 記 14, 72 一 73 
一 
1938 一 解 を 中 間 宿 主 と す る 一 新 吸虫 に つい て 
新 誌 (3074), 638 一 641 
1939 一 ベン ケイ ガニ = 及び クロ ベン ケイ を 中 間 宿 主 と す 
る 1 吸虫 に つい て 
福 岡 32(5), 887 一 896 
日 寄 記 11, 51 
1940 一 ベン ケイ ガ = 並 に と クロ ベン ケイ を 中 間 宿 主 と す 
る 二 種 の 吸虫 福岡 集 (⑰), 36 
1946 一 鹿児島 地方 の 潮 に 関す る 研究 (3 〉 鹿児島 市 内 
の 住家 性 つい て の 寄生 の 調査 
医 生 9(4), 219 一 220 
一 , 西村 
1943—On the natural final host of the trema.- 
tode, Microphaloides japonicus (Osborn, 1919) 
. Yoshida, 1938 
Hukuoka Acta Med. 36(5), 35—38 


三好 
1948 一 片山 地方 に お ける 淡水 産 魚類 を 中 間 宿 主 と す る 
吸虫 幼虫 の 研究 
医 5(11), 474 476 
雑 5, 473 
日 寄 記 16-18, 7 
門馬 健次 
1943 一 湖 江 省 抗 州 に 於 ける 肥大 吸虫 及び 赤痢 アメ ー バ 
の 検出 率 同仁 会 17(12), 965--966 
森下 


1949 一 横川 吸虫 の 発見 其他 
医事 (1323), 1775 一 1777 
森下 哲夫 , 加藤 俊一 , 小林 瑞穂 
1952 一 愛知 県 豊川 流域 の メタ ゴマ = ム ス に つい て 
日 寄 記 21, 132 


森下 哲夫 . 木 村 在 玄 
1941 地方 の 肥大 に 関す る 研究 
日 寄 記 13, 50 一 51 
同仁 会 15⑰), 


森下 哲夫 , 小林 瑞穂 
1953 一 横川 吸虫 (Metagonimus yokogawai) 及び 高橋 
吸虫 (M. takahashii) に つい て 
岐阜 医 紀 1(1), 26 一 28 
寄 雑 2(1), 89 (会) 
1954 一 肺 吸虫 , 住 血 吸 虫 及 横川 吸虫 の 免疫 に 関す る 研 


究 寄 雑 3(1), 115 (会 ) 

森山 信 
1952—Echinostoma cinetorchis Ando et Ozaki, 1923 
の 一 人 体 寄 生 例 日 寄 記 21, 132 
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1955 一 所 不 明 虫 本 態 に て 
寄 396 (会 


森 
1935aー ェ キノ スト マ 科 吸 虫 シ ェ ル カリ ア は 山 板 魚 幼 
生 を 中 間 宿 主として 発育 する や 向 に 就 て の 実 


験 的 研究 新 誌 (2929), 1237 一 1244 
1935b 一 白 魚 Salanx microdon Blecker を 中 間 宿 主 と 
する 類 研究 


新 誌 (2952), 2679 一 2686 


持 永 英 
1942— Metagonimus takahashii の 終末 宿主 体内 に 於 
ける 発育 に 岡山 54(3), 562 一 563 
村上 和 , 岡村 一 , 東 
1953 一 熊本 県 河川 河 具 子 寄 生 セ ルカ リア の 季節 的 消長 
寄 2(1), 71 (会 ) 
科 試 報 137 


村瀬 か つ 子 
1949 一 愛知 県 海部 郡 に お ける 淡水 魚 を 中 間 宿 主 と す る 
寄生 吸虫 の 各種 Metacercaria 調査 成績 
愛 衛 所 報 (2), 15 一 17 
日 寄 記 19, 28 


永吉 康 

1949 一 横川 吸虫 の 巨 数 寄生 例 と 異型 吸虫 科 症 の 再 認 識 
6(13), 683 一 686 

中 野 豊 道 , 井上 正幸 

1955 一 異形 有害 吸虫 卵 に ょ る 腸管 炎症 腫瘍 の 一 例 
外科 領 3(4), 272 一 274 


尾形 
1938a—Contribution 4 la connaissance de la faune 
helminthologique coréenne(1). Une nouvelle 
espéce de trématocss provenant de chau- 
ves-souris 
Ann. Zool. Jap. 17(3, 4), 581—586 
1938b—Note préliminaire sur deux espéces nou- 
velles de trématodes du genre Astiotrema, 
provenant de Amyda maackii 
動 雑 50(1), 50 一 52 
1939a—Preliminary note of four new species of 
trematodes from Japanese horse-shoe bat 
動 51(8), 625 一 627 
1939b—Preliminary note on three new species of 
trematodes from Japanese bat 
動 雑 51(8), 627 一 628 
1940 一 朝鮮 産 の 2 新 虫 に つい て 
日 寄 記 12, 49 一 50 
1941a—Contribution 4 la connaissance de la faune 
helminthologiqgue Coréenne (2). Deux 
espéces nouvelled de trématodes d’une 
chauve-souris Eptesicus serotinus Parvus 
Bull. Biogeog. Soc. Jap. 11 (10), 77—96 
1941b 一 Plagiorchis 属 吸 虫 の 雌性 生殖 器 の 構造 に つい 


(45.) 
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て 動 雑 53(4), 187 
1941c—Sur une nouvelle espéce de trématode du 
genre Plagiorchis et le cycle évolutif de ce 
parasite 動 雑 53(4), 222 一 226 
博 雑 38(70), 25 一 32 
1941d—Lecithodendrium 属 吸 虫 の 1 種 の 発育 史 に つい 
EG 日 寄 記 13, 58 一 60 
動 雑 53(7), 315 一 324. 
194l1e—Plagiorchis 属 の 1 新種 に 其 発育 つ 
いて 日 寄 記 13, 60 一 61 
1942a 一 土佐 竜 河 洞 産 吸虫 
動 54(4), 131 一 134- 
1942b—Description préliminaire d’une nouvelle 
espéce de trématode Euamphimerus cyg- 
noides n. sp. 動 雑 54(6), 242 一 244 
1942c—Sur un nouveau trématode d’une chauve- 
souris du Palaos(1) . Lecithodendrium euryt-- 
remum Nn. sp. 動 雑 54(7), 287 一 289 
1942d—Sur un nouveau trématode d’une chauve- 
souris du Palaos (2) .Lecithodendrium lepto- 
coelium n. sp. 動 雑 54(7), 289 一 291 
1942e—Sur une nouvelle espéce de trematode 
Plagiorchis yoshidensis 
動 雑 54(8), 327 一 329 
1942f—Sur un nouveau trématode d’une chauve- 
souris de Palaos (3) . Lecithodendrium bra-. 
chycoelium n. sp. 
動 雑 54(8), 330 一 33r 
1942g—Sur l'hote définitif du Plagiorchis fuji Oga-. 
ta 動 雑 54(10), 427 一 430 
1943a 一 富士 山 及 基 附近 の 動物 (28) の 
寄生 虫 に つい て 博 雑 39(73), 57 一 62. 
1943b 一 Loxogenes liberum Seno の 第 2 中 間 宿 主 
植 動 11, 340 一 342: 
1943c—Pneumonoeces sibiricus Bychowsky の 発育 史 
に つい て 動 雑 55(2), 65 一 66.、 
1943d 一 日 本 産 Cercaria の 研究 (1) 半 水産 巻 具 
より 得 た る 束 口 Cercaria の 一 新穂 に つい て 
動 雑 55(8), 265 一 284 
1943e 一 珍 玄 な る 1 種 の セル カリ ア に つい て 
日 寄 記 15, 47 一 48. 
1944 一 アサ リ に 寄生 する 1 種 の 幼 吸 虫 の 形態 生態 並 に 
その 発育 実に つい て 
動 雑 56(4, 5, 6), 37 一 41 
日 寄 記 15, 46 一 47 
Sci. Rep. Tokyo Bunrika Daigaku B. 
7 (102) , 1—24 
1947a—Maritrema eroliae Yamaguti, 1948 の 発育 吹 
に つい て 科技 生物 11), 16 一 19 
1947b 一 ヒゲ ナガ トビ ケラ を 中 間 和 宿主 と す る 一 新 明 虫 
並 に その 発育 実験 に 関す る 一 工夫 
科技 生物 1(1), 19 一 20・ 
1949a 一 半 域 虫 類 の 研究 特に 其 発見 史 の 探 
求 風土 67- 
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1949b—Spelotrema 属 吸 虫 と Schistosoma 属 吸 虫 と の . 
病原 的 比較 研究 公 衛 雑 5(8), 459 
1949c 一 家 生 映 の 発育 に つい て 
動 雑 58(6), 109 
1951 一 半 戯 水域 産 甲 毅 類 を 中 間 和 宿主 と する 二 三 吸虫 類 
の 発育 史 並 に 分 類 学 上 の 位置 
寄 1(1), 17 一 35 
日 寄 記 16-18, 7, 1947 
1952 一 吸 虫 と 酷似 の 一 別種 と つい て 
動 雑 61(3, 4), 62 
1954 一 吸虫 類 'Lecithodendriidae の 研究 (1) Le- 
cithodendrid 1 新 吸虫 の 発育 史 並 に 本 科 の 分 類 
に つい て 小林 祝 記 114 一 125 
寄 雑 2(1), 28 (会 ) 
小黒 
1938a 一 満州 国 寄生 虫 相 の 研究 (1 う 満州 国産 スッ ポ 
ン Amyda maackii (Brandt) の 寄生 吸虫 
1(4), 76 一 78 
動 雑 51(9), 633 一 636 
1938b—A new blood fluke, Amphiorchis lateralis 
nov. sp. (Spirorcliidae) found in 2 marine 
turtle in Japan 
広大 理 紀 B. 1, 6, 1 一 4 
1940 一 満州 国 寄生 虫 相 の 研究 (3 吸 ( 報 ) 
満 生 3(1), 13 一 16 
1941a—Two new trematodes of Cephalogonimus 
from Amyda 
Annot. Zool. Jap. 20(1), 27—32 
1941b 一 満州 国産 寄生 虫 相 の 研究 (4) 
生 4, 2 
1942—Short report of trematodes of Chelonians 
動 雑 54(4), 164 
1943 一 満州 国 寄生 の 研究 (5) スッ ポン の 
(C3) 動 雑 55(3), 114 一 116 
. 岡 部 浩 洋 
1939a 一 山梨 県 産 宮入 内 に 寄生 する 新 Cercaria と 新 
被 吉田 祝 記 71 一 77 
1939b 一 北 満 農業 移民 地 に 於 ける 淡水 魚 を 中 間 宿 主 す 
る 吸虫 類 に 就 て 福岡 32(2), 289 一 296 
1939c—On the first intermediate host of Hase- 
gawa’'s ,metacercaria A 
Annot. Zool. Jap. 18(3), 188—193 
日 記 11, 52-53 
福岡 集 (7), 33 
動 雑 52(4), 185 
1940 一 福岡 県 下 に お ける 淡水 産 魚 類 を 中 間 宿 主 と す る 
吸虫 類 の 被 幼 総覧 
° 福岡 33(3), 309 一 335 
1942 一 福岡 県 産 沢 寄生 する 吸虫 類 被 虫 に つい 
で 福岡 35(4), 309 一 319 
1943a 一 北 支 産 寄生 虫 類 の 研究 (1) 北京 産 寄 
生 映 類 


同仁 会 17(11), 736 一 744 
1943b 一 北 産 生 虫 類 の 研究 (2 Euparybhium 
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melis (Schrank, 1888), Dietz, 1910 
同仁 会 17 (11) , 745--749 


岡部 洋 , 古賀 
1952a 一 ェ ツ Coika sp. に 寄生 する 吸虫 類 被 
次 医 雑 15(9-10), 641 一 644 
1952b 一 Plagiorchis maris の 第 2 中 間 宿 主 追加 
医 15(11-12), 693 一 694 


岡部 浩 洋 , 松瀬 幹也 , 加茂 正和 
1955 一 佐賀 県 下 に お ける ネズ ミ の 調査 (1〕 う 腸管 内 寄 
生 映 虫 医 生 36(5), 184 一 186 
岡部 浩 洋 , 洪 江 浩 
1951—The second intermediate host of Pleuro- 
genes japonicus Yamaguti 
Jap. Med. J. 4{6), 401—410 
1952a—A new second intermediate host, Neocari- 
dina denticulata, for Plagiorchis muris (Ta- 
nabe) : Plagiorchidae . 
Jap. J. Med. Sci. and Biol. 5(5), 257—258 
1952b 一 広島 県 片山 地方 の 宮入 中 の 日 本 住 血 吸 虫 感染 
状態 と ミナ ミヌ カ ェ エビ に 寄生 する 吸虫 類 幼虫 
に っ て 医 15(9-10), 607 一 611 
岡部 洋 , 山口 富 古賀 造 
1953 一 筑後 川下 流 々 域 に お ける ネコ の 寄生 映 虫 
次 医 16(5-8), 1018 1019 
同 本 ニー 
1940 一 急 館 近郊 産 モ ノア ラガ ヒ に 寄生 する Cercaria 
福岡 集 ⑰⑦, 96 
1953—-Echinostoma hortense Asada, 1926 の 第 2 中 
間 宿 主 の 追加 寄 雑 2(1), 117 ( 
1954a 一 道 南 地方 に 於 ける 吸虫 類 の 研究 (C1) 
寄 雑 2(3-4), 216 一 220 
1954b 一 ェ キ ノ ス ト マ 科 吸 虫 に お ける 浅田 種 と 小野 種 
と の 異同 問題 に つい て 
寄 雑 3(1), 117 一 118 (会 ) 
1954c 一 道 南 地 方 に 於 ける 吸虫 類 の 研究 C2 ) 
寄 雑 3(2), 157 一 164 
岡本 ニー 三 , 古賀 元 
1936 一 横川 吸虫 被 虫 の 二 三 Alcohol 含有 食品 に 


対す る 抵抗 試験 福岡 (3 , 29 
岡村 一 東 家 
1952 一 熊本 県 諸 河 川 に お ける 河中 子 寄生 ケル カリ ア の 
季節 的 消長 日 寄 記 21, 133 


岡村 一 郎 , 三浦 守 , 斎藤 文男 
1952 一 吸虫 セル カリ ア 毒 腺 の 研究 
日 寄 記 21, 64 一 65 
奥村 多 忠 
1919 一 河中 子 に 見 出せ る 群体 性 セル カリ ア に 就 て 
細菌 284, 359 一 360 
小野 典 雄 
1955 一 吸虫 類 に 就 て 
大 島 
1939 一 濃 尾 平野 に お ける 人 体 寄 生 虫 類 の 分 布 に つい て 


寄 雑 4(4), 398( 会 ) 
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医 公 (1416), 2874 一 2875 


大 田 垣 博 
1952 一 尾道 地方 市 販 の 半 戯 水 魚類 に お ける 被 楼 幼 虫 の 
分 布 状 態 に つい て 日 寄 記 21, 67 


大 田 垣 博 金光 虎 
1953 一 広島 県 備 南 地方 市 販 の 半 戯 水産 魚類 に お ける 中 
虫 類 被 幼虫 に 関す る 研究 
70(10), 575 一 578 
シン ゲル 
1921 一 本 邦 に 於 ける Notocotylus attemuatus R. の 発 
育 史 に 関す る 研究 新 誌 2919, 551 一 557 
尾崎 佳 正 
1939 一 血管 に 寄生 する 一 新 吸虫 apalorhynchus 
yoshidai 吉田 祝 記 29 一 37 
1940a 一 日 本 産 Polystomum integerrimum (に 就 て 
動 雑 52(2), 48 
1940b 一 多 口 吸虫 の 二 三 の 排 港 系 に つい て 
日 寄 記 12, 47 一 48 
1948 一 四国 産 ヘ へ コネ サン ショ ウツ ウオ の 勝 腔 か ら 得 た 
品 吸 虫 の 一 新種 Polystoma dendriticum 
生物 界 2(2), 33 
日 寄 記 16-18, 10 
1951—Studies on the miracidium of trematodes 
(1). The miracidia of Paramphistomum 
explanatum (Creplin), P. orthocoelium Fis- 
choeder and Gastrothylax cobboldi Fischoe- 
der 
J. Sci. Hiroshima Univ. B. 
12(9), 99—111 
動 雑 60(1-2), 36 一 37 
日 記 20, 21 
1952 一 プッ ケ フ ァ ル スズ ツ エ ルカ リア に つい て 
日 寄 記 21, 69 
1954— Bucephalus itabo の 発育 実験 
寄 3(1), 45 一 46 (会 
佳 正 , 奥田 義夫 
1951—Preliminary note on the life history of Lio- 
lope copulans Cohn 
J. Sci. Hiroshima Univ. B. 
12(10) , 113—119 
日 寄 記 16-18, 18, 1949 


酒井 
1954 一 産 淡水 魚類 に ける 各種 吸虫 類 
の 寄生 状況 に 就 て 
京 府 医大 誌 56(3), 409 一 418 
佐々 学 , 三浦 昭子 


1955 一 吸虫 類 第 1 中 間 宿 主 の 飼育 及び 保存 の 研究 
寄 雑 4( 和 ), 394 (会 ) 


佐藤 , 久 津 見 晴 
1952 一 諸 種 吸虫 幼虫 寄生 が その 第 1 中 間 宿 主 河 具 子 に 
及ぼ ばす 影 響 に 就 て 


衛 11(5), 44 一 46 
日 寄 記 19, 69, 1950 


第 1 部 ・ 一 般 


臨 医 36(1), 65 


1940 一 肥大 吸虫 に 関す る 研究 (ユー2) 
医 研 14(④, 879 一 906 
洪 江 浩 
1950 一 Pleurogenes japonicus Yamaguti の 第 2 中 間 
宿主 次 医 雑 13(11-12), 518 
1951—The life history of Cercaria takahashii, a 
xiphidiocercaria found in QOncomelania noso- 
phora Jap. Med. J. 4(5;, 315—324 
日 寄 記 20, 19 一 20 
医 雑 13 (11-12) , 517 
1952 一 ミナ ミヌ メカ エビ Neocaridina denticulata (de 
Haan) に 寄生 する 一 新 虫 の 発育 
日 寄 記 21, 69 一 70 
1953a—The first intermediate host of a frog tre- 
matode, Pleurogenes japonicus Yamaguti 
医 15(3-4), 233 
Jap. J. Med. Sci. and Biol. 6(2), 213—220 
1953b 一 久留 米 地方 産 ミ ナミ ヌカ ェ エビ MNeocaridina 
denticulata (de Haan) 寄生 に する 吸虫 類 幼 虫 
に 就 て 雑 16(1-4), 780 一 790 
寄 雑 2①), 70 (会 ) 
1953c—A study of a new metacercaria encysted 
in the fresh-water shrimp, Neocaridina 
denticulata (de Haan), believed to belong 
to the genus Maritrema Nicoll (1907) 
Jap. J. Med. Sci. and Biol. 6(4), 389—394 
1954a—New second intermediate hosts of Phy- 
lodistomum _macrobrachicola Yamaguti : 
Gorgoderidae 
Kurume Med. J. 1(1), 11—18 
寄 雑 2(2), 174 (会 ) 
1954b 一 九州 産 鳥類 の 腸 内 に 寄生 する 吸虫 類 の 研究 
17 (5-6), 178 一 183 
寄 雑 3(1), 43 (会 ) 


洪 江 浩 , 岡部 浩 洋 
1951 一 Plagiorchis maris (Tanabe) の 第 2 中 間 宿 主 追 


加 医 14(1-2), 95 

一 雄 
1939 一 河川 産 魚 類 の 調査 より 家 た る 兵庫 県 下 の 人 体 寄 
生 吸 虫 の 墓 延 に つい て 日 寄 記 11, 50 


進藤 害 二 , 森下 哲夫 
1941 一 肥大 吸虫 症 の 皮 内 反応 に 関す る 研究 
同仁 会 15(9, 679 


原 弘人 
1954a 一 日 本 産 Physg 類 の 研究 (1) う 鴨川 産 Physa 
類 の 外部 形態 に つい て 
医 生 32(3), 113 一 117 
1954b 一 日 本 産 Phkysg 類 の 研究 (2) 鴨川 産 Physa 
類 の 歯 天 に つい て 
医 生 32(4), 187 一 190 
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1955 一 日 本 産 Physg 類 の 研究 (4 う 鴨川 に お ける 
Physg 類 の 分 布 状態 
医 生 34(5), 198 一 202 


弘 人 , 佐藤 淳 夫 
1955 一 日 本 産 Pkysg 類 の 研究 (38) 神戸 市 密 お よび 
愛知 県 海部 郡 永和 村 産 Physz 類 の 外部 形態 に 
つい て 医 生 34(1), 34 一 36 
弘人 , 道人 
1954 一 日 本 産 Physg 類 の 医 軟 体 動物 学 的 観 宗 
寄 雑 3(1), 37 (会 ) 


正 垣 
1939 一 日 本 産 吸 虫 類 (Trematoda) に お ける 消化 器官 
の 形態 的 変化 植 動 7(5), 861 

高林 長 


1953 一 魚類 を 中 間 宿 主 と す る 吸虫 類 の 研究 特に 山口 
県 下 に 於 ける 検査 岐阜 医 紀 1(3), 219 
日 寄 記 21, 65 一 66 
高橋 操 三 
1928 一 6 種 の 「 ツ ッ ツェル カリ ア 」 と 其 の 「 レ デ ヂ ァ 」 
福岡 21(3), 485 一 489 


1949 一 セル カリ ア rr ン ギ シ イ マ ファ アウ スト に つい 
て の 知見 日 寄 記 16-18, 34 


内 三 
1939 一 亀 に 寄生 する 一 新 吸 虫 
動 栗 51(9), 643 一 646 
1942 一 日 本 産 亀 及 海外 よ り 得 た る Spirorchidae 科 の 
住 血 吸 虫 ( 英 
Jap. J. Med. Sci. VI. 2(3), 161 


田部 浩 , 小田 
1952— Pseudobilharziella corvi Yamaguchi に つい て 
日 寄 記 21, 86 一 87 


田辺 操 
1942 一 泰 国 に 於 て 人 体 に 見 出さ れ た 所 調 猫 肝 吸 貝 
(Opisthorchis felineus) に 就 て 
日 14; 77 
日 医 健保 (3254), 2515 一 2516 


千葉 
1954 一 の 病理 学 的 研究 (1 主として 管 の 病 
変 を 中 心 と し て 日 獣 16( 附 う , 61 一 62 (会 ) 


徳 毛 誠 三 
1954 一 類 の 感染 に 依る 腸 間 膜 巴 病理 組織 学 
的 変化 (C1) 腸 内 に 各種 敵 虫 類 の 自然 感染 を 見 
た る 犬 腸 間 膜 涼 巴 腺 の 病理 組織 学 的 変化 の 比較 
広 医 2(11), 644 一 654 


角田 
1950 一 河中 子 に 寄生 せる Cystophorous cercaria の 
一 種 の 発育 史 に つい て 日 寄 記 19, 27 

宏 


1939 一 肥大 吸虫 症 の 一 例 


日 内 27(2), 128 一 129 


(48 ) 


寄生 学 雑誌 ・ 6 券 ・ 文献 集中 


渡辺 意 
1942 一 吸虫 類 被 井 幼虫 の 排 洪 題 粒 の 組織 化学 的 性 状 
上 海 12(4), 289 一 294 
1943a 一 吸虫 類 被 虫 の 包 の 大 さと 変 異 
上 13①), 2 
日 寄 記 15, 51 
1943b 一 Formalin 魚 中 の 吸虫 類 の 排 
石灰 題 粒 の 一 保存 法 
上 海 13(6), 560 一 562 
渡辺 末次 , 井 正 
1950 一 生魚 類 小 モ ロコ ) に お ける 肝臓 
Distoma 及 横 川 吸虫 被 の 寄生 状況 
運 信 1(3), 206 一 207 


左 仲 
1939a—Studies on the helminth fauna of Japan 
Part 25. Trematodes of birds IV 
Jap. J. Zool. 8(2), 129—210 
1939b—Studies on the helminth fauna of Japan 
Part 26. Trematodes of fishes VI 
Jap. J. Zool. 8(2), 211—230 
1939c—Studies on the helminth fauna of Japan 
Part 27. Trematodes of mammals II 
Jap. J. Med. Sci. VI. 1(3), 131—151 
1940a 一 日 本 寄生 学 献 集 編 
日 本 寄生 虫 学 会 PP. 94 
1940b—Vergleichende-anatomische Studien der 
Miracidien 
Parasit. 11(5), 657—668 
1940c—Zur Entwicklungsgeschichte von Cyatho- 
cotyle orientalis Faust, 1921 
Z. Parasit. 12(1), 78—83 
1940d—Studies on the helminth fauna of Japan 
Part 31. Trematodes of fishes VII 
Jap. J. Zool. 9(1), 36—108 
1940e— Zur Entwicklungsgeschichte von Diplodis- 
cus amphichrus japonicus Yamaguti, 1936 
Z. Parasit. 11(5), 652—656 
194l1a—Studies on the helminth fauna of Japan 
Part 32. Trematodes of birds V 
Jap. J. Zool. 9(3), 321—341 
1941b—Zur Entwicklungsgeschichte von Echino- 
stoma hortense Asada, 1926, mit besonderer 
Berticksichtigung der Structur der Cerca- 
rie. Z. Parasitenk. 12(2), 273—276 
194lc—Entwicklungsgeschichte von Echinochasmaus 
tobi Yamaguti 
Z. Parasitenk. 12,\2) , 277—283 ; 
ペン フレッ ト , 1942 
1942a—Studies on the helminth fauna of Japan 
Part 37. Trematodes of fishes VIII 
Jap. J. Med. Sci. VI. 2(3), 105—129 
1942b—Studies on the helminth fauna of Japan 
Part 38. Larval trematodes of fishes 
Jap. J. Med. Sci. VI. 2(3), 131—160 


] 


1 部 ・ 一 般 


1942c—Studies on the helminth fauna of Japan 
Part 39. Trematodes of fishes mainly 
from Naha 
Trans. Biogeogr. Soc. Jap. 3(4), 329—398 

1942d—Studies on the helminth fauna of Japan 
Part 40. Three new species of tremato- 
des from the bile ducts of marine mam- 
mals 


Trans. Biogeogr. Soc. Jap. 3(4), 399—407 
1943a—Cercaria of Plagiorchis muris (Tanabe, 
1922) Annot. Zoo. Jap. 22(1), 1—3 
1943b 一 日 本 産 魚類 外部 寄生 吸虫 の 説 
日 寄 記 15, 14 一 21 
195la—Studies on the helminth fauna of Japan 
Part 44. Trematodes of fishes IX 
Arb. Med. Fak. Okayama 7 (4), 247—282 
1951lb—Studies on the helminth fauna of Japan 
Part 45. Trematodes of marine mam- 
mals 
Arb. Med. Fak. Okayama 7(4), 283—294 
195lc—Studies on the helminth fauna of Japan 
Part 48. Trematodes of fishes X 
‘Arb. Med. Fak. Okayama 7(4), 315—334 
1951d—Zur Entwicklungsgeschichte von Echino- 
chasmus japonicus Tanabe, 1926, mit be- 
sonderer Berticksichtigung der Struktur 
der Cercarie 
Arb. Med. Fak. Okayama 7(4), 338—342 
1951e 一 日 本 産 Rattenk6nig cercarie に つい て 
日 寄 記 20, 20 一 21 
1952—Parasitic worms mainly from Celebes Part 
I. New digenetic trematodes from fishes 
Act. Med. Okayama 8(2), 146—198 
1953a—Systema helminthum I. Digenetic trema- 
todes of fishes 
405 pp. Illus. Jap. Soc. for the 
promotion of Science : Tokyo 
1953b—Parasitic worms mainly from Celebes 
Part 2. Monogenetic trematodes of fishes 
Act. Med. Okayama 8(3), 203—256 
1953c—Parasitic worms mainly from Celebes 
Part 3. Digenetic trematodes of fishes II 
Act. Med. Okayama 8(3), 257—295 
1954a—Parasitic worms mainly from Celebes 
Part 4. Trematodes of reptiles and birds 


Act. Med. Okayama 8(4), 329—340 . 


1954b—Parasitic worms mainly from Celebes 
Part 5. Trematodes of mammals 
Act. Med. Okayama 8(4), 341—352 
1954c—Helminth fauna of Mt. Ontake Part 2. 
Trematoda and Cestoda 
Act. Med. Okayama 8(4), 393—405 


( 49 ) 


1942—Trematodes of birds and mammals from 
Manchoukuo 1. 
Bull. Inst. Scient. Res., 
Manchoukuo 6(4), 498—512 


山 左 仲 , 松村 
1942—Two new species of fish trematodes from 
Hokkaido Trans. Sapporo Nat. Hist. 
Soc., 17(2), 117—122 


山口 左 仲 , 光永 長 
1943a—Intestinal helminths from Bufo melano- 
stictus of Formosa 
Trans. Nat. Hist. Soc. Taiwan 33 (236), 
142—154 
1943b—Trematodes of birds from Formosa 1. 
Trans. Nat. Hist. Soc. Taiwan 
: (241), 33, 312—329 
山 左 仲 , 西村 
1944—On nematode and two trematodes larvae 
from Caridina denticulata de Haan 
Fukuoka Act. Med. 37(6), 36—41 


山本 , 伊藤 二郎, 小宮 義孝 
1954ー シ ラッツ オォ に お ける 横川 吸虫 の 寄生 
寄 雑 3(4), 278 (会 ) 
山下 次 
1937—Studies on the Echinostomatidae (2) A list 
of the family Echinostomatidae, trematode 
parasites of reptiles, birds and mammals, 
arranges systematically 
Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc. 15 
1938a—A deformity of Glypthelmins caudata (Yo- 
shida), a trematode of the frog 
動 50(2), 107 
1938b 一 Echinostomatidae の 研究 (1) Echinosto- 
matidae の 亜 科 及び 属 の 検索 表 
植 動 6(5), 
動 枚 50(4), 178 一 179 
1938c 一 Echinostoma 科 吸 虫 の 研究 (3) 
口 吸 虫 二 種 植 動 6(6), 1084 
1938d 一 丹頂 の 腸 内 に 発見 せる 一 束 口 吸虫 に 就 て エキ 
ノ ス ト ー マ 科 吸 虫 の 研究 (4) 
動 雑 50(7), 353 一 357 
‘1939a—On the position of the vitellaria of Gly- 
pthelmins rugocaudata (Yoshida), the tre- 
matode of the frog 
吉田 祝 記 167 一 172 
1939b—Studies on the Echinostomatidae (5). On 
the identity of Paryphostomum radiatum 
Dietz, P. segregatum Dietz, and Echino- 
stomum lobulatum Odhner 
吉田 祝 記 173 一 186 
1939c 一 全 世 界 を 通じ 見 た る Echinostoma 科 吸 虫 研 
究 の 概況 特に Echinostoma 科 吸 虫 に 関す 
る 主要 文献 目録 ( 
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日 獣 1(4), 448 一 465 
1950 一 ケル カリ ア の 行動 並 に 人 工 的 被 井形 成 に 関す る 
実験 的 研究 動 雑 59(2, 3), 30 一 31 
1951— Plagiorchis muris の Penetration gland と 
Cystogenous gland に 関す る 実験 的 研究 
日 寄 記 20, 21 一 22 
1952a—Studies on the cercaria of the rat trema- 
tode, Plagiorchis muris (Tanabe) 
J. Fac. Agr. Hokkaido Univ. 48, 305—358 
1952b 一 吸虫 類 の 敬 便 内 虫 卵 排出 状況 C1) Plagior- 
chis muris に つい て 
日 寄 記 21, 68 一 69 


山下 次 , 森 
1953— ヤ マ コウモリ Nyctalus maximus aviator Tho- 
mas の 内 部 寄生 虫 に 就 て 
北大 農 紀 1(4), 499 一 503 
1954 一 札幌 市 内 住家 性 寄生 虫 特に 類 に 就 て 
北大 農 紀 2(2), 141 一 145 


山下 次 西田 弘 
1955 一 カム ル チ ー の 筋肉 か ら 発 見 され た Isoparorck's 
trisimiutubis Southwell, 1913 に 就 て 
北大 農 紀 2(3), 160 一 163 


横川 宗雄 , 伊藤 二郎 
1949 一 九州 産 宮入 内 に 寄生 する Cercaria の 1 新種 


Cercaria takahashii n. sp. に つい て 
医 生 14(3) , 134 一 137 


横川 宗 
1940a 一 異形 吸虫 科 症 Heterophyidiasis に つい て 
日 医 健保 (3212(, 991 一 995 
1940b 一 内 臓 異形 吸虫 科 症 特に 心臓 , 脳 形 
虫 科 症 に 就 て 並 標本 供覧 
台湾 39(10), 1729 一 1730 


喜田 真 雄 


寄生 学 雑誌 ・ 第 6 ・ 録 文献 集 吸 虫 


1938—On a new genus Microphalloides of the tre- 
matode 
Annot. Zool. Jap. 17(3), 327—336 
Coll. Pap. Fac. Med. Osaka Univ. 247 
動 雑 51(6), 372 
1940—Microphalloids japonicus (Osborn. 1919) Yo- 
shida, 1938 の 発育 に つい て 
日 寄 記 12, 48 一 49 


喜田 , 宮崎 一 
1938 一 Microphallus japonicus に 就 て 
動 雑 50(4), 180 一 181 
吉川 元久 , 宮田 , 上 杉 
1940 一 神戸 市 に お ける 野犬 寄生 吸虫 類 に 就 て の 知見 補 
遺 日 獣 2(4), 450 一 464 


吉川 政 市 
1955 一 中 国 の 東北 地方 に 於 ける 肝 蜂 症 の 疫学 的 研究 
寄 雑 4(2), 42 (会 ) 


1940 一 Carassius auratus (L.) を 中 間 宿 主 と す る 中 虫 
類 被 に 寄生 率 の 季節 的 消長 
岡山 52(2), 274 一 308 ; (3), 548 一 592 : 
(4), 806—843 ; (5), 1144—1188 ; 
(6), 1355—1390 
幹男 
1949 一 海産 魚類 より 得 た る 吸虫 の 一 種 に つい て 
日 寄 記 16-18, 25 


財津 吉 
1952 一 横川 吸虫 駆除 法 に つい て 
治療 34(6), 588 一 589 


実 川 渉 , 多田 昌 介 
1952 一 水郷 原産 半 一 淡水 魚類 中 の 吸虫 類 被 
に つい て 日 寄 記 21, 129 
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第 2 部 ・ 日 本 吸虫 


第 2 部 項目 別 索 引 


A 日 本 住 血 吸虫 


1. 
阪 大 病理 学 教室 (1941) , 原 実 (1946), 井上 東 (1940, 
1941a, 1941b), 今 (1946), 宮川 米 次 (1945), 宮島 
幹 之 助 (1939) , 長野 寛治 (1951) , 岡部 浩 洋 (1953a, 
1954), 岡 原 (1954), 大 越 伸 (1951), 大 平 得 三 
(1949) , 大 森 憲 太 , 森安 茂樹 (1941) , 尾崎 佳 正 (1949), 
佐々 木南 進 (1942) , 杉浦 三郎 (1941b, 1950a, 1951, 
1955) , 高津 忠夫 (1951) , 上 田 守 長 (1940) 

2. 分 類 形態 に 関す る 研究 
牧野 佐 二 郎 (一 般 吸 虫 , 1939) , 松下 文雄 , 岡村 一 郎 , 
加藤 敬 吉 (1954), 三浦 守 (1952, 1953), 岡村 一 郎 , 
三浦 守 (1951) , 尾崎 佳 正 (1952), 横川 宗雄 (1953), 


横川 宗雄 , 大 島 夫 , 田中 利男 , 佐藤 田島 
(1953) 


3. 生理 生態 に 関す る 研究 


Gumble, Otori, Ritchie, Hunter III (1952), 林 滋 
生 , 三浦 栄 太 郎 , 三浦 昭子 (1952) , 樋口 正徳 (1949), 

樋口 正徳 , 橋本 紀 三 (1949, 1951), 福西 佑 信 (1937, 

1941) , Hunter, Ritchie, Otori (1952), 保坂 幸男 
(1952) , 飯島 利彦 , 秋山 雄 (1955) , 今井 (1952), 
伊藤 二郎 (1953 d, 1954a, 1954b, 1954e, 1955 b) , 

伊藤 二郎 , 小宮 義 才 (1955), 伊藤 二郎 , 安 己 岡 一 田 
(1952) , 伊藤 二郎 , 安 眉 岡 一 男 , 小宮 義孝 (1955), 部 
進 財 (1951) , 加茂 正和 (1954, 1955), 小宮 義孝 , 石井 
圭一 (1954) , 小宮 義孝 , 伊藤 二郎 (1953), 小坂 慶二 
1938) , McMullen, 板橋 , 瀬 戸 , 小宮 山 , Stone 
(1951) , 三浦 守 (1953) , 三浦 守 , 岡村 一 郎 , 村上 和光 
(一 般 吸 虫 , 1952) , 森下 哲夫 (1942a, 1942b) , 岡本 坦 
1954 b) , 岡村 一 郎 , 三浦 守 (1951), 岡村 一 郎 , 三浦 
守 , 斎藤 文男 (一 般 吸 虫 , 1952), 大 鳥 , Gumble, 

Ritchie, Hunter III (1952), 斎藤 (1952), 下村 
実 (1955) , 杉浦 三郎 , 佐々 木 孝 , 小野 良 蔵 , 保坂 幸男 
(1953) , 杉浦 三郎 , 佐々 木 考 , 保坂 幸男 , 小野 良 蔵 
(1954) , 富松 樋口 正徳 (1950), 富田 軍 二 (1943), 

吉田 竜 蔵 (1942) 


4. 入 生物 学 的 研究 


保坂 幸男 , 飯島 利彦 , 中 山 茂 (1953), 福田 真 杉 (1938) ; 
石井 信太 郎 , 津田 栄 造 (1952) , 板垣 博 (1954), 加藤 
(1940) , 川本 二 (1952a, 1952b, 1952c, 1952d, 
1952e, 1953 a, 1953b, 1953c, 1953d, 1954a, 1954b, 
1954c 1954d,), 川本 , 岡本 坦 (1954), 滋 
(1951b, 1952d, 1952c) , 小林 晴 治郎 1953b) , 小林 晴 治 
郎 , 川本 二 (1951) , 小林 晴 治郎 , 島田 松 助 (1950), 
小林 (1950) , 小宮 義孝 安 岡 一 男 (1953,1954), 
-McMullen, 小 宮山 , 板橋 (1951) , 宮本 高明 (1949), 森 
和雄 , 川井 三郎 , 杉浦 健一 (1952) , 岡田 笛 一 郎 (1953) , 
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岡田 郎 , 北沢 右 三 , 倉沢 秀夫 (1950), 岡本 

(1954b, 1954c) , 大 島 , Ritchie (1954) , 大 鳥 , Ritchie, 
Hunter III (1953), 斎藤 宰 , 安部 信 一 (1951), 佐藤 
重 房 , 太田 秀 浄 (1955) , 杉原 健 (1952) , 杉原 健 , 明石 
務 , 横井 信 (1953), 津田 栄 造 (1952a, 1952b, 1952c, 

1952d, 1952e, 1952f, 1953), 安 羅 岡 一 男 (1952,1954, 
1955a, 1955b) ' 


5. 分 布 統計 に 関す る 研究 

橋本 美 , 高野 義 臣 , 富松 , 中 島 郎 , 種田 
吉 , 樋口 正徳 , 飯田 達夫 (1949) , 橋本 美 知 雄 , 高野 義 
, 富松 種田 , 樋口 正徳 (1950), 橋本 美 
雄 , 富松 , 高野 義 , 中 島 郎 , 種田 吉 樋口 正 
徳 1950), , 田原 市 , 三宅 久 中 尾 
(1950) ,, 平野 文 雑 , 前 田 省 三 , 小原 正三 郎 , 黄 洪 麟 , 

石垣 征矢 和男, 太宰 忠 常 , 松本 正信 (1948) , 飯島 利彦 , 

秋山 , 保坂 幸男 (1954) , 井上 , 松原 助 , 加 
芳 臣 , 平川 亮一 , 渡辺 良枝 (1941) , 井上 , 松原 
助 , 加 来 芳 臣 , 平川 一 , 渡辺 良枝 , (1942), 

井上 泰夫 (1953) , 岩科 一 治 , 橋口 裕治 , 津原 順 男 , 福 
山 静 男 , 山崎 蔵 , 杉野 (1954) , 岩田 正俊 (1939) , 

部 進 財 , 磯部 光 (1948), 小宮 義孝 (1943), 松原 信之 
助 , 藤沢 彦 , 久保 芳郎 , 金 安 宮崎 義人 , 中 野 悟 , 
長 郷 , 大 沢 撤 , 林 東 鐘 , 在 , 秋 

松本 朝 夫 , 植村 三 飯田 (1941), 森下 哲夫 
(1942a, 1942b) , 中 島 幹 男 (1949), 西川 美 博 (1954), 

岡部 洋 (1938a, 1938b) , 岡部 浩 洋 , 渋江 1952d) , 
岡部 洋 , 渋江 浩 , 片 雄 (1953), 岡部 洋 , 古賀 
靖 造 , 渋江 浩 , 松瀬 幹 世 (1954b) , 岡部 浩 洋 。 山口 富 
雄 , 古賀 靖 造 (1953), 大 越 伸 , 高橋 剛 男 (1952), 大 越 
伸 , 高橋 暗 男 , 石井 俊雄 , 唐沢 進 , 日 向 美 行 , 早田 隆 
磨 , 中 山 二 郎 , 窒 田 弘 (1952), 大 越 伸 , 唐沢 進 , 日 向 
美 行 , 花 里 富雄, 森川 昭次 (1951), 大 越 伸 , 唐沢 進 , 

日 向 , 弘 (1950), Ritchie, Hunter I1II, 長 
野 , Pan (1953) , 斎藤 (1950), 渋江 (1952), 杉浦 
三郎 , 太田 秀 浄 , 佐藤 重 房 , 清水 清久 (1955), 鈴木 源 
一 郎 , 植木 英治 , 光山 邦男 , 伊 福 寛 , 猿渡 純 移 (1954), 
高野 義 臣 (1949) , 高野 義 臣 , 富松 般 (1950), 高野 義 
臣 富松 中 島 , 種田 , 樋口 正徳 (1950ta, 

1950 b) , 富松 毅 , 浜口 久 明 , 橋本 紀 三 , 中 村 泰 世 
1952), 富松 , 橋本 紀 三 , 中 村 , 石橋 滋 (1950), 
富松 , 種田 吉 (1949), 富松 , 高野 義 臣 (1949), 

津原 順 男 , 福山 静男 , 山崎 潔 蔵 , 杉野 繁 , 北野 訓 敏 
(1953), 土屋 忠良 , 出井 北 郎 (1940), 渡辺 ハナ ェ 
(1949) , 吉田 蔵 (1942), 吉山 文蔵 (1954); 吉住 好 
夫 , 渡辺 見 , 織田 卓 郎 (1955b) 

6. と 関す る 研究 

林 滋 生 , 三浦 栄 太郎 , 三浦 昭子 (1952), 井上 束 (1941 
c, 1942), 井上 束 , 加 来 芳 臣 , 曽 広 爆 (1942), 井上 東 。, 
松原 盆 之 助 (1940) , 井上 東 , 松原 信之 助 , 加 来 芳 臣 , 
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平川 亮一 , 渡辺 良枝 (1940) , 井上 束 , 松原 信之 助 , 加 
来 芳 臣 , 平川 , 渡辺 良枝 (1941) , 井上 , 松原 
井上 , 松原 助 , 加 来 芳 臣 , 渡辺 良枝 , 曽 広 
(1941), 石井 淳 (1953a, 1953b) , 伊藤 二郎 (1953a, 
1953 c, 1954 c, 1954 d, 1955 a) , 伊藤 二郎 , 横川 宗雄 
(1950) , 菊池 滋 (1941, 1942a, 1942b, 1945; 1951a, 
1952a) . 菊地 滋 , 堀 左 武郎 (1942), 松瀬 幹也 (1953b, 
1954a, 1954b, 1955), 森下 哲夫 , 小林 瑞穂 (1954), 森 
田 久 男 , 斎藤 常治 (1949), 中 島 幹 男 (1951), 岡部 浩 
洋 , 古賀 靖 造 , 渋江 浩 , 松瀬 幹也 (1954a), 岡部 浩 洋 , 
山口 富雄 (1952a, 1952b) , 小野 豊 , 藤 ケ 谷 敏明 (1954) , 
大 越 伸 , 高橋 剛 男 , 石井 俊雄 , 友田 勇 (1953), 大 越 
伸 , 高橋 剛 男 , 石井 俊雄 , 薄井 万 平 , 島袋 哲 , 井上 幸 
利 (1953) , 太田 伸一 郎 他 5 氏 (1953), 太田 伸一 郎 , 下 
村 博 之 , 井上 一 三 , 陣内 (1955) , 大 島 (1954) , 
沢田 利 1953) , 沢田 利 貞 鈴木 岡 常 晴 (1953), 
高津 忠夫 (1943), 田中 利男 , 新井 照雄 , 佐藤 田島 
雄 , 横川 宗雄 (1951) , 新井 照雄 , 田島 , 伊藤 二 
郎 , 横川 宗雄 (1951), 田中 利男 , 新井 照 雑 , 横川 宗雄 , 
伊藤 二郎 , 江頭 靖之 , 田島 , 山本 太郎 (1950) , 
田中 利男 , 横川 宗雄 , 佐藤 田島 (1953), 田中 
利男 , 新井 照雄 , 大 藤永 , 田島 問 雄 , 横川 宗雄 , 佐野 
基 人 (1952) , 富永 二 (1941), 牛山 三 (1951), 山口 
富雄 (1952, 1953a, 1953b) , 横川 宗雄 , 伊藤 二郎 , 和 
泉 精 一 (1950), 横川 宗雄 , 伊藤 二郎 , 久 津 見 晴彦 
(1949) , 横川 宗雄 , 佐野 基 人 , 田中 利男 , 新井 照雄 , 
田島 問 (1951), 横川 宗雄 , 田中 利男 田島 
(1953) 

病理 と 症候 に 関す る 研究 
安部 安 和 , 山崎 慶二 郎 (1953), 青沼 (1941, 1942) 
原 実 , 曽 広 爆 , 伊藤 許 子 (1943), 原 実 , 渡辺 邦子 
(1943) , 平 出 順 吉 郎 , 福山 富太郎 , 大 本 激 子 , 内 藤 た 
みみ , 鈴木 好 子 。 菊 野 正 隆 (1949) , 広 本 達吉 (1939), 細 
川 修治 , 西川 美 (1954, 1955b) , 藤永 宗 昭 (1942), 
井上 , 加 来 芳 臣 (1941) , 井上 東 , 松原 助 , 加 来 
臣 平川 , 渡辺 良枝 (1941) , 井上 , 松原 
助 , 加 来 , 曽 広 (1942) , 石井 淳 (1953), 石河 利 
降 , 福士 勝成 (1955) , 伊藤 二郎 (1954c) , 岩沢 敬 , 素 
間 昭 (1952), 岩沢 敬 , 横山 宏 (1954) , 部 進 財 , 磯部 光 
(1948) , 部 財 昌 【1948, 1950a), 加藤 明 , 大 塚 義彦 
(1953) , 滋 (1947,1952a, 1954), 小林 (1950) , 
小池 (1950, 1952), 小泉 (1953), 松原 
(1941), 松原 信之 助 , 加 来 芳 臣 (1941), 松岡 広 次 
(1954) , 松岡 広 次 , 位 坂 清光 , 西川 美 博 (1954), 松岡 
広 次 , 西川 美 博 (1955), 松瀬 幹也 (1953b, 1954a, 1954 
b, 1955a, 1955b), 三好 浩 , 梶 房 , 金光 虚 雄 , 赤木 孝 
(1953)。 森田 久男 , 日 野 厚 , 中 村 君 子 . 青柳 芳彦 (1951) , 
森田 久男 , 斎藤 常治 (1949), 森田 久男 , 吉村 博子 1943) , 
森田 久男 , 吉村 博子 , 田辺 節子 (1950), 西川 美 博 (1953 
a, 1953b) , 西川 美 博 , 西尾 友三郎 , 
市 川 達 (1955) , 西崎 武 一 ), 野本 佐 (1953) , 


尾形 藤 治 (1949) , 大 越 伸 , 高橋 男 , 薄井 
万 平 。 福井 正信 , 友田 (1954), 太田 秀 浄 , 佐 藤重 , 
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pa 中 村 茂 (1955) , 太 男 伸 一 郎 , 下村 博之 , 井 
- 三 , 陣内 (1955), 佐藤 太 郎 1953), 沢田 利 
原 造 , 岡 高木 香 二 (1955) , 重 福 太郎 (1943 
a, 1943b, 1943c) , 重松 勝 (1950, 1951, 1952a, 1952 
b) , 曽 広 伊藤 許 子 (1943), 杉浦 三郎 1950c) , 馬 
越 正六 (1943), 牛山 (1953a, 1953b) , 渡辺 邦子 
(1950), 渡辺 良枝 , 渡辺 邦子 ( (1942) , 吉村 博子 (1952 
a, 1952b) , 吉村 博子 , 石 原 修 (1953), 吉岡 修 一 (1954), 
吉岡 順 作 (1938) 

診断 治療 に 関す る 研究 
秋 貞 恭輔 , 橋本 美智 雄 , 高野 義 , 富松 福 
吉 , 阿部 信 一 , 梶谷 貫太 , 浦郷 穫 史 (1951), 有 泉 信 
(1955) , 浅田 順一 , 金光 虎 雄 , 尾 崎 佳 正 , 戸川 知 (1953) , 
橋本 章 (1953) , 林 春 雄 (1939), 秀 村 敏 郎 (1952) , 藤原 
俊郎 , 西村 衛 (1951) , 井手 洋 四 郎 , 加 来 芳 臣 (1940), 
稲 王 義和 , 堀口 正晴 , 土屋 正 , 島野 毅 八 郎 (1953), 井 
上 (1940) , 井上 , 松原 助 , 加 来 芳 臣 , 平川 
ーー, 渡辺 良枝 (1940) , 石田 静 義 , 板 本 太郎 , 袋 野 和光 
(1955) , 石井 淳 (1949) , 川 介 , 松田 芳郎 , 大 林 
彦 (1942) , 伊藤 二郎 (1953b), 伊藤 二郎 , 山口 葛 子 
(1951) , 部 財 (1949, 1951b) , 賀 久 財 (1950b) , 金 
田 , 平井 義則 (1947) , 菊地 滋 (1943, 1944), 小林 
恒 (1950), 小池 (1950) , 古 守 豊 (1950) , 松原 . 
信之 助 , 加 来 芳 臣 (1941) , 松岡 広 次 , 西川 美 博 (1955),. 
三 神 三朗 (1949) , 光 野 孝雄 (1955), 宮川 米 次 (1940), 
宮川 米 次 , 後藤 敏夫 , 清水 重 矢 (1946),。 講 部 松雄 , 江 
島 彦 四郎 (1949) , 水 間 正 冬 , 安川 隆 郎 (1952), : 森 田 健 
規 知 , 宮里 項 (1950), 許 山 整 (1938), 長野 寛治 (1953), 
中 込 仕 (1952, 1955), 西川 美 博 (1955a), 岡部 浩 洋 
(1955) , 岡部 浩 洋 , 古賀 靖 造 , 渋江 浩 , 松瀬 幹也 (1953) ,. 
岡 原 哲 (1955) , 沖 中 重雄 , 亀山 正邦 (1953) , 大 村 
(1940), 大 越 伸 , 石井 俊雄 (1952a, 1952b) , 大 越 
伸 , 石井 俊雄 , 高橋 剛 和 男 (1953), 大 越 伸 , 斎藤 潔 , 唐 
沢 進 , 日 向 美 行 , 花 里 寅 雄 (1950) , 大 越 伸 , 斎藤 潔 , 
唐沢 進 , 中 山 二 郎 1951) , 大 越 伸 , 高橋 剛 和 男 (1952), 
高橋 男 , 石井 俊雄 (1953), 大 越 伸 , 高橋 
男 , 石井 俊雄 , 友田 勇 (1953), 小沢 ( (1954a, 1954 
b, 1954c, 1954d, 1955a, 1955b, 1955c) , 相良 勇 , 坂 
田 頁 利 (1948) , 相良 時 至 (1941) , 佐々 木 孝 , 飯島 利彦 , 
保坂 幸男 (1954) , 佐々 木 孝 , 鶴田 和子 (1952) , 沢田 利 
貞 , 鈴木 岡 常 晴 佐野 基 人 (1954), 塩沢 勘 次 
(1950) , 杉浦 三郎 (1941a, 1949, 1950b, 1954b) , 杉浦 
三郎 , 小野 良 蔵 (1952) , 杉浦 三郎 , 太田 秀 浄 (1954, 
1955) , 杉浦 三郎 , 太田 秀 浄 , 佐藤 重 房 (1955), 杉浦 
三郎 , 佐々 木 孝 (1950) , 高井 新治 (1940), 高井 俊夫 , 
郭 進 財 (1949) , 高野 義 臣 , 他 7 氏 (1952), 田宮 猛 雄 他 
(1951) , 田中 正 , 渡辺 浩 見 (1955), 滝沢 延 次 郎 (1948),, 
手塚 (1951, 1952) , 土屋 律 (1951) , 白井 卓 朗 , 
林 満 治 (1955) , 内 林 修 一 , 中 村 司 郎 , 万 進 財 (1952), 
山口 富雄 (1953a), 安田 純夫 , . 深野 熊太郎 , 田中 操 
(1944) , 米長 栄次 (1942a, 1942b) , 吉見 讃 三 (1940), 
吉野 , 緒方 男 (1942), 吉住 好夫 (1954), 吉住 好 
夫 , 黒田 一 郎 , 渡辺 浩 見 , 織田 卓 五 郎 (1955) , 吉住 好 - 
夫 , 渡辺 浩 見 , 織田 卓 五 郎 (1955a) 
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9. 予防 撲 減 に 関す る 研究 
治田 順一 , 金光 虎 雄 , 尾崎 佳 正 , 戸川 智 (1953), 原 志 
免 太郎 (1940a, 1940b), Hunter III, Ritchie, Tana- 
be, Nagano, Pan, Yokogawa (1952), Hunter III, 
Freytag, Ritchie, Pan, Yokogawa, Potts (1952), 
保坂 幸男 , 飯島 利彦 , 佐々 木 孝 (1954), 飯島 利彦 , 
秋山 雄 , 佐々 木 孝 山本 (1954), 石井 信太 郎 
(1952) , 石井 信太 郎 , 三苫 靖子 , 久 津 見 晴彦 (1949), 
石井 信太 郎 , 宮木 高明 , 三苫 靖子 (1950), 石井 信太 郎 , 
津田 造 (1951), 石井 淳 (1953c) , 小林 晴 治郎 (1953 
る a), 松瀬 幹也 (1953a), McMullen, Komiyama, Ishii. 
Itabashi, Mitoma (1951) , McMullen, Komiyama, 
Ishii, Itabashi, Ozawa, Asakawa, Mitoma (1951), 
明 (1953) , 長野 寛治 (1947a, 1947b, 1948, 1949 
, 岡部 浩 洋 (1952a, 1952b, 1952c, 1953b) , 岡部 浩 

渋江 浩 (1952a, 1952b, 1952c, 1952e), 岡本 
(1951, 1952, 1953, 1954d), 太田 秀 浄 (1955), 太田 
秀 浄 , 佐藤 重 房 (1954), Ritchie, Hunter III, Naga- 
no, Lin (1952) , 杉浦 三郎 (1953, 1954a), 杉浦 三郎 , 
清水 清久 (1951) , 田宮 猛 雄 他 (1951), 田部 浩 (1953a), 
富松 (1948) , 富松 種田 吉 樋口 正徳 (1950), 
唐沢 進 , 日 向 美 中 山 二郎 , 弘 (1954), 土屋 忠 
良 , 出井 北 郎 (1940), Williams, Otori, Fonseca, 
Ritchie (1954) 


10. 吸虫 性 皮 に 関 ず る 研究 

後藤 寿 作 , 小島 成 克 (1954) , 後藤 寿 作 , 村瀬 か つ 子 , 

大 久保 , 小鳥 成 (1950) , 後藤 寿 作 , 栗本 珍 彦 , 

増山 忠俊 , 小島 成 吉 (1954), Hunter III, Ritchie, 
Tanabe (1951), 石井 信太 郎 , 三苫 靖子 , 小林 郁夫 
(1950), 石井 信太 郎 , 三 苦痛 子 , 山口 隆 正 (1949), 石 
井 信 太郎 , 小川 雄二 郎 (1952), 石井 信太 郎 , 横川 宗 
雄 , 和泉 精 一 , 伊藤 二郎 (1948), 伊藤 康夫 , 田中 実 
(1955) , 岩崎 三 郎 (1955) , 岩田 正俊 (1948), 加納 
一 郎 , 稲 木 俊三 , 大 森 敏 直 (1950) , 北村 直 次 , 中 田 三 
郎 , 小柴 入 一 (1955) , 小宮 義孝 , 伊藤 二郎 1952), 小 
宮 孝 , 伊藤 二郎 , 後藤 寿 作 , 大 久保 , 小島 成 
(1950) , 小宮 義孝 , 伊藤 二郎 , 後藤 寿 作 (1951), 小宮 
義孝 伊藤 二郎 , 後藤 寿 作 , 大 , 小島 成 
(1951) , 長野 寛治 (1949b), 小田 (1949a, 1949b, 

1951, 1953a, 1953b, 1953c, 1953d, 1953e, 1953f), 

小田 , 猪原 理 三郎 (1950) , 重松 (1952,1953), 
田口 吉 (1951) , 田部 (1949, 1950, 1951a, 1951b, 
1953b) , 田部 浩 , 三原 伸 (1948), 田部 浩 , 小田 珠 三 
(1949, 1951a, 1951b, 1951c) , 田部 , 小田 , 重 
松 剛 (1952) , 田部 浩 , 小田 , 宇野 
(1953) , 田部 浩 , 小野 正 員 , 岩 宮 緑 (1949), 吉田 重 春 
(1949) 


肺 吸 


1. 
安藤 豪 (1954) , 後藤 正彦 , 田中 徳郎 (1953), 長谷 川 錦 
三郎 (1953) , 亀井 (1940), 金子 栄 (1941), 佳 田 富 
士郎 1941) , 小林 晴 治郎 (1942), 操 坦 道 (1942), 三浦 
義徳 (1952b) , 宮崎 一 郎 (1949b, 1950, 1952, 1954b), 
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中 川 幸 庵 (1950) , 海 輪 十 二 (1939) , 横川 宗雄 (1955c) , 
横川 定 (1940, 1949, 1951), 吉井 宗 武 (1948) 


2. 分 類 形態 に 関す る 研究 


細川 修治 , 内 野 文 (1955), 一 色 於 四郎 (1954, 
1955) , 小林 晴 治郎 (1942) , 小宮 義孝 , 伊藤 二郎 1950), 
宮川 三男 , 田中 備 , 中 瀬 勝 (1953b. 1954a, 1954b, 
1955a, 1955b) , 宮崎 一 郎 (1939a, 1939b, 1939c, 一 般 
吸虫 1940, 1943b, 1944a, 1944c, 1944d, 1945a, 1945 
b, 1947a, 1947b, 1949a, 1949c, 1952, 1955a, 1955b, 
1955c) , 康 (1942), 徳 (1939), 田辺 (1950 
a, 1950b) , 富永 覚 二 (1942a), 山口 左 仲 (1943) 


3. 生理 , 生態 , 発育 史 に 関す る 研究 


安藤 豪 (1954) , 荻 本 策 一 郎 (1953, 1954, 1955a, 1955 
b) , 細川 修治 , 高橋 一 郎 (1954), 福田 武夫 , 岩倉 利 
明 , 大 坂 宗 夫 (1955) , 福岡 五郎 (1933) , 一 色 於 菊 四 郎 
(1950, 1952), 一 色 於 薬 四 郎 , 富村 保 (1949), 伊藤 二 
郎 1949) , 岩田 正俊 (一 般 吸虫 , 1940) , 衣笠 勝 (1943), 
木場 一 夫 (1939) , 小林 晴 治 郎 1942) , 小林 晴 治郎 , 桜 
井 (1952) , 黒田 徳 米 (1929), 楠 正和 (1949) , 万 納 
寺 徳 貞 (1952a, 1952b, 1952c), 万 納 寺 徳 貞 , 相良 勇 
(1952) , 米良 利己 (1951a), 宮入 助 (1916) , 三浦 
守 , 岡村 一 郎 , 村上 和 充 (一 般 吸 虫 , 1952) , 宮 水 宗男 
(1938) , 宮崎 一 郎 (1940, 1944d, 1945b, 1946a, 1946 
b, 1953a, 1953b, 1954a) , 宮崎 一 郎 , 池田 温 (1952) , 

宮崎 一 郎 , 石井 洋一 (1952) , 宮崎 一 郎 , 石井 洋一 , 菊 
地 正 (1954), 宮崎 一 郎 , 万 納 寺 徳 貞 (1950), 宮崎 一 
郎 梅谷 , 有田 道夫 (1951) , 永吉 康 正和 。, 

塚本 雅彦 , 小村 豊 一 郎 1951) , 中 島 典 雄 , 桑野 鶴 仁 , 

田 , 荒木 外地 (1953), 中 川 幸 (1950) , 西村 信 一 
(1952) , 岡村 一 郎 , 三浦 守 , 斎藤 文男 (一 般 吸 虫 , 

1952) , 扇田 和 年 (1951, 1954) , 大 夫 (1953a, 1953 
b, 1955a, 1955b) , 杉原 弘人 (1954a, 1954b, 1954c) , 
横川 宗雄 (1949, 1950, 1951a, 1951b, 1951c, 1951d, 
1952a, 1952c, 1952d, 1953a, 1953b, 1955a), 横川 宗 
雄 , 伊藤 二郎 (1949) , 横川 宗雄 , 大 島 知 夫 , 木 畑 美 知 
江 (1955 横川 定 (1949) 


4. 分 布 統 計 に 関す る 研究 


安倍 雄吉 , 城 鉄 生 , 大 池 義 勝 , 小田 原 耕 一 , 栗田 方 
子 , 山岡 邦夫 , 細川 修治 , 三浦 義徳 , 宮里 昇 , 山下 買 
司 。 中 村 文 昭 (1952) , 安倍 雄吉 , 城 鉄 生 , 材木 學 男 , 
山岡 邦夫 , 細川 修治 , ミ 清 義和 宮里 昇 , 山下 頁 司 , 
中 村 文 昭 (1952) , 安倍 雄吉 , 城 鉄 生 , 小田 原 耕 一 , 山 
岡 都 夫 , 細川 修治 , 三浦 義徳 , 宮里 昇 , 山下 真司 , 中 
村 文 昭 (1952) , 後藤 正彦 , 田中 徳 (1953, 1954), 
橋本 典 秋 , 玉置 貞 , 藤田 幸雄 , 新納 武敏 , 岩倉 利 敏 
(1952) , 平野 多 , 中 川 大 島 (1954), 本 田 
正 , 岡村 一 郎 (1955), 細川 修治 (1954), 細川 修治 , 三 
浦 義 徳 (1951, 1952a) , 細川 修治 , 高橋 一 郎 (1954), 
細川 修治 , 内 野 文 敵 , 宮里 昇 , 山下 頁 司 , 高橋 一 郎 , 
関谷 透 (1955) , 和 垣 元 博 (1952), 磯部 光 , 倉田 義夫 
(1954) , 伊藤 , 浅利 譲 , 平野 多 開 中 川 
(1955) , 岩倉 利明 (1953), 加藤 多 右 衛門 , 大 石 純一 
(1953) , (1940), 衣 勝 (1939a, 1939b, 1939 


c, 1940, 1943a, 1943b) , 小宮 義孝 , 横川 宗雄 , 七条 
小次郎 , 西宮 博道 , 勝 山岡 (1952a), 松瀬 
幹也 (1954) , 三浦 守 , 梶原 誠一 , 村上 和 充 , 中 島 典 確 
(1953) , 三浦 義徳 (1952a, 1952c, 1952d) , 宮川 三男 , 

田中 佑 , 中 瀬 勝 (1953a, 1954a, 1954b, 1955a, 1955b) , 
三宅 寿 (1951a, 1951b) , 三宅 寿 , 尾 池 喜代 司 (1951), 

宮崎 一 郎 (1942, 1943a, 1944b, 1947c) , 宮崎 一 郎 , 万 
納 寺 徳 上 員 , 有田 道夫 (1951) , 百瀬 達夫 , 尾 池 喜 代 司 
(1953b) , 森重 (1948) , 中 島 典 雄 , , 
責 , 荒木 外地 (1953) , 西村 信 一 (1952) , 尾 池 喜 代 司 
(1951) , 尾 池 喜 代 司 , 益 崎 優 (1951) , 尾 池 喜代 司 。 麻 
生田 幸雄 , (1951), 岡部 (1942) , 岡田 
ー (1954) , 岡村 一 郎 , 橋本 典 秋 , 玉置 毅 (1952) , 岡村 
一 郎 , 三浦 守 (1953a, 1953b) , 岡村 一 郎 , 中 島 典 雄 , 

三浦 守 (1953) , 大 石 純 一 , 斎藤 美和 (1952), 祭 恵 郎 
(1943a, 1943b) , 斎藤 美和 , 大 石 純一 (1951), 聖 城 稔 , 
山崎 義 節 , 小笠 原 二 郎 , 高森 時 雄 , 藤本 久雄 (1951) , 

柴田 定 一 , 城 鉄 生 , 山路 邦夫 , 草野 治 , 田中 成一 
(1952), 見 正大 (1953) , 白川 (1953) , 外山 
樹 , 西田 弘 (1955) , 高 亀 良彦 , 島本 茂 太郎 (1942) , 高 
亀 良 彦 , 堀口 武 二郎 1943), 高橋 一 郎 (1954, 1955a, 

1955b) , 田辺 薫 (1948), 田中 徳 (1954, 1955), 田中 
徳郎 , 瀬 井 義 田 芳 (1954) , 海 輪 十 二 (1939), 

内 野 文 (1954a) , 横川 宗雄 (1952a, 1952b) , 横川 宗 
, 大 島 (1953) , 吉田 長 , 白川 (1951), 

吉田 幸雄 , 藤田 裕 , 小山 幸男 , 村井 知也 , 藤戸 寺 純 
(1955) , 城 (1953) 


病理 名 疲 に 関す る 研究 

萩本 策 一 郎 (1955c, 1955d) , 細川 修治 , 三浦 義徳 (1952 
b, 1952c, 1952d) , 細川 修治 , 三浦 義徳 , 宮里 昇 (1953), 
細川 修治 , 柴田 定 一 , 小沢 豊 (1948) , 石黒 秀雄 (1942) , 
位 坂 清光 (1953, 1954), 位 坂 清光 , 松岡 広 次 (1952, 

1955), 石垣 征矢 男 , 森下 香代 子 , 勝 呂 角 (1954), 一 
色 於 四 郎 (1953a, 1953b) , 一 色 郎 , 富村 保 
(1949, 1953, 1954a, 1954b, 1954c, 1955) , 伊藤 金 逸 , 

加藤 (1941) , 神山 英明 (1947) , 小泉 全 (1955) 
A CN, 松本 普 三 , 石垣 征矢 男 (1953), 松 
岡 広 次 (1953), 松岡 広 次 , 位 坂 清光 , 西川 美 博 (1954), 

米良 利己 (1951b, 1951c, 1951d) , 光 野 孝雄 (1952) , 三 
浦 義徳 (1952e, 1952f, 1952g, 1952h, 1952i, 1952j) , 三 
和 宅 寿 , 百瀬 達夫 , 益 崎 優 (1952), 森下 哲夫 , 小林 瑞穂 
(1954) , 森田 平治 郎 , 一 色 於 薬 四郎 , 富村 保 (1954), 野 
< 村 太郎 1941) , 布 上 正則 (1930), Ritchie, Hunter 
III, Pan, 横川 宗雄 (1951) , 徳 (1942) , 桜 林 満 治 , 
見 正大 (1955), 鈴木 道 三郎 , 太田 資 文 , 富岡 恒男 (1940) , 

高橋 一 郎 (1955c) , 高山 八郎 (1942) ; 富村 保 , 山本 博 
(1953) , 富永 覚 仁 (1939), 富田 千載 (1955b), 内 野 
文 竣 (1954b) , 山本 修 太郎 ( (1937) , 横川 宗雄 (1955a, 

1955b, 1955d) , 横川 宗雄 , 大 島 (1954) , 横川 宗 
, 大 島 , 勝 (1955a, 1955b, 1955c) , 横川 宗 
雄 , 大 島 智 夫 , 須川 豊 , 平野 多 開 , 中 川 子 (1955), 

横川 定 (1941a), 横川 定 , 慮 万 徳 (1941) , 吉田 長 之 , 

百川 (1951) , 湯本 義 香 永吉 康 (1943) 
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6. 診断 治療 に 関す る 研究 


道 免 久 士 , 安部 安 和 (1955), 後藤 正彦 , 田中 徳 由 
(1955) , 江藤 文雄 , 井上 (1953) , 花沢 栄一 , (1952) , 
星 忠夫 (1941) , 細川 修治 , 柴田 定 一 , 小沢 豊 (1948) , 
細川 修治 , 内 野 文 密 , 宮里 昇 , 山下 貢 司 , 高橋 一 郎 , 
関谷 透 (1955) , 藤戸 孝 純 ,。 石原 周 (1952), 井手 速見 
(1940) , 石崎 秀俊 (1955), 伊藤 金 , 加藤 隼 (1941) , 
岩崎 基 (1954, 1955) , 岩田 昌一 , 広橋 誠之 (1942) , 
恒 三 (1941a, 1941b, 1942) , 伊崎 (1940), 脇坂 
, 金 座 (1939) , 次 (1952), 神山 英明 (1947) , 
神田 栄治 ;, 利根 幸三 , 秋 永 秀 孝 (1954), 蘭島 四郎 , 
今野 浩輔 (1943), 片山 利 貞 , 百瀬 達夫 , 下 条 登 喜 夫 
(1952) , 河野 義夫 (1941), 河島 勇 (1942), 小林 命 
(1942) , 小宮 義孝 , 横川 宗雄 (1953a, 1953b) , 小宮 義 
孝 , 横川 宗雄 , 七条 小次郎 , 西宮 博道 , 勝 山岡 
克己 (1952b) , 永 (1939) , 小山 日 出 (1939) , 
1949) , 光 野 孝雄 (1952) , 三浦 義徳 (1952i, 1952 
, 宮川 三男 , 中 瀬 勝 , 田中 人 府 (1955) , 宮川 三男 , 田 

A 中 瀬 勝 (1955c, 1955d) , 三宅 寿 (1939a, 1939b, 
1951, 1952), 三宅 寿 , 片山 利 貞 , 百瀬 達夫 , 天羽 一 
夫 (1953) , 三宅 寿 , 百瀬 達夫 (1954), 三宅 寿 , 百瀬 達 
夫 , 天羽 一 夫 (1954a, 1954b) , 三宅 寿 , 百瀬 達夫 , 益 
崎 優 (1952) , 三宅 寿 , 百瀬 達夫 , 尾 池 喜 代 司 (1952a, 
1952b, 1953) , 三宅 寿 , 尾 池 喜代 司 (1951, 1953), 百 
瀬 達 夫 (1953) , 百瀬 達夫 , 益 崎 優 , 平井 正雄 , 富 氷 健 
(1952) , 百瀬 達夫 , 天羽 一 夫 (1954), 百瀬 達夫 , 尾 
池 喜 代 厨 (1953a, 1953b) , 森本 敏夫 (1940) , 森重 孝 
(1948) , 森 恵子 花沢 栄一 (1953) , 室津 健司 原 
夫 , 内 藤 普 夫 (1953), 永吉 康 臨 (1941), 中 山 広 信 
(1954) , 成 原則 (1939) , 野々 村 太 郎 (1941) , 緒方 
三郎 (1942) , 尾 池 喜 代 司 (1951) , 岡崎 忠雄 (1948) , 小 
野 豊 , 藤ヶ谷 敏 明 (1954) , 小野 典 郎 , 西井 長 武 , 西 
村 猛 , 荘 保 忠 三郎 (1955) , 大 友 武 博 (1942), Ritchie, 
III, Pan, 横川 宗雄 (1951) , 季 南 , : 

徳 (1942) , 佐伯 重 , 松尾 栄一 (1954), 
鐘 有 成 (1943) , 坂 (1955), 坂 光 七 
郎 (1954), 佐藤 敏 (1940), 聖 城 稔 , 山崎 義 節 。 小 笠原 
二郎 , 高森 時 雄 , 藤本 久雄 , 若槻 博 , 長岡 正和 , 西 保 
進 1951) , 馬 達雄 (1952), 柴田 良治 (1952) , 柴田 定 
ーー, 山路 邦夫 (1953) , 柴田 定 一 , 山路 邦夫 , 田中 成一 
(1954) , 柴田 定 一 , 城 鉄 生 , 山路 邦夫 , 草野 治 , 田中 
一 (1952) , 清水 (1955) , 塩 福 岩 (1950), 
稔 (1942) , 銘木 道 三郎 , 太田 資 文 , 富岡 恒男 (1940) , 
鈴木 林 一 (1941) , 杉原 芳夫 (1949) , 杉浦 慎 自 , 長田 信 
(1952) , 高坂 睦 年 , 松枝 秀 (1953) , 隆 杉 正 太郎 , 高村 
明 (1942), 田中 守 , 福田 藤 志 行 (1941), 田中 
(1941) , 田中 忠雄 (1941), 戸田 (1941) , 富永 覚 仁 
(1939, 1940a, 1940b, 1941, 1942b, 1942c) , 富田 幸 
美 , 永見 (1952) , 富田 千載 (1955a) , 張 豊 (1943), 
脇坂 , 座 (1939) , 横川 定 (1941a, 1941b) , 横 
川 定 , 廣 万 徳 (1939, 1940, 1941), 横川 定 , 虚 万 徳 , 
脇坂 , 金 座 /1940) , 吉田 貞雄 , 谷村 忠 保 , 布施 
信良 , 藤 方 誠一 , 佐野 実 (1931) 
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平木 潔 , 岡本 正 (1953) , 桂 田 富士 郎 (1941) , 小林 晴 治 
郎 1950), 小泉 丹 (1945), 小宮 義孝 (1951, 1955), 操 
道 (1942), 森下 1954), 長野 寛治 (1952) 


2. 形態 に 関す る 研究 
馬場 達人 (1942, 1943a, 1943b, 1943c, 1943d, 1944), 
井田 正二 (1936) , 小林 英 一 , 湯本 義 香 (1938), 小宮 義 
多治見 (1940a, 1940b, 1940c, 1940d, 1953), 
尾崎 佳 正 (1949) , 尾崎 佳 正 , 尾崎 弘行 (1955), 山口 左 
仲 (一 般 吸 虫 , 1940b) , 渡辺 彦 夫 (一 般 吸 虫 , 1943a) 
3. 生理 生態 発育 史 に 関す る 研究 
井出 潔 (1935a, 1935b) , 稲 臣 成 一 (1953b, 1953c, 1953 
d), 金光 虎 雄 , 浅田 順一 , 梶 房子 (1951) , 川名 浩 (1936) , 
小宮 義孝 (一 般 吸 虫 , 1943c) , 小宮 義孝 , 川名 浩 1936 
a,1936b) , 小宮 義孝 , 近藤 未 男 (1949, 1951), 小宮 義 
孝 , 村瀬 か つ 子 (一般 吸虫 , 1952) , 小宮 義孝 , 多治見 秦 
(一 般 吸 虫 , 1941) , 久保 道夫 , 牧野 正 (一 般 吸 虫 , 
1941) , 次 山 正 策 (一 般 吸 虫 , 1938), 丸亀 次 (一 般 
吸虫 , 1940) , 松林 久吉 (1949) , 宮永 主 基 男 (1939) , 
村上 栄 , 稲 臣 成一 (1949), 武藤 三 五 郎 (1938), 岡部 浩 
洋 (1938b, 1939) , 酒井 和雄 (一 般 吸 虫 , 1954) , 渡辺 
彦 憲 (一 般 吸 虫 , 1942,。 一 般 吸 虫 , 1943b) , 吉野 砂 三 
(一 般 吸 虫 , 1940) 

マメ タニ シ に 関す る 研究 
稲 臣 成一 (1949, 1953a, 1953b, 1953c ,1953d, 1953e) , 
光 藤 春光 (1940) , 村上 栄 , 稲 臣 成一 (1949) , 岡部 浩 洋 
(1938a) , 芝 昇 (1934) , 杉原 弘人 (1952a, 1952b, 1952 
c, 1952d, 1953a, 1953b, 1953c, 1953d, 1953e, 1953 
f, 1953g, 1953h, 1954a, 1954b, 1954c, 1954d, 1954 
e, 1954f, 1954g, 1954h, 1954i) , 杉原 弘人 , 佐藤 淳 夫 
(1955a, 1955b), 杉原 弘人 , 佐藤 淳 夫 , 松尾 喜久 男 
(1955) 

分 布 統計 に 関す る 研究 
阿部 高知 (一 般 吸 虫 , 1941a, 1941b) , 浅田 順一 (1940 
a, 1940b) , 浅田 順一 , 金光 虎 雄 1950), 堀内 健二 郎 
(1955) , 福井 亮介 (1955), 稲垣 元 博 (1951), 稲 臣 成一 
(1949, 1953e), 井上 将 , 矢田 泰弘 1954), 磯田 政 恵 
(1952) , 金光 虎 雄 , 浅田 順一 , 梶 房子 (1951), gp" 
, 大 田 垣 博 雄 , 戸川 1953), 加藤 俊一 (1955), ノ 
林 瑞 穂 一般 吸虫 , 1953) , 小宮 義孝 (1936a, i 
小宮 義孝 , 川名 , 陶 (1935a, 1935b) , 小宮 , 
佐藤 菊 雄 (1955), 小宮 義孝 , 高野 均 , 小倉 由紀 子 
(1950) , 宮崎 一 郎 , 磯部 光 (1951a, 1951b) , 宮崎 一 郎 , 
正 島 敏 (1942) , 三好 浩 (1948), 村瀬 か つ 子 (1950), 長 
本 (1955) , 岡部 洋 (1940, 1942, 1944, 1950), 岡 
部 山口 富雄 , 古賀 靖 造 (1953), 大 島 福 造 , 古橋 
多 助 , (1939) , 相良 上 員 直 , 石原 朝 次 郎 , 実 川 渉 , 田部 
正孝 , 佐藤 進 , 柳 堀 布 与 志 (1952) , 坂本 吉郎 , 堀内 健 
次 郎 (1952), 清水 一 雄 (一 般 吸 虫 , 1939), 鈴木 了 司 
(1955) , 了 司 , 佐藤 (1955) , 武田 西村 
横田 弘之 , 森岡 , 藤田 (1951), 富 水 覚 仁 
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(1942a) , 渡辺 末次 郎 , 堀井 正雄 (1950) , 山田 真治 , 浅 
井 謙三 , 内 山幸 三郎 今川 (1939), 山形 川 
康治 , 小野 常 次 , 村川 内 正 也 (1953) , 山形 人 , 
前 川 康治 , 小野 常 次 , 坂本 比 郎 , 竹内 正志 (1952a), 

山口 左 仲 , 稲 臣 成一 , 木村 道 了 世 (1955), 吉川 元久 , 

宮田 徳 , 上 杉 茂 (一般 虫 , 1940) , 実 川 1951, 

1953) 


・ 病理 関す る 研究 


馬場 達人 (1943b, 1943c, 194 が , 江口 季 雄 , 大 東 康 幸 
(1953) , 季 応 例 (1941) , 堀口 武 二 郎 (1941, 
1942) , 細川 修治 (1943, 1947a, 1947b, 1947c) , 井 福 
早苗 (1939), 磯田 政 恵 (1952), 磯田 政 恵 , 小野 豊 
(1950) , 小林 茂 (1942) , 松尾 栄一 , 河野 西 
岡 利之 , 大 日 方 一 政 (1945) , 西崎 武 哀 一 (1940), 岡本 
正 , 山本 伸郎 , 富永 弘 (1955), 小野 豊 , 藤ヶ谷 敏明 
(1954) , 小野 豊 磯田 政 恵 (1954) , 重 福太郎 (1943a, 
1943b) , 高山 八郎 1941, 1942), 富永 覚 仁 (1942b) 


7. 診断 治療 に 関す る 研究 


長谷 川 錦 三 郎 (1953), 岩 味 永 夫 , 呉 景 護 , 山下 哲二 
(1942) , 加藤 六 (1940) , 桂 田 富士 郎 (1940) , 衣笠 勝 
(1939) , 松尾 栄一 , 河野 (1952) , 美馬 , 古谷 純 
ー(1947) , 宮川 米 次 , 清水 重 矢 (1941, 1942), 宮田 治 
夫 (1948), 森島 芳夫 , 塩 島 正 二 (1954),。 長野 覚 治 
(1951) , 富 , 岩 (1940) , 中 村 (1939a, 1939 
b, 1941) , 中 村 達 之 助 (1953), 西岡 利之 , 大 日 方 一 政 
(1945) , 小野 豊 , 磯田 政 恵 (1952) , 黄 福 申 (1939), 白 
井 光 次 (1940), 白 原 康隆 , 季 応 例 (1942), 田北 周平 
(1942) , 田北 周平 , 河島 実 (1943), 田北 周平 , 河島 
実 , 小 井 (1943) , 徳富 良二 (1953', 富井 真 英 , 
一 徳 (1942), 宏 (1939) , 山形 , 前 川 康治 , 小 
野 常 次 , 坂本 敏郎 , 竹内 正 也 (1952b) , 山村 稔 (1940) 


8. 予防 撲 減 に 関す る 研究 


長野 寛治 (1934, 1938, 1951, 1953) 


D 


形態 に 関す る 研究 
川名 浩 (1939) , 牧野 佐 二 郎 (一 般 吸 虫 , 1939) , 渡辺 
昇 蔵 (1954b) , 渡辺 昇 蔵 , 岩田 神 之 介 (1955b) , 山口 左 
仲 (一 般 吸 虫 , 1954a) 


2. 生理 生態 発育 史 に 関す る 研究 


東 応 弘 (1954a, 1955), 保坂 安 太 郎 (1952a, 1952b, 
1954) , 保坂 安 太 郎 , 萩谷 杉 (1952), 磯田 政 恵 (1953), 
小林 瑞穂 (1953) , 小野 豊 , 磯田 政 恵 (1951a, 1951b, 
1952a, 1952b) , 下村 実 (1955), 渡辺 昇 蔵 , 岩田 神 之 助 
(1955a) , 安 羅 岡 一 男 (1952, 1953, 1954a, 1954b) 


3. 中 間 宿 証 に 関す る 研究 


東 (1955a) , 。 植村 , 宗 司 (1954), 
, 植村 , 辻村 宗 剛 司 (1955) , 江崎 安 一 , 
川田 史郎 (1954a, 1954b) , 板垣 四郎 , 板垣 博 (1955), 
岩田 神 之 介 , 渡辺 昇 蔵 (1955), 唐沢 進 , 日 向 美 行 , 渡 
辺 録 郎 , 名 取 則 邦 (1954) , 川名 浩 (1939) , 川田 史郎 , 
江崎 宏一 (1954), 小野 豊 , 磯田 政 恵 (1954b) , 大 越 伸 , 
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板垣 博 (1955) , 真田 良典 (1950), (1940), 渡辺 
, 岩田 神 介 , 佐々 木 土屋 正之 , 本 間 
(1954) 
4. 分 布 統 計 に 関す る 研究 
藤本 清 , 佐々 木 実 三 , 今田 忠信 (1948), 唐沢 進 , 日 向 
美 行 , 渡辺 録 郎 , 名 取 則 邦 (1954), 北沢 部 政 
次 , 岡田 落 (1954), 小松 広 (1943), 小野 豊 , 磯田 政 
恵 , 藤ヶ谷 敏明 (1952) , 大 越 伸 , 板垣 博 (1953), 真田 
良典 (1950) , 信 藤 謙 蔵 (1954), 庄村 清治 , 二宮 正明 , 
斎藤 潔 , 岩沢 英男 (1954), 庄村 清 , 二宮 正明 , 斎藤 
潔 , 岩沢 英男 , 岡田 弘 (1953a, 1953 b) , 上 野 計 , 福 
所 金 松 , 尾形 藤 治 (1953), 山下 次 郎 , 永田 俊郎 , 渡辺 
正雄 , 吉川 政 布 (1955) 
5. 病理 診断 に 関す る 研究 
東 (1953, 1954b, 1955b) , , 杉本 正勝 , 
口 頼 三 (1950) , 保坂 安 太 郎 (1950), 飯島 利彦 , 保坂 幸 
男 , 佐々 木 考 (1954) , 磯田 政 恵 (1954) , 板垣 四郎 , 谷口 
守男 (1953) , 井上 廉 , 野坂 大 (1950), 岩科 一 治 , 橋口 
裕治 (1953, 1954), 甲斐 省 三 , 中 根 激 夫 (1951), 小峰 
仙一 , 白井 和哉 , 渡辺 昇 蔵 , 杉浦 邦 紀 (1955) , 小峰 仙 
ーー, 渡辺 昇 蔵 , 杉浦 邦 紀 (1954) , 小宮 義孝 , 河口 忠雄 
・ (1954) , 黒川 和雄 , 磯田 政 恵 , 小野 豊 (1953) , 前 田 省 
三 上 別府 祝 (1953, 1954), 前 川 一 北沢 部 
政 久 (1954) , 宮田 万 司 (1954a, 1954b) , 西野 敏雄 , 藤 
川 高 範 , 石丸 義 美 , 中 尾 留 夫 (1953) , 岡 義員 , 熊谷 陵 
蔵 (1952) , 小野 豊 , 藤 ケ 谷 明 (1954), 小野 豊 磯田 
政 恵 (1951c, 1951d, 1952c, 1952d, 1952e, 1952e, 1954 
a) , 小野 豊 磯田 政 恵 , 藤ヶ谷 敏明 , 木村 重 (1952), 
小野 豊 , 磯田 政 恵 , 黒川 和雄 (1952) , 佐野 基 人 , 沢田 
利 貞 (1954) , 沢田 利 貞 , 佐野 基 人 (1954a, 1954b), 杉 
少 邦 紀 , 藤尾 成徳 (1954), 杉浦 邦 紀 , 渡辺 昇 蔵 , 佐々 
木 , 土屋 正 , 本 間 宏 (1953) , 庄村 清治 , 二宮 
正明 , 斎藤 潔 , 岩沢 英男 , 岡田 弘 (1953b), 千葉 叫 孝 
(1948) , 渡辺 昇 蔵 (1954a), 渡辺 昇 蔵 , 永山 廊 昭 , 岩 
田神 之 介 (1953) , 渡辺 昇 蔵 , 杉浦 邦 紀 , 桐 沢 純 , 野口 
一 郎 (1953) , 渡辺 昇 蔵 , 杉浦 邦 紀 , 上 条 正 治 , 塩入 恒 
雄 , 長崎 等 (1954), 安川 正和 横川 宗雄 (1947), 
吉田 孝 , 兼 清 知 彦 , 渡辺 昇 蔵 (1954) 

予防 撲 減 に 関す る 研究 
安藤 鉄 一 1953), 江崎 省 三 , 中 根 激 夫 (1951), 
川田 史郎 (1954b) , 川田 史郎 , 江崎 宏一 (1954), 長野 
寛治 (1954) , 小野 豊 (1954) , 小野 豊 , 磯田 政 恵 , 敷 内 
清 (1953) , 渡辺 昇 蔵 (1954a) 


種 名 別 索 引 


ACANTHATRIUM 

hitaensis Koga, 1953 

lageniforme Ogata, 1945 
尾形 藤 治 1947b (発育 う 1954 (発育 史 

ovaium Yamaguti, 1939 

山口 左 仲 1939c (分 類 ) 1954c (形態 ) 


古賀 靖 造 1953 (分 類 ) 
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ACANTHOPARYPHIUM 
charadrii Yamaguti, 1939 


山口 左 中 1939a (分 類 ) 


kurogamo Yamaguti, 1939 


山口 左 仲 1939a (分 類 ) 


marilae Yamaguti, 1934 


安藤 1939 (形態 山口 左 仲 


melanittae Yamaguti, 1939 


1939a (形態 ) 


山口 左 仲 1939a (分 類 ) 


spinulosum Johnston, 1917 


安藤 1939 (形態 ) 
spinulosum suzugamo Yamaguti, 1939 


山口 左 仲 
squatarolae Yamaguti, 1934 


1939a (分 類 ) 


安藤 宮 1939 (形態 ) 


tyosenense Yamaguti, 1939 


山口 左 仲 1939a (分 類 ) 


ACANTHOSTOMUM 
crocodilk Yamaguti, 1954 
山口 左 仲 
AEPHNIDIOGENES 
barbarus Nicoll, 1915 
山口 仲 
sagi Yamaguti, 1939 
山口 仲 
ALCICORNIS 
baylisi Nagaty, 1937 山口 左 仲 
ALLODISCOCOTYLA 
chorinemi Yamaguti, 1953 山口 左 仲 
ALLOLEPIDAPEDON 
fistulariae Yamaguti, 1940 
山口 左 仲 
AMPHIORCHIS 
lateralis Oguro, 1938 小黒 善雄 
ANCYLODISCOIDES 
gigi Yamaguti, 1942 山口 左 仲 


hamatovagina Yamaguti, 1942 
山口 仲 
nfundibulovagina Yamaguti, 1942 
山口 左 仲 
Sigmoidovagina. Yamaguti, 1942 
山口 左 仲 
ANCYROCEPHALUS 
bilobatus Yamaguti, 1953 
山口 仲 
macrogaster Yamaguti, 1953 
山口 仲 
platycephali Yamaguti, 1953 
山口 左 仲 
spinicirrus Yamaguti, 1953 
山口 仲 
APATEMON 
fuligulae Yamaguti, 1933 
山口 左 仲 


1954a (分 類 ) 


1939b (形態 ) 
1939b (分 類 ) 
1942c (形態 ) 


1953b (分 類 ) 


1940d (分 類 ) 
1938b (分 類 ) 
1942a (分 類 ) 
1942a (分 類 ) 
1942a (分 類 ) 
1942a (分 類 ) 


1953b (分 類 ) 
1953b (分 類 ) 
1953b (分 類 ) 
1953b (分 類 ) 


1939a (形態 ) 
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第 2 部 ・ 一 般 吸 


minor Yamaguti, 1933 
山口 左 仲 1939a (形態 ) 
APHANURUS 
caesionis Yamaguti, 1952 
山口 左 仲 1952 (分 類 ) 
dorosomatis Yamaguti, 1953 
山口 左 仲 1953c (分 類 ) 
harengulae Yamaguti, 1938 
山口 左 仲 1953c (形態 ) 
APHARYNGOGYLIAUCHEN 
callyodontis Yamaguti, 1942 
山口 左 仲 1942c (分 類 ) 
APOCREADIUM 
synagris Yamaguti, 1953 


山口 仲 1953c (分 類 


APONURUS 
carangis Yamaguti, 1952 
山口 左 仲 1952 (分 類 ) 
laguncula Looss, 1907 
山口 左 仲 1953 分 類 ) 
synagris Yamaguti, 1953 
山口 左 仲 1953c (分 類 ) 
ASTIOTREMA 
amydae Ogata, 1938 尾形 藤 治 1938b (分 類 ), 
小黒 1938a (形態 ) 
fukuii Ogata, 1938 尾形 藤 治 1938b (分 類 ) 
ASYMPHYLODORA 
japonica Yamaguti, 1938 
山口 左 仲 1942c (形態 ) 
macrostoma Ozaki, 1925 
岡部 1940 (生態 ) 
tincae (M6deer, 1790) 
阿部 高知 1941a (生態 ), 1941b (生態 ), 
伊達 富久 1943( 生 態 ), 黒川 帝 1935( 発 育 
spp. 小宮 義孝 1949c (形態 ) 
sp. 渡辺 彦 憲 1942 (生理 ) 
ATRACTOTREMA 
fusum Goto et Ozaki, 1929 
山口 左 仲 1939b (形態 ) 
AXINE 
cypseluri Yamaguti, 1940 
山口 左 仲 1940d (分 類 ) 
heterocerca Goto, 1894 
山口 左 仲 1942a (形態 ) 
BENEDENIA 
synagris Yamaguti, 1953 
山口 左 仲 1953b (分 類 ) 
BIANIUM 
hemistoma (Ozaki, 1929) Yamaguti, 1934 
山口 左 仲 1951c (形態 ) 
holocentri Yamaguti, 1942 
山口 左 仲 1942c (分 類 ) 


BIVESICULA 
epinephelk Yamaguti, 1938 


山口 左 仲 1939b (形態 ) 
BRACHYCOELIUM 
salamandrae (Frdlich, 1789) 
牧野 佐 二 郎 1989 (形態 ) 
BRACHYLAEMUS 
eophonae Yamaguti, 1941 
山口 左 仲 1941 (分 類 ) 
syrmatici (Yamaguti, 1935) 
山口 左 仲 1939a (形態 ) 
tokudai Yamaguti, 1954 
山口 左 仲 1954c (分 類 ) 
BUCEPHALOPSIS 
clara Komiya, 1943 
小宮 義孝 1943b (分 類 ) , 1943c (形態 ) 
cybii Park, 1939 朴 泰葉 1939f (分 類 ) 
sibi Yamaguti, 1940 山口 左 仲 1940d'( 分 類 ) 
sp. 山口 左 仲 1942b (発育 史 ) 
BUCEPHALUS 
itabo Ozaki, 1952 
retractilis Yamaguti, 1952 
山口 左 仲 1952 (分 類 ) 
sphyraenae Yamaguti, 1952 
山口 左 仲 1952 (分 類 ) 


尾崎 佳 正 1952 (分 類 ) う 


tenwuis Yamaguti, 1952 
山口 左 仲 1952 (分 類 ) 
varicus Manter, 1940 
山口 左 仲 1942c (形態 ) 
CALCEOSTOMA 
sciaenoe Yamaguti, 1940 
山口 左 仲 1940d 
CALICOPHORON 
calicopbhorum (Fischoeder, 1901) Na4smark, 1937 
山口 左 仲 1939c (形態 )) 1940b (形態 ) 
cauliorchis (Stiles et Goldberger, 1900) 
山口 左 仲 1954b (形態 ) 
CAMPULA 
gondo Yamaguti, 1942 
山口 左 仲 1942d (分 類 ) 
laevicaecum Yamaguti, 1942 
山口 左 仲 1942d (分 類 ) う 
oblonga Cobbold, 山口 左 仲 1951b (形態 ) 
CARASSOTREMA 
koreanum Park, 
朴 泰 菜 1938c (分 類 ), 1938d (形態 ), 
山口 左 仲 1942c (形態 ) 
CATATROPIS 
cygni Yamaguti, 1939 
山口 左 仲 1939a (分 類 ) 
hisikui Yamaguti, 1939 
山口 左 仲 1939a (分 類 ) 
pacifera Noble, 1933 
山口 左 仲 1939a (形態 ) 
CAUDOTESTIS 
orienialis Yamaguti, 1934 
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朴 泰葉 1938d (形態 ) 
thaiassomatis Yamaguti, 1942 
山口 左 仲 1942c (分 類 ) 
zacconis Yamaguti, 1934 
山口 左 仲 1942c (分 類 ) 
CENTROCESTUS 
armatus (Tanabe, 1922) 小林 英 一 1942a 
(形態 ), 1942b (形態 ), 久保 隆 1950 (生態 ), 
岡部 洋 1940 生態), 大田垣 博 1952 (分 布 ), 
大 田 垣 博雅 , 金光 虎 雄 1953 (生態 う ) 山口 左 仲 
1939 a (形態 ) 
formosanus (Nishigori, 1924) 小林 英 一 1942a 
(形態 1942b (形態 山口 左 仲 1939a (形態 ), 
1942b (発育 
nycticoracis (Izumi, 1935) 
次 保 隆 1950 (生態 ) 
polyspinosus Kobayashi, 1942 
小林 英 一 1942a (分 類 ), 1942b (形態 ) 
yokogawai Kobayashi, 1942 
小林 英 一 1942a (分 類 ), 1942b (形態 ) 
sp. 岡部 浩 洋 1939b (生態 ) 
CENTRORHYNCHUS 
corvi Hukui, 1929 
福井 玉 夫 , 尾形 藤 治 1938 (形態 ) 
CEPHALOGONIMUS 
japonicus Ogata, 1934 
小宮 義孝 1943a (形態 ) 
manchuricus Oguro, 1941 
小黒 1941a (分 類 ) 
parvus Oguro, 1941 小黒 善雄 1941a (分 類 ) 
CERCARIA 
altenwerdi Komiya, 1940 
小宮 義孝 1938 (形態 ) 
echinolophocauda Komiya, 1951 
小宮 義孝 1948, 1951e (分 類 ) 
elebensis Komiya, 1938 
小宮 義孝 1938 (分 類 ) 
granifera Ogata, 1943 
尾形 藤 治 1943d (分 類 ) う 
hamburgensis Komiya, 1938 
. 小宮 義孝 1938 (分 類 ) 
haplocaecum Ogata, 1943 
尾形 藤 治 1943e (分 類 ) 
incerta Faust, 1924 伊藤 二郎 1953a (形態 
ntroverta Faust, 1924 
伊藤 二郎 1953b (形態 ) 
longicerca Ito, 1953 伊藤 二郎 1953b (分 類 ) 
longissima Faust, 1924 
高松 毅 中 村 也 1949 (形態 ) 
misa Komiya, 1951 小宮 義孝 1951d (分 類 ) 
nuda Komiya, 1952 
小宮 義孝 1948, 1952b (分 類 ) 
nipponensis Faust, 1924 
伊藤 二郎 1952a (形態 ) 
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sp. 
COLOCYNTOTREMA 


okabei Ito, 1949 伊藤 二郎 1949a (分 類 )。 


1952b( 形 態 ), 岡部 浩 1939a( 形 態 ) 

radiata Komiya, 1941 

小宮 義孝 1941e, 1941f (分 類 ) 
scripta Faust, 1924 

伊藤 二郎 1949b (形態 ) 

sensa Komiya, 1952 小宮 義孝 1952b (分 類 ) 
shanghaiensis Komiya, 1941 

小宮 義孝 1941a, 1941b (分 類 ) 
shinjoi Komiya et Tajimi, 1942 


小宮 義孝 , 多治見 泰 1942 (分 類 ), 村瀬 か つ 子 


小宮 義孝 , 1952 (生態 ) 
takahashii Yokogawa et Ito, 1949 (larva of Mari- 
trema caridinae) 
横川 宗雄 , 伊藤 二郎 1949 (分 類 ) 
yokotei Komiya, 1941 
小宮 義孝 1941c, 1941d (分 類 ) 
yoshidae Cort et Nichols, 1920 
伊藤 二郎 1952c (形態 ), 角田 清 1950 (発育 史 ) 
spp. (senoi, mucobuccalis, chromophila, paracalifor- 
niensis, incerta, mutabile, melaniorum) 
稲 臣 成 一 1950 (生態 ), 1953 (生態 ) 
高橋 操 三 郎 1928 (形態 ) 
gp. B, C.D 
次 山 正 策 1938 (生態 ) 
sp. (Rattenk6nig) 山口 左 仲 1951e (形態 
CERCOCOTYLE 
cerylis Yamaguti, 1939 
山口 左 仲 1939a (分 類 ) 
CEYLONOCOTYLE 
scoliocoelium (Fischoeder, 1901) NA&smark, 1937 
山口 左 仲 1939c (形態 )。 1954b (形態 ) 
CLINOSTOMUM 
complanatum (Rudolphi, 1819) Braun, 1899 
吉野 1940 (生態 
COITOCAECUM 
acanthogobium Park, 1939 
朴 泰 菜 1939e (分 類 ) 
callyodontis Yamaguti, 1942 
山口 左 仲 1942c (分 類 ) 
koreanum Park, 1939 朴 泰 菜 1939e (分 類 ) 
_Jleptoscari Yamaguti, 1940 
山口 左 仲 1940d (分 類 ) 
plagiorchis Ozaki, 1926 . 小宮 義孝 多治見 
1943 (形態 , 岡部 洋 渋江 1952b (生態 ), 
渋江 浩 1953b (生態 ), 山口 左 仲 1939b (形態 ), 
1942c (形態 ), 山口 左 仲 , 西村 尚 1944 (形態 ) 
xesuri Yamaguti, 1940 
山口 左 仲 1940d (分 類 ) 
渡辺 彦 1942 (生理 ) 


auxis Yamaguti, 1951 
山口 左 仲 1951c (分 類 ) 


| 
| 
Cc 
に 
ap 
arc 
sh 
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CORPOPYRUM 
longisacculatum Yamaguti, 1933 
山口 左 仲 1939a (形態 ) 


CORVATRIUM 
fascatus 

COTYLURUS 
ban Yamaguti, 1939 


大 田 垣 博雅 , 金光 虎 雄 1953 (生態 ) 


山口 左 仲 1939a (分 類 ) 
cornutus (Rudolphi, 1809) Szidat, 1928 
小宮 義孝 1938 (形態 ) 
CRYPTOCOTYLE 
lingua Fischoeder, 1903 
牧野 佐 二 郎 1939 (形態 ), 
山口 左 仲 1939a (形態 ) 
CYATHOCOTYLE 
crocodik Yamaguti, 1954 
山口 左 仲 1954a (分 類 ) 
melanittae Yamaguti, 1934 
山口 左 仲 1939a (形態 ), 1942b (発育 史 ) 
orientalis Faust, 1921 成一 1953 (発育 
小宮 義孝 1943c (生態 ), 小宮 義 孝 , 村瀬 か つ 子 
1951 (技術 ), 1952 (生態 ), 小宮 義孝 。 多治見 秦 
1941 (生態 ), 久保 隆 1950 (生態 う , 高林 良 光 
1953 (生態 ), 渡辺 彦 窓 1942 (生理 ), 1943a ( 形 
態 ), 1943b (生理 ), 山口 左 仲 1940c (発育 実 ) 
A, hasegawai 丸亀 事 次 1940 (生態 ) 
B, hasegawai 阿部 高知 1941a (生態 ), 1941b 
(生理 ), 酒井 和雄 1954 (生態 


C, hasegawai 阿部 高知 1941a (生態 ), 1941b 
(生態 ) 
sp. 金光 虎 雄 1953 (生態 ) 
CYCLOCOELUM 


mutabile Zeder, 1800 山口 左 仲 1939a (形態 ) 
turusigi Yamaguti, 1939 
山口 左 仲 1939a (分 類 ) 
CYMATOCARPUS 
undulatus Looss, 1899 
小黒 善雄 1942 (形態 ) 
DACTYLOGYRUS 
apogonis Yamaguti, 1940 . 
山口 左 仲 1940d (分 類 ) 
arcuatus Yamaguti, 1942 
山口 左 仲 1942a (分 類 ) 
spiralis Yamaguti, 1942 : 
山口 左 仲 1942a (分 類 ) 
vastator Nybelin, 1924 
山口 左 仲 1940d (形態 ) 
DECEMTESTIS 
callionymi Yamaguti, 1934 
山口 左 仲 1940d (形態 )) 1951a (形態 ) 
kobayashii Park, 1939 
菜 1939b (分 類 ) 


takanoha Yamaguti, 1951 


山口 左 仲 1951a (分 類 ) 
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DERETREMA 
nahaense Yamaguti, 1942 
山口 左 仲 1942c (分 類 
pacificum Yamaguti, 1942 
山口 仲 1942c 分類) 
plotosi Yamaguti, 19340 
山口 左 仲 1940d (分 類 ), 1951a (形態 ) 
sp. 山口 左 仲 1951a (形態 ) 
DIASCHISTORCHIS 
ocadiae Takeuti, 1939 
竹内 三 1939 (分 
takahashii Hukui et Ogata, 1936 
福井 玉 夫 , 尾形 藤 治 1939a (形態 
DICROCOELIUM 
lanceatum Stiles et Hassall, 1896 
牧野 佐 二 郎 1939 (形態 ) 
DIDYMOZOON 
auxis Taschenberg, 1879 
山口 左 仲 1951c (形態 ) 
brevicolle Yamaguti, 1938 
山口 左 仲 1953c (形態 ) 
spirale Yamaguti, 1938 
山口 左 仲 1953c (形態 ) 
DIORCHITREMA 
pseudocirrata 
横川 定 1940a (病理 ), 1940b (病理 ) 
DIPLECTANOCOTYLA 
gracilis Yamaguti, 1953 
山口 左 仲 1953b (分 類 ) 
DIPLECTANUM 
serrani Yamaguti, 1953 
山口 左 仲 1953b (分 類 ) 
DIPLOBULBUS 
callyodontis Yamaguti, 1942 
山口 左 仲 1942c (分 類 ) う 
scari Yamaguti, 1952 山口 左 仲 1952 (分 類 ) 
DIPLODISCUS 
amphichrus Tubangui, 1933 
福井 玉 夫 , 尾形 藤 治 1938 (形態 ) 
amphichrus japonicus Yamaguti, 1936 
山口 左 仲 1940b (発育 史 ) 
melanostici Yamaguti, 1942 
山口 左 仲 , 光永 良 密 1943 (形態 ) 
DIPLOCREADIUM 
koreanum Park, 1939 
DIPLOLASIOTOCUS 
chaetodontis Yamaguti, 1952 
山口 仲 1952 ( 


朴 菜 1939b 分類) 


DIPLOSTOMUM 
spathaceum (Rudolphi, 1819) Olsson, 1876 
小宮 義孝 1938 (形態 ) 
sp. 山口 左 仲 1942b (発育 史 う 
ECHINOCHASMUS 
bagulai Verma, 1935 
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山口 左 仲 1954a (形態 ) 
elongatus Miki, 1923 
安藤 1939 (形態 ), 森 1935a (発育 史 
gorsakii, Yamaguti, 1939 渋江 浩 1954b ( 発 
育 史 ) う , 山口 左 仲 1939a (分 類 ) 
grandis Kurisu, 1931 安藤 亮 1939 (形態 ) 
japonicus Tanabe, 1926 阿部 高知 1941a ( 生 
態 ), 1941b (生態 ), 安藤 之 1939 (形態 )) 伊達 
富久 1943 (生態 ), 金光 虎 雄 1953 (生態 )。 小宮 
義孝 , 村瀬 か つ 子 1941 (生態 う , 1951 (技術 ), 
1952 (生態 ), 高 亀 良彦 1941 (生態 ), 丸亀 率 次 
1940 (生態 岡部 1940 (生態 渡辺 彦 
1943a (形態 ) う , 山口 左 仲 1939a (形態 ), 1951d 
(発育 史 う , 吉川 元久 , 宮田 研 徳 , 上 杉 茂 1940 
. (分 布 ), 吉野 1940 (生態 ) 
milvi Yamaguti, 1939 古賀 靖 造 1952a (発育 
史 う , 山口 左 仲 1939a (分 類 ), 1942b (発育 史 ) 
perfoliatus (Ratz, 1908) Dietz, 1910 阿部 高知 
1941a (生態 ), 1941b (生態 ), 安藤 豪 1939 ( 形 
態 ), 伊達 富久 1943 (生態 う , 金光 虎 雄 1953 ( 生 
態 ), 小林 瑞穂 1953 (分 布 ), 小宮 義孝 1949, 
1951c (形態 ), 小宮 義孝 , 村瀬 か つ 子 1951 ( 技 
術 小宮 義孝 , 多治見 1941 (生態 ), 久保 
1950 (生態 ), 丸 魚 事 次 1940 (生態 ), 三好 浩 
1948 (生態 岡部 浩 1939b ( 生 1940 ( 生 
態 ) う , 渋江 浩 1954b (生態 )。 大 田 垣 博雅 , 金光 虎 
妖 1953 (生態 ), 吉川 元久 , 宮田 薬 徳 , 上 杉 茂 
1940 (分 布 ), 吉野 啓三 1940 (生態 ) 
redioduplicatus Yamaguti, 1933 
安藤 亮 1939 (形態 ) 
rufficolis Ishii, 1935 安藤 亮 1939 (形態 ) 
rugosus Yamaguti, 1933 安藤 吉 1939 (形態 ) 
tobi Yamaguti, 山口 左 伸 1939a (形態 ), 1940b 
(形態 ), 1941c (発育 史 う , 1942e (発育 史 ) 
ECHINOPARYPHIUM 
brevicauda Ishii, 1935 安藤 帝 1939 (形態 ) 
japonicum Ando et Ozaki, 1923 
安藤 1939 (形態 ) 
phalacrocoracis Yamaguti, 1939 
山口 左 仲 1939a (分 類 ) 
recurvatum (lv. Linst., 1873) Dietz, 1909 
山口 左 仲 1939a (分 類 ), 1940b (形態 
recurvatum Liihe, 1909 (syn. E. koizumii Tsuchi- 
mochi, 1924) 安藤 吉 1939 (形態 ) 
recurvatum vanell Yamaguti, 1939 
山口 左 仲 1939a (分 類 ) 
ECHINOSTEPHANUS 
ditrematis Yamaguti, 1939 
山口 左 仲 
朴 菜 


1939b (分 類 ) 
1939b (分 類 ) 


elongatus Park, 1939 
fistulariae Yamaguti, 1940 
山口 左 仲 
pacificus Yamaguti, 1951 
山口 左 仲 


1940d (分 類 ) 
1951a (分 類 ) 
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pagrosomi Yamaguti, 1939 
山口 左 仲 1939b (分 類 ) 


sp. (adult) 山口 左 仲 1940d (形態 ) 
sp. (larva with 50 circumoral spines) 
山口 左 仲 1942b (発育 史 
ECHINOSTOMA 
aegyptiacum Khalil et Abaza, 1924 
山口 左 仲 1939c (形態 ) 
anseris Yamaguti, 1939 
山口 左 仲 1939a (分 類 ) 
campi Ono, 1930 
安藤 宮 1939 (形態 ), 岡本 ニー 三 1954b (形態 ) 
cinetorchis Ando et Ozaki, 1923 安藤 吉 1938 
(形態 ), 宮崎 一 郎 1946 (分 布 ), 森山 貞 信 1952 
(病理 ), 森 1935a (発育 史 う , 岡部 浩 洋 , 松 
瀬 幹也 , 加茂 正和 1955 (分 布 ), 山口 左 仲 1939c 
(形態 ) 
corvi Yamaguti, 1935 
山口 左 仲 1940b (形態 ) 
gotoi Ando et Ozaki, 1923 
安藤 亮 1939 (形態 ), 山下 次 郎 1938d (形態 ) 
hortense Asada, 1926 安藤 1939 (形態 ), 
田 順 一 1939 (発育 史 う , 朴 泰葉 1938a (形態 ), 
森 移 造 1935a (発育 史 う , 岡本 ニー 三 1953 (発育 
史 , 1954a (発育 史 う , 1954b (形態 山口 左 
1939c (形態 )) 1940b (形態 ), 1941b (発育 吹 ) 
lobulatum Odhner, 山下 次 郎 1939b (形態 ) 
macrochis Ando et Ozaki, 1923 安藤 豪 1938 
(形態 ), 高 亀 良彦 1940 (形態 , 黒川 帝 1935 
(発育 史 う , 宮崎 一 郎 1946 (分 布 ), 森 造 1935 
a (発育 史 ), 岡部 浩 洋 , 松瀬 幹也 , 加茂 正和 1955 
(分 布 ), 渋江 浩 1954b (生態 ) 
miyagawai Ishii, 1932 安藤 帝 1939 (形態 ) 
paraulum Dietz, 1909 安藤 吉 1939 (形態 ) 
ralil Yamaguti, 1934 安藤 1939 ( 形 
浩 1954b (生態 山口 左 仲 1939a (形態 ) 
revolutum (Froelich, 1802) 


安藤 席 1939 (形態 ), 


安藤 1939 (形態 ) 
revolutum japonicum Kurisu, 1932 

安藤 1939 (形態 ) 
robustum Yamaguti, 1935 

安藤 1939 (形態 ) 

stantschinskii caudatum Yamaguti, 1939 
山口 左 仲 1939a (分 類 ) 
高 亀 良彦 1940 (形態 ) 


渡辺 1942 (生理 1943a (形態) 
小宮 義孝 1952a (形態 ) 
山口 1942b (形態) 


sp. (adult) 
sp. (adult) 


spp. (larvae) 
spp. (larvae) 


ECTENURUS 


hamati Yamaguti, 1934 
山口 左 仲 1939b (形態 )) 1940d (形態 ) 


ENCYCLOMETRA 


japonica Yoshida et Ozaki, 1929 
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山口 左 仲 1942b (発育 史 ) 
koreana Park, 1940 相 1940 (分 類 ) 
ENODIOTREMA 
acariaeum Looss, 1902 
reductum Looss, 1901 
EPIBDELLA (EPIBDELLA) 
epinephel Yamaguti, 1937 


小黒 善雄 1942 (形態 ) 
小黒 善雄 1942 (形態 ) 


山口 左 仲 1939b (形態 ) 
E. (BENEDENIA) 
convoluta Yamaguti, 1937 
山口 左 仲 1939b (形態 ) 
hoplognathi Yamaguti, 
山口 左 仲 1942a (分 類 ) 
EPISTHOCASMUS 
caninium Verma, 1935 
小林 英 一 1942c (形態 ) 
EUAMPHIMERUS 
cygnoides Ogata, 尾形 藤 治 1942b (分 類 ) 


nipponicus Yamaguti, 1941 
山口 左 仲 1941 (< 分類) 
EUPARYPHIUM 
melis (Schrank, 1888) Dietz, 1910 
安藤 1939 (形態 岡部 浩 洋 1943a (形態 ), 
1943b (形態 ) 
EURYCREADIUM 
lethrini (Yamaguti, 1938) Yamaguti, 1942 
山口 左 仲 1942c (分 類 ) 
EURYTREMA 
. ten Yamaguti, 1939 山口 左 仲 1939c (分 類 ) 
pancreaticum (Janson, 1889) Looss, 1907 
弘 1954 (免疫 ), (病理 ) 
EXORCHIS 
oviformis Kobayashi, 1915 阿部 高知 1941a 
(生態 ), 1941b (生態 ), 伊達 富久 1943 (生態 ), 
小宮 義孝 , 村瀬 か つ 子 1951 (技術 ), 1952 ( 生 
態 小宮 , 多治見 1940a, 1940b (形態 ), 
1941 (生態 ) 高 亀 良彦 1941 (生態 )。 丸亀 事 次 
1940 (生態 ), 三好 浩 1948 (生態 ) う , 岡部 浩 洋 1940 
(生態 ), 酒井 和雄 1954 (生態 ), 高林 良 光 1953 
(生態 ), 渡辺 彦 1942 (生理 1943a (形態 ), 
1943b (生理 ), 吉野 1940 (生態 山口 左 
仲 1942c (形態 ) 
EXPLANATUM 
explanatum (Creplin, 1857) 
山口 左 仲 1954b (形態 ) 
FASCIOLOPSIS 
buski (Lankester, 1857) Odhner, 1902 
門馬 健次 1943 (分 布 ), 森下 哲夫 , 木村 在 玄 1941 
(分 布 ), 銭 1940 (分 布 ), 進藤 二 , 森下 
夫 1941 (免疫 ), 若林 宏 1939 (病理 ) 
FISCHOEDERIUS 
elongatus (Poirier, 1883) Stiles et Goldberger, 1910 
東向 弘 1954 (免疫 ), 山口 左 仲 1939c (形態 ), 
1954b (形態 ) 


japonicus Fukui, 1922 

山口 仲 

GALACTOSOMUM 

canis Yamaguti, 1954 

山口 左 仲 
phalacrocoracis Yamaguti, 

山口 左 仲 
puffini Yamaguti, 1941 

山口 左 仲 


sanaensis Kobayashi, 1942 
小林 英 一 1942a (分 類 ), 


GASTROCOTYLE 
dorosomatis Yamaguti, 1938 
山口 左 仲 
GASTROTHYLAX 
cobboldi Fischoeder, 1901 
尾崎 佳 正 
elongatus Poirier, 1883 
尾崎 佳 正 
grandiformis Yamaguti, 1939 
山口 左 仲 
GENARCHOPSIS 
anguillae Yamagyti, 1938 
山口 左 仲 
gigi Yamaguti, 1939 山口 左 仲 
goppo Ozaki, 1925 山口 左 仲 
GLOMERITREMA 
subcuticola Yamaguti, 1942 
山口 仲 
GLYPTHELMINS 


1939c (形態 ) 


1954b (分 類 ) 
1939a (分 類 

1941 (分 類 
1942b (形態 


1942a (形態 


1951 (形態 ) 
1940b (形態 
1939c (分 類 ) 
1942c (形態 


1939b (分 類 ) 
1942c (形態 ) 


1942c (分 類 


rugocaudata (Yoshida, 1915) Yahata, 1934 


山下 次 郎 1938a (形態 ), 
staffordi Tubangui, 1928 


1939a (形態 ) 


山口 左 仲 , 光永 良 憲 1943 (形態 ) 


GONAPODASMIUS 
cypseluri Yamaguti, 1940 


山口 左 仲 1940d (分 類 


GOTOCOTYLA 
meservei Yamaguti, 1953 


山口 左 仲 1953b (分 類 ) う 


GYLIAUCHEN 
nahaensis Ozaki, 1937 


山口 左 仲 1942c (形態 ), 1953c (形態 ) 
papillatus (Goto et Matsudaira, 1918) Goto, 1919 
山口 左 仲 1953c (形態 ) 


GYMNOPHALLOIDES 
tokiensis Fujita et Dollfus, 1925 


保科 利 一 , 


真 吉 1952 (発育 , 吉田 幹男 1949 (形態) 


GYMNOPHALLUS 
bursicola Odhner, 1900 


macrostoma Yamaguti, 1939 


尾形 藤 治 1944- 
(発育 史 う , 山口 左 仲 1939a (形態 ) 


山口 左 仲 1939a (分 類 > 


GYNAECOTYLA 
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squatarolae Yamaguti, 1939 
山口 左 仲 1939a (分 類 ) う 
GYRODACTYLUS 
elegans Nordmann, 1832 牧野 佐 二郎 1939 
(形態 ), 山口 左 仲 1940d (形態 ), 1942a (形態 ) 
HADWENIUS 
nipponicus Yamaguti, 1951 
山口 左 仲 1951b (分 類 ) 
HALIOTREMA 
alatum Yamaguti, 1942 
山口 左 仲 1942a (分 類 ), 1953b (形態 ) 
caesionis Yamaguti, 1953 


山口 左 仲 1953b (分 類 ) 
dutiani Yamaguti, 1953 

山口 左 仲 1953b (分 類 ) 
‘mogurndae Yamaguti, 1940 

山口 左 仲 1940d (分 類 ) 
ornatum Yamaguti, 1942 

山口 左 仲 1942a (分 類 ) 
Tecurvalum Yamaguti, 1942 

山口 左 仲 1942a (分 類 ) 
upenei Yamaguti, 1953 

山口 到 仲 1953b (分 類 ) 
xesuri Yamaguti, 1940 

山口 左 仲 1940Qd (分 類 ) 


HALIPEGUS 
japonicus Yamaguti, 1936 
小林 久雄 , 尾崎 正四 1954 (生態 ) 
HAMACREADIUM 
epinepheli Yamaguti, 1934 
山口 左 仲 1939b (形態 ), 1940d (形態 ), 1942c 
(形態 ) 
lethrini Yamaguti, 1934 
朴 泰 菜 1938d (形態 ) 


HAMATOPEDUNCULARIA 
arii Yamaguti, 1953 山口 左 仲 1953b (形態 ) 
HAPALORHYNCHUS 
yoshidae Ozaki, 1939 尾崎 佳 正 1939 (分 類 ) 
HAPLORCHIS 
calderoni 横川 定 1940a, 1940b (病理 ) 
cordatus Kobgyashi, 1942 
小林 英 一 1942a, 1942b (分 類 ) 
hoihowensis Kobayashi, 1942 
小林 英 一 1942a, 1942b (分 類 ) 
macrovesica Kobayashi, 1942 
小林 英 一 1942a, 1942b (分 類 ) 
microvesica Kobayashi, 1942 
° 小林 英 一 1942a, 1942b (分 類 ) 
minutus Kobayashi, 1942 
小林 英 一 1942a, 1942b (分 類 ) 


pumilk Looss, 1899 (syn. Monorchotrema taihokui 
Nishigori, 1924) 

小林 英 一 1942a, 1942b (分 類 ) 

taichui (Nishigori, 1924) Chen, 1936 
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小林 英 一 1942a, 1942b (分 類 う , 横川 定 1940a, 
. 1940b (病理 ) 


vanissima 


横川 定 1940a, 1940b (病理 ) 
yokogawai, Chen, 1936 
小林 英 一 1942a, 1942b (分 類 ), 横川 定 1940 a, 


1940b (病理 ) 
yokogawai elliptica Kobayashi, 1942 
小林 英 一 1942a, 1942b (分 類 ) 
HARMOSTOMUM 


horizawai Ozaki, 1925 大 島 福 造 1939 (分 布 ) 
momiyamai Fukui et Ogata, 1938 
i 福井 玉 夫 , 尾形 藤 治 1938 (分 類 ) 
sp. 尾形 藤 治 1952 (形態 ) 
HELICOMETRA 
epinepheli Yamaguti, 1934 山口 左 仲 1942 
(形態 ), 1940d (形態 ), 1953c (形態 ) 
hypodytis Yamaguti, 1934 
山口 左 仲 1939b (形態 ) 
HELICOMETRINA 
elongata Noble et Park, 1937 


朴 泰 菜 1938d (形態 ) 


HEMIURUS 
sp. 山口 左 仲 1942h 
HETEROMICROCOTYLA 
carangis Yamaguti, 1953 
HETEROPHYES 山口 左 仲 1953b (分 類 ) 
brevicaeca 横川 定 1940a, 1940b (病理 ) 


continuus Onchi et Nishio, 1916 
金光 虎 1953 (生態 金光 雄 , 赤木 大 田 
垣 博 雅 , 梶 房 子 1953 (生態 う , 大 田 垣 博雅 , 金光 
席 1953 (生態 う 吉川 元久 , 宮田 , 上 杉 
1940 (分 布 ) 
katsuradai Ozaki et Asada, 1925 
高林 良 光 1953 (生態 ) 
nocens Onchi et Nishio, 1916 赤木 孝 1954 
(生態 ), 赤木 孝 戸川 1953 (治療 ), 浅田 順 
ーー, 梶 房子 , 越知 和仁 枝 1952 (治療 ), 1954 (治療 ), 
金光 虎 雄 1953 (生態 う , 宮崎 一 郎 1946 (分 布 ), 
中 野 豊 道 , 井上 正幸 1955 (治療 う , 岡部 浩 洋 , 山 
口 富雄 , 古賀 靖 造 1953 (分 布 )。 大 田 垣 博雅 1952 
(分 布 ), 大 田 垣 博雅 , 金光 虎 雄 1953 (生態 ), 
高林 良 光 1953 (生態 吉川 元久 , 宮田 , 上 
杉 茂 1940 (分 布 ) 
pumilio 横川 定 1940a, 1940b (病理 ) 
HETEROPHYOPSIS 
continua (Onji et Nishio, 1924) Tubangui et. Africa, 
1938 小林 英 一 1942a, 1942b (形態 ), 
山口 左 仲 1942b (形態 ) 
HEXANGIUM 
sigani Goto et Ozaki, 1929 
山口 左 仲 1939b (形態 )) 1953c (形態 ) 
HIMASTHLA 
kusasigi Yamaguti, 1939 
山口 左 仲 1939a (分 類 ) 
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megacotyla Yamaguti, 1939 


LATEROTREMA 
cinck Yamaguti, 1939 
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山口 左 仲 


山口 左 仲 1939a (分 類 ) LECITHASTER 
HOLOSTEPHANUS salmonis Yamaguti, 1934 
nipponensis Yamaguti, 1939 次 保 隆 1950 山口 左 仲 1940d (形態 ), 
(生態 ), 山口 左 仲 1939a (分 類 ) stellatus Looss, 1907 山口 左 仲 
metorchis Yamaguti, 1939 久保 隆 1950 1951c (形態 ), 1953c (形態 ) 
(生態 ), 山口 左 仲 1939a (分 類 ) LECITHOCHIRIUM 
HYPOCREADIUM caesionis Yamaguti, 1942 
dampieriae Yamaguti, 山口 左 仲 
山口 左 仲 1942c (分 類 ) carangis Yamaguti, 1942 
HYPODERAEUM 山口 仲 
conoideum Dietz, 1909 安藤 亮 1939 (形態 ) lobatum Yamaguti, 1952 
HYPOHEPATICOLA 山口 左 仲 
callionymi Yamaguti, longicaudatum Yamaguti, 1953 
山口 左 仲 
macrostoma Yamaguti, 1942 
nahaensis Yamaguti, 山口 左 仲 
(分 類 ), 1953c (形態 ) priacanthi Yamaguti, 1953 
«xesuri Yamaguti, 山口 
山口 左 仲 1940d (形態 ) LECITHOCLADIUM 
HY STEROLECITHOIDES angustiovm: Yamaguti; 1958 
epinepheli Yamaguti, 1934 山口 左 仲 
i 山口 左 仲 1953c (形態 ) megalaspis Yamaguti, 1953 
HYSTEROMORP 山口 左 仲 
triloba Lutz, 1931 parviovum Yamaguti, 1953 
山口 左 仲 1939a (形態 )) 1940b (形態 ) 山口 左 仲 
ISOPARORCHIS scombri Yamaguti, 1953 
trisimilitubis Southwell, 1913 山口 左 促 
LECITHODENDRIUM 
attenuatum Ogata, 1939 
scombri (Kuhn, 1829) Sproston, 1945 Ognta, 1942 尾形 
山口 左 仲 1953b (形態 ) 
otolithis Yamaguti, 1953 Ogata, 1940 尾形 治 
尾 治 
山口 仲 1953b (分 類 sikawai Ogata, 1942 
duplcostatus Yamaguti, 1953 ; 1939 
山口 仲 1953b (分 類 ) 
fiexuosus Yamaguti, 1953 山口 伸 
LAMPRITREMA 
nipponicum Yamaguti, 1940 な 尾形 藤 治 
山口 左 1940d (分 類 ) 
LASIOTOCUS leptocoelium Ogata, 1942 
尾形 藤 治 
himezi Yamaguti, 1951 
山口 仲 1951a (分 類 ) megacotyle Ogata, 1939 
lethrini Yamaguti, 1953 尾形 藤 治 
山口 左 仲 1953c (分 類 ) う ovatum (Yamaguti, 1939) 


尾形 藤 治 1941d (形態 ), 
rhinolophi Ogata, 1939 
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1939a (分 類 ) 


1951c (形態 ) 
1940d (形態 ), 


1942c (分 類 ) 
1942c (分 類 ) 
1952 (分 類 ) 
1953c (分 類 ) 
1942c (分 類 ) 


1953c (分 類 ) 


1953c (分 類 ) 
1953c (分 類 ) 
1953c (分 類 ) 


1953c (分 類 ) 


1939b (分 類 ) 
1942f (分 類 ) 
1941a (形態 ) 


1942c (分 類 ) 
1939a (分 類 ) 


1942a (分 類 ) 
1939c (分 類 ) 
1939a (分 類 ) 
1939a (分 類 ) 
1942d (分 類 ) 
1939b (分 類 ) 


1942a (形態 ) 


12h 
| 
田 
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952 
) 
上 
ica, 
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尾形 藤 治 1939b (分 類 ) 
yamizensis Ogata, 1939 
尾形 藤 治 1939a (分 類 ) 
LECITHODESMUS 
nipponicus Yamaguti, 1942 
山口 左 仲 1942d (分 類 ) 
LEPIDAPEDON 
hoplognathi Yamaguti, 1938 
山口 左 仲 1940d (形態 ) 
sebastisci Yamaguti, 1938 
山口 左 仲 1940d (形態 ) 
LEPOCREADIOIDES 
orientalis Park, 1939 
LEUCOCHLORIDIUM 
cardis Yamaguti, 1939 


朴 1939e (分 類 ) 


山口 左 仲 1939a (分 類 ) 
turdi Yamaguti, 1939 
山口 左 仲 1939a (分 類 ) 
LEUROSOMA 
spinosa Oguro, 1943 
LEVINSENIELLA 
bucephalae (Yamaguti, 1935) Yamaguti, 1939 
渋江 浩 1954b (生態 う , 山口 左 仲 1939a (分 類 ) 
sp. 宮川 三男 , 田中 価 , 中 瀬 勝 1954b (生態 ) 
sp. 宮崎 一 郎 1939 (形態 )) 1940 (形態 ) 
LIOLOPE 
copulans Cohn, 1902 
尾崎 佳 正 , 奥田 義夫 1951 (発育 史 ) 


小黒 善雄 1943 分類) 


LOXOGENES 
lberum Seno, 1907 尾形 藤 治 1943b (発育 史 ), 
神田 丁 1942 (形態 ) 
okabei Koga, 1954 
古賀 靖 造 1954 (分 類 , 発育 史 う 
LYPEROSOMUM 
emberizae Yamaguti, 1941 
山口 左 仲 1941 
eophonae Yamaguti, 1941 
山口 左 仲 1941 (分 類 ) 
halcyonis Yamaguti, 1941 
山口 仲 1941 (分 類 
mosgquense: (Skrj. et Issaitschikoff, 1927) 
山口 左 仲 1941 (形態 ) 
strigis Yamaguti, 1939 
山口 左 仲 1939a (分 類 ) 
uricissae Yamaguti, 1939 
山口 左 仲 1939a (分 類 ) 
MACROLECITHUS 
elongatus Park, 1939 
phoxinusi Park, 1939 
MACRORCHIS 
spinulosus Ando, 1919 宮川 三男 , 田中 佑 , 
中 瀬 勝 1955a (生態 ), 岡部 浩 洋 1942 (生態 ) 
MACULIFER 


朴 泰 菜 1939e (分 類 ) 
朴 泰葉 1939e (分 類 
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pacificus Yamaguti, 1938 
山口 左 仲 1940d (形態 ) 
MAGNACETABULUM 
leiognathi Yamaguti, 1953 
山口 左 仲 1953c (分 類 ) 
trachuri Yamaguti, 1934 
山口 左 仲 1942c (形態 ) 
MARITREMA 
caridinae Yamaguti et Nishimura, 1944 
伊藤 二郎 1952 b (発育 , 渋江 1951 (発育 
史 う ,1953b (生態 ), 1954b (生態 ) う , 山口 左 仲 , 西 
村 1944 (分 類 
eroliae Yamaguti, 1939 尾形 藤 治 1947a 
(発育 1951 (発育 史 , 渋江 浩 1954b 
山口 左 仲 1939a (分 類 ) 
katsuradai Asada, 1940 
洪 田 順 一 1940 (分 類 。 発育 史 ) 
kitanensis Shibue, 1952 
浩 1952 (分 類 , 発育 , 1953b (生態 ) 
macravestibulum Ogata, 1920 
尾形 藤 治 (発育 史 ) 
urayasensis Ogata, 1951 
尾形 藤 治 1951 (分 類 , 発育 史 ) 
MARSUPIOACETABULUM 
marinum Yamaguti, 1952 
山口 左 仲 1952 (分 類 ) 
MESOCOELIUM 
minutum Park, 1939 
MESODENDRIUM 
macrostomum Ozaki, 1929 
山下 次 郎 , 森 1953 (形態) 
MESOSTEPHANUS 
milvi Yamaguti, 1939 


菜 1939d (分 類 ) 


山口 左 仲 1939a (分 類 ) 

METACERCARIA 
hasegawai A 阿部 高知 1941a, 1941b (生態 ), | 
小宮 義孝 1943 c (生態 う , 小宮 義孝 , 村瀬 か つ 子 

1951 (技術 ), 1952 (生態 ), 小宮 , 多治見 

1941 (生態 ), 岡部 1939c (発育 う , 酒井 和 

雄 1954 (生態 , 渡辺 彦 1942 (生理 ), 1943a 
(形態 1943b (生理 吉野 1940 ) 


hasegawai B 阿部 高知 1941a, 1941b (生態 ), 
酒井 和雄 1954 (生態 ) 

hasegawa: C 阿部 高知 1941a, 1941b (生態 ), 
小宮 義孝 1949d (形態 う , 酒井 和雄 1954 (生態 

sp. 有田 道夫 , 相良 勇 1951 ( 形 盤 ) 

spp. 黒川 1935 (形態 

spp. 高 亀 良彦 1941 (生態 ) 

spp. 丸亀 次 1940 (生態 ) 

sp. 宮川 三男 , 田中 中 瀬 勝 1955a, 

1955b (形態 ) 
sp. 岡部 浩 洋 1939a (形態 ) 
sp. 岡部 浩 洋 1942 (形態 ) 


3 
| 
| 
| 
MI 


) 


(発育 
西 


1947a 
態 ), 


E 態 ) 


) 


月 態 ) 


分類 ) 


態 ), | 
か つ 子 
治 見 
酒井 和 
1943a 
生態 ) 


E 態 ), 


E 態 ), 
生態 ) 
形 
形態 ) 
生態 ) 
生態 ) 
[9554, 


形態 ) 


sp. 
METAGONIMUS 
katsuradai Izumi, 1935 
発育 史 う , 小林 瑞穂 1953 (分 布 ), 黒川 帝 文 1939 
a (発育 史 う , 丸亀 事 次 1940 (生態 ), 宮田 徳 
1944 ), 岡部 洋 1940 (生態 , 吉川 元久 , 
宮田 , 上 杉 茂 1940 (分 布 
minutus Katsuta, 1932 
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渋江 浩 1953c (形態 ) 
泉 松 之 助 1935 (分 類 , 


宮田 1944 (形態 ) 
takahashii Suzuki, 1929 
阿部 高知 1941a (生態 )) 1941 b (生態 , 赤木 孝 
1954 (生態 浅田 順一 , 梶 房子 , 越知 1952 
(治療 ) う , 1954 (治療 ), 金光 虎 雄 1953 (生態 ), 
金光 虎 雄 , 赤木 孝 , 大 田 垣 博雅 , 梶 房子 1953 ( 生 
熊 ), 小林 瑞穂 1953 (分 布 ), 古賀 元 晃 1939 ( 発 
育 史 う , 高 亀 良彦 1939 (生態 ), 久山 正 策 1940 ( 形 
態 ), 丸亀 次 1940 ), 宮田 1944 ( 形 
態 ), 森下 哲夫 , 小林 瑞穂 1953 (形態 森 
1935b (発育 史 ), 持 永 英雄 1942 (形態 ), 岡部 浩 
_ 洋 1940 (生態 ), 大 田 垣 博雅 , 金光 虎 雄 1953 ( 生 
), 高林 良 光 1953 (生態 う 山口 左 仲 1942b ( 
育 史 , 吉野 1940 (生態 ) 
yokogawai (Katsurada, 1912) Katsurada, 1913 
赤木 戸川 1953 (治療 ), 寿 , 三浦 守 
1955 (生理 ), 浅田 順一 , 梶 房子 , 越知 1952 
(治療 ), 1954( 治 療 伊達 久 1943 (生態 , 
島 正 敏 1939a (免疫 ), 1939b (免疫 ), 1939c ( 免 
疫 ), 1939d (免疫 ), 加藤 俊一 , 斎藤 歳 子 , 山内 
一 男 , 早川 夏子 1952 (分 布 〉, 小 林 瑞 穂 1953 (分 
布 ), 古賀 元 1939 (発育 , 1947 (発育 史 ), 
小宮 義孝 1943c (生態 ), 1949b (生理 ), 1951a 
( ), 高 良彦 1941 (生態 ), 道夫 , 牧 
野 正 1941 (生態 ), 久保 隆 1950 (生態 う , 久山 正 
策 1940 (形態 ), 丸亀 事 次 1940 (生態 ), 松田 針 
雄 1939 ( 説 ), 松永 照 太 1940 ( ), 三角 謙 
男 1941 (統計 ), 宮田 1944 (形態 ), 三好 浩 
1948 (生態 森下 1949 ( 説 森下 哲夫 , 
加藤 俊一 , 小林 瑞穂 1952 (分 布 ), 森下 哲夫 , 
小林 瑞穂 1953 (形態 ), 1954 (免疫 ), 永吉 康 訪 
1949 (病理 ), 岡部 浩 洋 1939b (生態 ), 1940 ( 生 
態 ), 岡部 浩 洋 ,。 山口 富雄 , 古賀 靖 造 1953 (分 
布 ), 岡本 ニー 三 , 古賀 元 泉 1936 (生理 ), 岡村 
一 郎 , 三浦 守 , 斎藤 文男 1952 (生理 ), 大 島 福 造 
1939 (分 布 ), 酒井 和雄 1954 (生態 ), 清水 一 雄 
(分 布 ), 高林 良 光 1953 (生態 ), 徳 毛 誠 三 1954 
(病理 ), 渡辺 末次 郎 , 堀井 正雄 1950 (生態 ), 
山本 茂 , 伊藤 二郎 , 小宮 義孝 1954 (分 布 ), 吉川 
元久 , 宮田 大 徳 , 上 杉 茂 1940 (分 布 ), 財津 吉 憲 
1952 (治療 ) 
yokogawai ovatus 高 亀 良彦 1941 (生態 ), 
吉川 元久 , 宮田 , 上 杉 1940 (分 布 
METAHALIOTREMA 
arii Yamaguti, 1953 
山口 左 仲 1953b (分 類 ) 


scatophagi Yamaguti, 1953 
山口 左 仲 1953b (分 類 ) 
METAMICROCOTYLA 
bora Yamaguti, 
fikformis Yamaguti, 1953 
山口 左 仲 1953b (分 類 ) 


山口 左 仲 1953b (分 類 ) 


METORCHIS 
orientalis Tanabe, 1920 小宮 義孝 , 多治見 泰 
1941 (生態 ), 久保 隆 1950 (生態 ), 丸亀 事 次 
1940 (生態 ), 三好 浩 1948 (生態 ), 岡部 浩 洋 
1939b (生態 ), 大 島 福 造 1939 (分 布 ), 吉野 
1940 (生態 ), 小宮 義孝 , 村瀬 か つ 子 1951 ( 技 
術 ), 1952 (生態 ), 渡辺 彦 憲 1942 (生理 ), 1943 
a (形態 ), 1943b (生理 ) 
taiwanensis Morishita et Tsuchimochi, 1925 
小宮 義孝 , 村瀬 か つ 子 1951 (技術 ), 
小宮 義孝 , 多治見 泰 1941 (生態 ) 
MICROCOTYLE 
acanthogobii Yamaguti, 1940 
山口 
ditrematis Yamaguti, 1940 
山口 仲 


1940d (分 類 ) 


1940d (分 類 ) 
seriolae Yamaguti, 1940 
山口 左 仲 1940d (分 類 ) 
spari Yamaguti, 1937 
山口 左 仲 1942a (分 類 ) 
tanago Yamaguti, 1940 
山口 左 仲 1940d (分 類 ) 
MICROPARYPHIUM 
capellae Yamaguti, 1935 
安藤 1939 (形態 ) 
coru Ozaki, 1923 安藤 1939 (形態 ) 
kyushuensis Koga, 1952 
古賀 造 1952b (分 類 , 発育 ) 
MICROPHALLOIDES 
japonicus (Osborn, 1919) Yoshida, 1938 
宮川 三男 , 田中 全 , 中 瀬 勝 1954b (生態 ), 宮崎 
一 郎 , 西村 尚 1943 (形態 )。 吉田 頁 雄 1938 (分 
類 ), 1940 (発育 史 ) 
MICROPHALLUS 
japonicus 宮崎 一 郎 1938 (形態 ), 吉田 貞雄 , 
宮崎 一 郎 1938 (形態 ) . 
minus Ochi, 1928 浅田 順一 , 金光 虎 雄 1952 
(発育 史 ), 金光 虎 雄 , 浅田 順一 , 梶 房 子 1953 ( 発 
育 , 小宮 義 考 , 多治見 1943 (形態 ) 
MONILICAECUM 
ventricosum Yamaguti, 1942 
山口 左 仲 1942b (発育 吹 ) 


MONODHELMIS 
arii Yamaguti, 1952 
山口 左 伸 1952 (分 類 ) 
MONORCHOTREMA 
taichui Nishigori, 1924 
吉野 1940 (生態 ) 
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taihokui Nishigori, 1924 
吉野 三 1940 (生態 ) 
yokogawai Katsuta, 1932 
吉川 元久 , 宮田 , 上 杉 茂 1940 (分 布 ) 
MUSCULOVESICULA 
gymnothoracis Yamaguti, 1940 
山口 左 仲 1940d (分 類 ), 1942c (形態) 
NASITREMA 
dalk Yamaguti, 1951 
山口 左 仲 1951b (分 類 ) 
gondo Yamaguti, 1951 
山口 左 仲 1951b (分 類 ) 
spathulatum Ozaki, 1935 
山口 左 仲 1951b (形態 ) 
sunameri Yamaguti, 山口 左 仲 1951b (分 類 ) 
NAVIGIOLUM 
nigrum Onchi et Nishio, 1924 金光 虎 雄 1953 
(生態 ), 大 田 垣 博雅 , 金光 虎 雄 (生態 ) 
NEMATOBOTHRIUM 
lampridis Yamaguti, 
NEODIPLOSTOMUM 
cochleare (Kause,; 1915) 
渋江 浩 1954b (生態 う , 山口 左 仲 1940b (形態 ) 
pseudattenuatum (Dubois, 1927) 
渋江 1945b (生態 ) 


山口 左 仲 1940d (分 類 ) 


strigis Yamaguti, 1939 
山口 左 仲 1939a (分 類 ) 


sp. 福山 真 杉 。 1941 (形態 ) 
NEOMICRODERMA 
elongata Park, 1940 朴 泰 菜 1940 (分 類 ) う 


NOTOCOTYLUS 
attenuatus (Rudolphi, 1809) 黒川 帝 文 1935 
(発育 史 う , 越智 シゲ ル 1921 (発育 史 ) 
magniovatus Yamaguti, 1934 
山口 左 仲 1939a (形態 ) 
parviovatus Yamaguti, 1934 
山口 左 仲 1939a (形態 )) 1941 (形態 ) 
NOTOPORUS 
carangis Yamaguti, 1951 
山口 左 仲 1951a (分 類 ) 
trachuri Yanaguti, 1938 
山口 左 仲 1939b (形態 ) 
NOVEMTESTIS 
armatus Yamaguti, 1942 
山口 左 仲 1942b (分 類 ) 
OCTOTESTIS 
éseensis Yamaguti, 1951 
e_ 山口 左 仲 1951a (分 類 ) 
OPECHONA 
scombri Yamaguti, 1938 
山口 左 仲 1953c (形態 ) 
OPECHONDA 
girellae Yamaguti, 1940 
山口 左 仲 1940d (分 類 ) 
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orientalis (Layman, 1930) 
山口 左 仲 1939b (形態 ) 
scombri Yamaguti; 1938 
山口 左 仲 1939b (形態 う 
xesuri Yamaguti, 山口 左 仲 1940d (分 類 ) 
OPECHONOIDES 
gure Yamaguti, 1940 
山口 左 仲 1940d (分 類 ) 
OPECOELOIDES 
furcatus (Brems in Rud.) Odhner, 1928 
山口 左 仲 1942c (形態 ) 
OPECOELUS 
himezi Yamaguti, 1951 
山口 左 仲 1951a (分 類 ) 
lobatus Ozaki, 1925 山口 左 仲 1940d ( 形 熊 ) 
mexicanus Manter, 1940 
山口 左 仲 1942c (形態 ) 
minor Yamaguti, 1934 
山口 左 仲 1940d (形態) 
mutu Yamaguti, 1940 
山口 左 仲 1940d (形態 )) 1951a (形態 ) 
nipponicus Yamaguti, 1951 
山口 左 仲 1951a (分 類 ) 
piriformis Yamaguti, 1952 
山口 左 仲 1952 (分 類 ) 
sphaericus Ozaki, 1925 
山口 左 仲 1940d (形態 )) 1951a (形態 ) 
OPEGASTER 
brevifistula Ozaki, 1928 
山口 左 仲 1940d (形態 ) 
ditrematis Yamaguti, 1942 
山口 左 仲 1942c (< 分類) 
gobii Yamaguti, 1952 
山口 左 仲 1952 (分 類 ) 
longivesicula Yamaguti, 1952 . 
山口 左 仲 1952 (分 類 ) 
plotosi Yamaguti, 
山口 左 仲 1940d (分 類 ), 1942c (形態 ) 
syngnathi Yamaguti, 1934 
山口 左 仲 1951a (形態 ) 
OPEPHEROTREMA 
planum Yamaguti, 1951 
山口 左 仲 1951c (分 類 ) 
OPHTHALMOPHAGUS 
nasicola Witenberg, 1926 
山口 左 仲 1939a (形態 ), 1940b (形態 ) 
OPISTHIOGLYPHE 
canis Miyata, 1940 宮田 1940b (分 類 ) 
ranae (Frdlich, 1791) Looss, 1907 
小宮 義孝 1938 形態 ) 
OPISTHOMONORCHIS 
carangis Yamaguti, 1952 
山口 左 仲 1952 (分 類 ) 
OPISTHORCHIS 
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anatis Yamaguti, 1933 
山口 左 仲 1939a (形態 ) 
felineus Blanchard, 1895 
田辺 操 1942 (分 布 う 
simulans Kowal., 1898 
大 鳥 福 造 1939 (分 布 ) 
tenuicollis Stiles et Hassall, 1896 


松林 久吉 (症状 ) ・ 


ORCHIDASMA 
amphiorchis Looss, 1900 
小黒 善雄 1942 (形態 ) 
ORIENTOPHORUS 
sayori Yamaguti, 1942 
山口 左 仲 1942c (分 類 ) 
ORNITHOBILHARZIA 
emberizae Yamaguti, 1941 
山口 左 仲 1941 (分 類 ) 
ORNITHODIPLOSTOMUM 
podicipitis Yamaguti, 1939 
山口 左 仲 1939a (分 類 ) 
OSWALDOIA 
corvi Yamaguti, 1939 
山口 左 仲 1939a (分 類 ), 1941 (形態 ) 
turdt Yamaguti, 1939 
山口 左 仲 1939a (分 類 ) 
PACHYTREMA 
calculus Looss, 1907 
PARACOENOGONIMUS 
ovatus Katsurada, 1914 


山口 左 仲 1939a (形態 ) 


; 小宮 義孝 1938 (形態 ) 
PARACRYPTOGONIMUS 
acanthostomus Yamaguti, 1934 
山口 左 仲 1953c (形態 
ovatus Yamaguti, 1952 
山口 左 仲 1952 (分 類 ) 
PARADISCOGASTER 
chaetodontis Yamaguti, 1938 
山口 左 仲 1942c (形態 ) 
piriformis Yamaguti, 1934 
山口 左 仲 1951a (形態 
PARAHEMIURUS 
clupeae Yamaguti, 1953 
山口 左 仲 1953c (分 類 ) 
PARAMONOSTOMUM 
bucephalae Yamaguti, 1935 
山口 左 仲 1939a (形態 ) 
PARAMPHISTOMUM 
cervi (Schrank, 1790) Fischoeder, 1901 
山口 左 仲 1954b (形態 う , 吉川 政 市 1955 (生態 ) 
éxplanaium (Creplin, 1849) Fischoeder, 1904 
・ 尾 崎 佳 正 1940b (形態 ), 1951 (形態 ) 
gotoi Fukui, 1922 
山口 左 仲 . 1939c (形態 ), 1940b (形態 ) 
orthocoelium Fischoeder, 1901 
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尾崎 佳 正 1940b (形態 ), 1951 (形態 ) 
PARYPHOSTOMUM 
radiatum Dietz, 1909 山口 左 仲 1939a (形態 )。 
1940b (形態 ), 山下 次 郎 1939b (形態 ) 
segregatum Dietz, 山下 次 郎 1939b (形態 ) 
PATAGIFER 
parvispinosus Yamaguti, 1933 
PEDUNCULACETABULUM 
opisthorchis Yamaguti, 1934 
山口 左 仲 1940d (形態 ) 
PETASIGER 
grandivesicularis Ishii, 1935 安藤 1939 
(形態 渋江 1954b (生態 山口 仲 1939a. 
(形態 ) 
linguiformis Kogame, 1935 
安藤 1939 (形態 )。 亀 良 彦 1940 (形態 ) 
lobatus Yamaguti, 1933 安藤 吉 1939 (形態 ), 
渋江 1954b (生態 山口 左 仲 1939a (形態 ) 
PHACELOTREMA 
claviforme Yamaguti, 1951 
山口 左 仲 1951c (分 類 ) 
PHAGIORCHUS 
maclosus (Rud., 1802) 
山口 左 仲 1954a (分 類 ) 
PHANEROPSOLUS 
simidae Yamaguti, 1954 
山口 左 仲 1954b (分 類 ) 
PHYLLODISTOMUM 
folkum (Olfers, 1916) Braun, 1899 
小宮 義孝 , 多治見 泰 1943 (形態 ) 
lesteri 渡辺 彦 志 1942 (生理 ) 
macrobrachicola Yamaguti, 1934 岡部 浩 洋 , 渋 
江 浩 1952 b (発育 史 う , 渋江 浩 1953 b (生態 ), 
1954a (発育 
pacificum Yamaguti, 1951 
山口 左 仲 1951a (分 類 ) 
PLAGIOPORUS (CAUDOTESTIS) 
azurionis Yamaguti, 1951 
山口 左 仲 1951a (分 類 ) 
dorosomatis Yamaguti, 1951 
山口 左 仲 1951a (分 類 ) 
spari Yamaguti, 1951 
山口 左 仲 1951a (分 類 ) 
synagris Yamaguti, 1952 
山口 左 仲 1952 (分 類 ), 
PLAGIOPORUS (PLAGIOPORUS) 
acanthogobii Yamaguti, 1951 
山口 左 仲 1951a (分 類 
calotomi (Yamaguti, 1934) Yamaguti, 
山口 左 仲 1940d (形態 ). 
choerodontis (Y., 1934) Yamaguti, 1938 
山口 左 仲 1940d (形態 ). 


ira Yamaguti, 1940 山口 左 仲 1940d (分 類 » 
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japonicus Yamaguti, 1938 
山口 左 仲 1940d (形態 )) 1942c (形態 ) 
lobatus (Y., 1934) Yamaguti, 1933 
山口 左 仲 1951a (形態 ) 
longivesicula Yamaguti, 1952 
山口 左 伸 1952 (分 類 ) 
macassarensis Yamaguti, 1952 
山口 左 仲 1952 (分 類 ) 
PLAGIOPORUS (PARAPLAGIOPORUS) 
isagi Yamaguti, 1939 
山口 左 仲 1939b (分 類 ) 
PLAGIORCHIS 
eptesici Ogata, 1940 
尾形 藤 治 1940 (分 類 ), 1941a (形態 ) 
fuji Ogata, 1941 尾形 藤 治 1941c (分 類 ), 
1942g (発育 史 う , 1943a (形態 ) 
koreanaus Ogata, 1938 
尾形 藤 治 1938a (分 類 ), 1943a (形態 ) 
maculosus (Rudolphi, 1802) Braun, 1901 
山口 左 仲 1939a (形態 ) 
maculosus motacillae Yamaguti, 1939 


山口 左 仲 1939a (分 類 ) 
magnacotyle Park, 朴 泰 菜 1939c (分 類 ) 
mauris (Tanabe, 1922) 平沢 一 三 , 浅田 順一 


1927 (発育 史 宮田 1940b (形態 , 宮崎 一 
郎 1946 (分 布 ), 岡部 浩 洋 。 古賀 靖 造 1952b (発育 
史 ) う , 岡部 浩 洋 , 渋江 浩 1952a (発育 吹 う , 岡本 二 
ー 三 1954c (形態 う ) 渋江 浩 , 岡部 浩 洋 1951 ( 発 
育 史 う , 山口 左 仲 1943a (形態 ), 山下 次 郎 1950 
(生理 )。 1951 (生理 ),。 1952a (生理 ), 1952 b 
(病理 山下 次 郎 , 森 1953 (形態 1954 
(分 布 )〉。 吉川 元久 , 宮田 人 券 徳 , 上 杉 茂 1940 (分 
布 ) 

orientalis Park, 1939 

yoshidensis Ogata, 1942 


朴 泰葉 1939a (分 類 ) 


尾形 藤 治 1942e (分 類 ), 1943a (形態 ) 
sp. 尾形 藤 治 。 1941e (発育 史 ) 
PLAGIDRCHOIDES 
rhinolobhi Park, 1939 1939a (分 類 ) 
PLESIOCHORUS 


cymbiformis (Rudolphi, 1819) 
小黒 善雄 1942 (形態 ) 
PLEUROGENES 
japonicus Yamaguti, 1936 神田 丁 1942 ( 形 
態 ), 岡部 浩 洋 , 渋江 浩 1951 (発育 史 う , 渋江 浩 
1950 (発育 史 1953a (発育 1953b (生態 ) 
PNEUMONOECES 
jeholensis Fukui et Ogata, 1938 
福井 玉 夫 , 尾形 藤 治 1938 (分 類 ) 
medioplexus 牧野 佐 二 郎 1939 (形態 ) 
Sibiricus Bychowsky 
尾形 藤 治 1943c (発育 史 う ) 
PODOCOTYLE 
epinepheli Yamaguti, 1942 
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山口 左 仲 1942c (分 類 ) 


gracilis Yamaguti, 1952 
山口 左 仲 1952 (分 類 ) 
kofoidi Park, 1937 朴 泰 菜 1938d (形態 
lethrini Yamaguti, 1942 
山口 左 仲 1942c (分 類 ) 
serrani Yamaguti, 1952 
山口 左 仲 1952 (分 類 ) う 
tamame Yamaguti, 1942 
山口 左 仲 1942c (分 類 ) 
POLYSTOMA 
dendriticum Ozaki, 1948 
尾崎 佳 正 1948 (分 類 ) 
ntegerrimum (Fr6lich, 1791) Rudolphi, 1808 
朴 1938b (形態 牧野 佐 二 郎 1939 ( 形 
integerrimum japonicum Ozaki, 1940 
尾崎 佳 正 1940a (分 類 ) 
POLYSTOMOIDES 
microrchis Fukui et Ogata, 1936 
福井 玉 夫 , 尾形 藤 治 1939a (形態 ) 
ocadiae Fukui et Ogata, 1936 
福井 玉 夫 , 尾形 藤 治 
PROACETABULORCHIS 
prashadi Gogate, 1940 


1939a (形態 ) 


山口 左 仲 1941 (形態 ) 
PROALARIOIDES 
kobayashiit Park, 1940 
PROCEROVUM 
varium Onchi et Nishio, 1916 
大 田 垣 博雅 , 金光 虎 雄 1953 (生態 ) 
PROCTOECES 
maculatus Odhner, 1911 


菜 1940 (分 類 ) 


山口 左 仲 1940d (形態 ) 

PROGORHYNCHUS 
uniporus Ozaki (syn. Bucephalus itabo Ozaki, 1952) 
尾崎 佳 正 1952 (発育 史 う , 1954 (分 類 , 発育 史 ) 


PROHEMISTOMULUM 

sp. 渡辺 彦 害 1942 (生理 ) 
PROSOGONARIUM 

arii Yamaguti, 1952 山口 左 仲 1952 (分 類 ) 
PROSOGONOTREMA 


clupeae Yamaguti, 1952 
3 山口 左 仲 1952 (分 類 ) 
PROSORHYNCHUS 
chasmoechinatus Komiya et Tajimi, 1941 
小宮 義孝 多治見 1941 (形態 ) 
chorinemi Yamaguti, 1952 
山口 左 仲 1952 (分 類 ) 
echinatus Komiya et Tajimi, 1941 小宮 義孝 
1943c (生態 ), 小宮 義孝 , 村瀬 か つ 子 1951 ( 技 
術 ), 1952 (生態 )。 小宮 義孝 , 多治見 泰 1941 ( 生 
態 ) う , 渡辺 彦 乾 1942 (生理 ), 1943b (生理 ) 
epinepheli Yamaguti, 1939 


山口 左 仲 1939b (分 類 ) 


PR 
PR 
PS 
PS 
PS 
PSF 
PSF 
fi 
PSE 
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tongicolls Yamaguti, 1953 
山口 左 仲 1953c (分 類 ) 
uniporus Ozaki, 1924 
山口 左 仲 1942b (発育 史 ) 
| gp. 山口 左 仲 1942b (形態 ) 
PROSTHODENDRIUM 
asadi Fukui et Ogata, 1939 
福井 玉 夫 , 尾形 藤 治 1939b (分 類 ) 
| piriforme Yamaguti, 1939 
| 山口 左 仲 1939c (分 類 ) 
PROSTHOGONIMUS 
iaponicus Braun, 1901 
尾形 藤 治 1949c (発育 史 ) 
sp. 小宮 義孝 1951b (発育 
PROTOMICROCOTYLE 
celebesensis Yamaguti, 1953 
山口 左 仲 1953b (分 類 ) 
PSEUDAXINE 
trachuri Parona et Perugia, 1890 
山口 左 仲 1942a (形態 ) 
PSEUDEXORCHIS 
major (Hasegawa, 1935) Yamaguti, 1938 
阿部 高知 1941a (生態 う , 1941b (生態 )) 伊達 富 
久 1943 (生態 , 高 亀 良彦 1941 (生態 隆 
1950 (生態 丸亀 1940 (生態 , 三浦 守 , 
岡村 一 郎 , 村上 和 充 1952 (生理 ), 三好 浩 1948 
(生態 ), 岡部 浩 洋 1940 (生態 う , 岡村 一 郎 , 三 
浦 守 , 斎藤 六 男 1952 (生理 ), 酒井 和雄 1954 ( 生 
態 ), 高 林 良 光 1953 (生態 ) 


PSEUDOBILHARZIELLA 


corvi Yamaguti, 1941 田部 , 小田 1952 
(形態 う , 山口 左 仲 1941 (分 類 ) 
PSEUDOCREADIUM 
ovale Yamaguti, 1942 
山口 左 仲 1942c (分 類 ) 
PSEUDOCTOCOTYLA 
dorosomatis Yamaguti, 1938 
山口 左 仲 1942a (形態 ) 
PSEUDOGALACTOSOMA 
macrostoma Yamaguti, 1942 


山口 左 仲 1942b (発育 


PSEUDOHALIOTREMA (PSEUDOHALIOTREMA)_ 


sigani Yamaguti, 1953 
山口 左 仲 1953b (分 類 ) 
sphincteroporus Yamaguti, 1953 
山口 左 仲 1953b (分 類 ) 
PSEUDOHALIOTREMA (PSEUDOHALIOTRE- 
MATOIDES) 
fusiforme Yamaguti, 1953 
山口 左 仲 1953b (分 類 ) 
PSEUDOHAPLADENA 
scatophagi Yamaguti, 1952 
山口 左 仲 1952 (分 類 ) 


PSEUDOHETEROPHYES 


continua (Onji et Nishio, 1916) 
山口 左 仲 1939a (形態 ) 
continua major Yamaguti, 1939 岡部 浩 洋 , 古 
賀 靖 造 1952a (発育 史 ) う , 山口 左 仲 1939a (分 類 ) 
PSEUDOLAMELLODISCUS 
sphyraenae Yamaguti, 1953 
山口 左 仲 1953b (分 類 ) 
PSEUDOLEPIDAPEDON 
lethrini Yamaguti, 1952 
山口 左 仲 1952 (分 類 ) 
PSEUDOMETADENA 
celebesensis Yamaguti, 1952 
山口 左 仲 1952 (分 類 ) 
PSEUDONEODIPLOSTOMUM (PSEUDONEODI- 
PLOSTOMOIDES) 
crocodili Yamaguti, 1954 . 
山口 左 仲 1954a (分 類 ) 
PSEUDOPECOELINA 
dambpieriae Yamaguti, 1942 
山口 左 仲 1942c (分 類 ) 
PSEUDOPECOELOIDES 
carangis (Y., 1938) Yamaguti, 1940 
山口 左 仲 1940d (分 類 ), 1951a (形態 ) 
tenuis Yamaguti, 1940 
山口 左 仲 1940d (分 類 ), 1953c (形態 ) 
PSEUDOPLAGIOPORUS 
lethrini Yamaguti, 1938 
山口 左 仲 1942c (形態 ) 
microrchis Yamaguti, 1942 
山口 左 仲 1942c (分 類 ) 
PSEUDOPROCTOTREMA 
parupenei Yamaguti, 1942 
山口 左 仲 1942c (分 類 ) 
PSEUDOSPELOTREMA 
cuick Yamaguti, 1939 
山口 仲 1939a (分 類 
japonicum Yamaguti, 1939 
山口 左 仲 1939a (分 類 ) 
uriae Yamaguti, 1939 
山口 左 仲 1939a (分 類 ) 
PSEUDOSTERINGOPHORUS 
hoplognathi Yamaguti, 1940 
i 山口 左 仲 1940d (分 類 ) 
PSEUDOSTRIGEA 
buteonis Yamaguti, 1933 
山口 左 仲 1939a (形態 ) 


PSEUDRIMAX 
mjer 小林 瑞穂 1953 (分 布 〕 
PSETTARIUM 
japonicum (Goto et Ozaki, 1929) Goto et Ozaki, 
1930 山口 左 仲 1951c (形態 ) 
PSILOCHASMUS 


longicirratus Skrjabin, 1913 ; 
渋江 浩 1954b (生態 ), 山口 左 仲 1939a (形態 ) 
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PYGIDIOPSIS 
phalacrocoracis Yamaguti, 1939 
山口 左 仲 1939a (形態 ) 
summius Onchi et Nishio, 1916 赤木 孝 1954 
(生態 ), 赤木 孝 , 戸川 智子 1953 (治療 う , 浅田 
順一 , 梶 房子 , 越 1952 (治療 ), 1954 ( 治 
療 ) う , 金光 虎 雄 1953 (生態 ), 岡部 浩 洋 。 山口 富 
雄 , 古賀 靖 造 1953 (分 布 ), 大 田 垣 博 雅 , 金光 虎 
雄 1953 (生態 ), 渋江 浩 1954b (生態 ), 高林 良 光 
1953 (生態 ), 徳 毛 誠 三 1954 (病理 ), 吉川 元久 , 
宮田 大 徳 , 上 杉 茂 1940 (分 布 ), 山口 左 仲 1939a 
(形態 ) 
RENICOLA 
keimahuri Yamaguti, 1939 
山口 左 仲 1939a (分 類 ) 
umigarasuy Yamaguti, 1939 
山口 左 仲 1939a (分 類 ) 
RHIPIDOCOTYLE 
khalikl Nagaty, 1937 山口 左 仲 1953c (形態 ) 
kngualis Komiya et Tajimi, 1941 小宮 義孝 , 
多治見 泰 1941 (分 類 ), 小宮 義孝 1943c (生態 ) 
SCAPHANOCEPHALUS 
sp. 山口 左 仲 1942b (発育 史 ) う 
SCHISTORCHIS 
callyodontis Yamaguti, 1942 
山口 左 仲 1942c (分 類 ) 
sigani Yamaguti, 1942 
. 山口 左 仲 1942c (分 類 ), 1953c (形態 ) 
SCLERODISTOMUM 
diodontis Yamaguti, 1942 
山口 左 仲 1942c (分 類 ) う 
SIPHODERINA 
apharei Yamaguti, 1942 
山口 左 仲 .1942c (分 類 ) 
hdiani Yamaguti, 1942 
山口 左 仲 1942c (分 類 ) 
SPELOTREMA 
capellae Yamaguti, 1939 
山口 左 仲 1939c (分 類 ) 
longicollae Yamaguti, 1939 
山口 左 仲 1939a (分 類 ) 
STAMNOSOMA 
armatum Tanabe, 1922 阿部 高知 1941a 
(生態 ), 1941b (生態 ), 稲 臣 成 一 1950 (生態 ), 
1953 (生態 ), 酒井 和雄 1954 (生態 ), 三好 浩 
1948 (生態 ), 高 亀 良彦 1941 (生態 ) 
formosanum Nishigori, 1924 
吉野 1940 (生態 
nycticoracis Izumi, 1935 黒川 1939b (発育 
, 丸亀 次 1940 (生態 ), 三好 浩 1948 (生態 ) 
sp. 阿部 高知 1941a (生態 う ) 1941b (生態 ) 
STELLANTCHASMUS 、 
falcatus Onchi et Nishio, 1915 赤木 孝 1954 
(生態 )) 赤木 孝 。 戸川 智子 1953 (治療 ), 浅田 
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順一 , 梶 房子 , 越知 1952 (治療 1954 ( 
療 金光 雄 1953 (生態 大 田 1952 
(分 布 ), 大 田 垣 博雅 , 金光 虎 雄 1953 (生態 ), 


高林 良 光 1953 (生態 ) "TE 

formosanus Katsuta, 1931 | 
宮崎 一 郎 1946 (分 布 ) 

STEPHANOCHASMUS | “TE] 

bicoronatus (Stossich, 1883) Looss, 1901 
山口 左 仲 1942b (発育 吹 ) 

carangis Yamaguti, 1951 

山口 左 仲 1951a (分 類 ) て TE] 

sp. (larva) 山口 左 仲 1942b (発育 史 ) 


STEPHANOPIRUMUS | 
longus Onchi et Nishio, 1916 金光 席 雄 1953: | TOI 
(生態 ), 大 田 垣 博雅 , 金光 虎 1953 (生態 | 

高林 良 光 1953 (生態 ) | 


STEPHANOPRORA "TOF 
magniovata Yamaguti, 1939 | 
山口 左 仲 1939a (分 類 ) | 
merulae Yamaguti, 1933 
安藤 1939 (形態 ) | ac 
ozaki Asada, 1926 安藤 訓 1939 (形態 ) 
pendula (Looss, 1899) Dietz, 1909 “TRC 


山口 左 仲 1939a (形態 ) go 
STERRHURUS 
gymnothoracis Yamaguti, 1940 ho 
山口 左 仲 1940d (分 類 ), 1951c (形態 ) 
magnacetabulum Yamaguti, 1942 
山口 左 仲 1942c (分 類 ) | an 
pagrosomi Yamaguti, 1939 
山口 左 仲 1939b (分 類 ) 
STICTODORA 
hainanensis Kobayashi, 1942 ルト 林 英 一 194C | 
(形態 ), 1942a (分 類 ), 1942b (形態 ) 
japonica Yamaguti, 1939 
山口 左 仲 1939a (分 類 ) 
lari Yamaguti, 1939 山口 左 仲 1939a (分 類 ) 
mergi Yamaguti, 1939 
山口 左 仲 1939a (分 類 ) 


sawakinensis Looss, 1899 
小林 英 一 1942a, 1942b (形態 ) 19! 
STRIGEA 
elongata Yamaguti, 1935 a 
山口 左 仲 1939a (形態 )) 1940b (形態 ) 19: 
falconis japonensis Yamaguti, 1939 
山口 左 仲 1939a (分 類 ), 1940b (形態 ) 
sphaerula (Rudolphi, 1803) Szidat, 1928 
山口 左 仲 1941 (形態 ) 
SYMMETROVESICULA 
chaetodontis Yamaguti, 1938 
山口 仲 1953c 


SYNCOELIUM 
katuwo Yamaguti, 1938 


山口 左 仲 1951c (形態 


、 
= 


布 


『 


1953: 
: 態 ), 


類 ) 


“TAMERLANIA 
zarudnyi Skrjabin, 1924 


山口 左 仲 1941 (分 類 ) 


"TERGESTIA 
| laticollis (Rudolphi, 1819) Odhner, 1911 
| 山口 左 仲 1940d (形態 )) 1951a (形態 ) 
“TETRACOTYLE 
biwaensis Goto et Ozaki, 1930 
山口 左 仲 1942b (形態 ) 
| 山口 左 仲 1942b (発育 史 
“TETROCHETUS 
hamadai Fukui et Ogata, 1935 
| 山口 左 仲 1951c (形態 ) 
| TORMOPSOLUS 
| orientalis Yamaguti, 1934 
| 山口 左 仲 1939b (形態 ) 
"TORTICAECUM 
| nipponicum Yamaguti, 
| 山口 仲 1942b (発育 
| TRIFOLIOVARIUM 
| acanthocepolae Yamaguti, 1940 
山口 左 仲 1940d (分 類 ) 
-TROCHOPUS 
goniistii Yamaguti, 1940 
山口 左 仲 1940d (分 類 ) 
hobo Yamaguti, 1942 
山口 左 仲 1942a (分 類 ) 
"TUBULOVESICULA 
anguillae Yamaguti, 1934 
山口 左 仲 1940d (形態 ) 
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angusticauda (Nicoll, 1915) Yamaguti, 1934 
山口 左 仲 1953c (形態 ) 
magnacetabulum Yamaguti, 1939 
山口 左 仲 1939b (分 類 ) 
muraenesocis Yamaguti, 1934 
山口 左 仲 1940d (形態 ), 1951c (形態 ) 
spari Yamaguti, 1934 
山口 左 仲 1939b (形態 ) 
TYLODELPHYS 
rhachiaea (Henle) 
小宮 義孝 1938 (形態 ) 
UNITUBULOTESTIS 
carangis Yamaguti, 1953 
山口 左 仲 1953c (分 類 ) 
URORCHIS 
acheilognathi Yamaguti, 1934 
山口 左 仲 1942c (形態 ) 


UVITELLINA 
pseudocotylea Witenberg, 1926 
山口 左 仲 1939a (形態 ) 
VALLISIA 


chorinemi Yamaguti, 1953 
山口 左 仲 1953b (分 類 ) 
YALACTOSOMUM 
yokogawai Kobayashi, 1940 
: 小林 英 一 1940 (分 類 ) 
ZOOGONUS 
mirus Looss, 1901 艇 野 佐 二郎 1939 (形態 ) 
bagrosomi Yamaguti, 1939 
山口 左 仲 1939b (分 類 ) 


追 


山 正 策 
1938 一 第 1 及び 第 2 中 間 宿 主 に 於 ける 発育 期 吸 虫 類 の 
季節 的 消長 に 就 て 岡山 50(2), 327 一 437 


久山 正 策 , 山本 
1938 一 石川 県 下 に 於 ける 肝臓 チ ス トマ 墓 延 に 就 て ( 追 
補う) 新 誌 3111, 3058 一 3061 


1953 一 能代 地方 を 中 心 と せる 肝 吸 虫 症 の 侵 淫 (1) 山 
本 郡 浅 内 村 の 肝 吸 虫 症 の 侵 淫 に 関し て 及び 基 の 
第 1, 第 2 中 間 宿 主 の 決定 に 就 て 


秋田 県 医師 会 雑誌 5(1), 38 一 39 


1952 一 佐賀 県 に 於 ける 犬 の 寄生 映 虫 に 就 て 
医大 15(9-10), 637 一 639 


山 富 
1953 一 徳島 県 に お ける ネコ , イタ チ お よび イヌ の 寄生 


虫 , 徳島 県 の 寄生 虫 1. 
医 生 29(4), 171 一 173 


実 川 渉 , 田部 正孝 , 柳 堀 喜 与 志 
1952 一 千葉 県 下 肝 吸 虫 症 に 関す る 調査 (2〕 う 県 下 肝 上 中 
虫 症 の 疫学 日 寄 記 21,.63 一 64 
黒川 和雄 , 小野 豊 , 磯田 政 恵 
1952 一 肝 の 的 観察 
100 号 記念 号 1071 一 1075 
小野 豊 , 磯田 政 恵 , 黒川 和 雑 


1952 一 へ クレ ン に ょ る 弟 牛 肝 蜂 症 の 治療 試験 
90; 763 一 768 


| 
| 
- 
類 
94(» 
| 
| 
| 
| 


小野 豊 , 磯田 政 恵 , 松村 重義 
1953 一 肝 蜂 感染 予防 の 研究 了 了 各 種 外 的 条件 及び 薬剤 の 
メタ セル カリ ア に 対す る 効果 
日 7, 153 一 155 
小野 豊 , 磯田 政 恵 , , 青柳 勤 也 
1953 一 肝 蜂 中 間 宿 主として の ヒメ モノ アラ ガイ に 関す 
る 研究 日 獣 師 6(3), 87 一 93 


小野 豊 , 礎 田 政 恵 
1954 一 家畜 肝 蜂 症 の 最近 の 診断 と 治療 お ょ び 予 防 法 
褒 産 の 研究 8(3), 217 一 220 


寄生 学 雑誌 ・ 第 6 巻 ・ 録 文献 集 吸 虫 


1954 一 家畜 の 最近 の 診断 と お よび 予防 
G23) の 研究 8(4), 323 一 

小野 豊 , 木村 重 


1955 一 最近 発表 され た Soulsby 法 と 小野 法 と の 和牛 肝 
皮 内 反応 に お ける 比較 考察 
日 8, 427 一 429 


小野 豊 , 政 
1954 一 皮 内 反応 に よる 益 産 肝 蜂 症 (寄生 虫 病 ) の 診断 
の 研究 6(8 , 559 一 560 


に 


と の 文献 集 の 作成 に 当 つ て , 調査 洩れ が ある や と 存じ ます の で , 御 気 附 の 点 は 学会 編集 係 宛 
御 知 ら せ 頂 きた いと 存じ ます 。 こ と れ は な る べく 早い 機会 に 追加 と し て 雑誌 に 掲載 させ て 頂き ま 


す 。 


その 際 , 文献 別刷 を 学会 に 御 寄贈 願え れ ば ょ い の で す が , それ が 不可 能 の 場合 に は 著者 名 , 
発行 年 , 文献 名 , 雑誌 名 , 巻 ( 号 ), 頁 一 買 と 御 明 記 下 さい 。 (鈴木 了 司 記 ) 


編集 発 行 日 本 生 学 会 


人 


寄生 学 雑 
(Japanese Jounal of Parasitology) § 
Nol. 6 附録 1957 


昭和 32 年 2 月 25 日 印刷 
昭和 32 年 3 月 1 日 発行 


印 所 一 ツタ 橋 印 株 式 会 


久 


学会 事務 所 東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 
國 立 予防 
電話 白金 (44) 2181-2186 . 
内 


(編集 ) ( 
振替 口座 東京 1451 


衛生 研究 所 内 
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